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西に鬼怒,東に小貝の二大河川に狭まれ,小貝川の後方に奪える紫峰筑波を仰ぎ見る我が関城町

は,水 と緑に恵まれ気候温暖な環境に育まれた郷土であります。さらに祖先より受け継いだ町民の

誇りともいえる埋蔵文化財にも恵まれた地域でもあります。代表的なものとして国指定史跡の関城

跡をはじめ県指定史跡の船玉古墳などがあり,こ のほかにも100カ所以上の遺跡が確認されており

ます。この度発掘調査をおこなった古稲荷遺跡も,こ れらの貴重な埋蔵文化財のひとつであります。

現在,水資源開発公団が工事をおこなっている霞ヶ浦用水基幹線水路埋設事業に伴う一連の埋蔵

文化財発掘調査のうち,関城町域においては,仲道遺跡,井上城遺跡がすでに終了し,今回の古稲

荷遺跡が 3ヶ所日の遺跡で,霞ヶ浦用水事業関連の発掘調査では最後の遺跡でもありました。

発掘調査の成果としては,奈良時代から平安時代の初期にかけての集落遺跡であることが確認さ

れ,こ れらの年代に該当する遺構と遺物が多数検出,出土しました。また,こ の年代以外では縄文

土器片や石器類も出土し,貴重な埋蔵文化財を得ることができまた。

今回の発掘調査は,送水管理設という目的から調査区域が限定されていたため,遺跡の全容を完

全に把握するまでには至りませんでしたが,発掘調査の成果から古稲荷遺跡の重要性を新ためて認

識するとともに今後の保存,活用をはかっていきたいと思います。

最後になりましたが,今回の発掘調査にあたりまして,全面的なご理解とご支援をいただきまし

た水資源開発公団をはじめとする関係諸機関各位と現場において猛暑の中砂塵とたたかいながら,

発掘作業をおこなっていただいた三井輝男遺跡発掘調査団長をはじめ団員の方々,さ らに地元関本

地区,河内地区,黒子地区の協力員各位の労を多とし心から感謝申し上げるとともに挨拶といたし

ます。

平成 5年 9月 1日

関城地区埋蔵文化財包蔵地発掘調査会長

関 城 町 教 育 委 員 会 教 育 長

舘  野 俊
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1 本書は,水資源開発公団の委託を受けた関城町教育委員会が,関城地区埋蔵文化財包蔵地発掘

調査会および古稲荷遺跡発掘調査団を組織し,関城町関本下字若宮・古稲荷に所在する古稲荷遺

跡のうち,霞ヶ浦用水事業送水管埋設工事区域内の発掘調査結果をまとめた報告書である。

2 発掘調査は,平成 4年 4月 23日 より平成 4年 10月 13日 まで野外調査作業を実施し,整理作業は

平成 4年 12月 1日 より平成 5年 3月 31日 までおこなった。

3 発掘調査は三井輝男が担当し,報告書の執筆は第 1章から第 6章および終章は玉井がおこない,

遺物観察表は滝坂滋が執筆した。

4 図面資料と出土品の整理及び報告書の作成は以下のメンバーがおこなった。玉井輝男,滝坂滋,

福田宏,小島栄子,森幸三,勝沼賢,国府田君子。

5 発掘調査から報告書作成に至るまで次の諸機関ならび諸氏の御協力,御指導を賜った。記して

感謝の意を表したい。
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入正夫氏,土生朗治氏。
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古稲荷遺跡発掘調査団員氏名

調査団長  玉井 輝男

調 査 員   滝坂  滋

補助調査員   福田  宏,井坂 英雄,小島 栄子,森  幸三

事   務   国府田君子

作 業 協 力 員

飯島 大三,糸―沢1 文二,植木 定吉,鵜川 重雄,小貫 常知,勝沼  賢,菊池 桂治

佐藤もと子,杉山 虎三,瀬川てる子,滝田 芳雄,津久井米子,長沢 基夫,箱守 照也

林 千恵子,星野 鈴子,山口 慎男,山口 藤子  (敬称略)

7 写真図版の遺物写真 (土器)の番号は遺構番号と実測図の整理番号とが対応する。(P L69～

P L8o)

石製品,石器,鉄製品の写真で遺物の番号を示す数字は実測図の図版番号と遺物の整理番号を

示す。 (P L89～ P L991
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調 査 に至 る経 過

当域は,東京から75km圏内にあり,耕地のうち畑地が52%を 占める一人畑地帯で,かつ優良農業

地域である。しかし,地理的条件に恵まれる反面,平年降水量は約1200mmと 少なく, しかも降雨分

布が不均―なため,台地上に発達した畑地は粗放で,不安定な生産体系となっている。さらに,水

田は地区内河川による水源が乏しくしばしば用水不足を生ずるほか,過湿田が広く分布し,土地基

盤の悪条件から土地生産性を低くしている。

これら用水不足を解消するため,昭和38年に茨城県は「県西用水事業計画」を樹立し,本格調査

に入った。昭和45年に農林水産省においても,国営直轄調査地区として調査に着手した。さらに,

昭和46年には首都圏地域の開発にそなえ,県・市町村の要望によって,水道用水 。工業用水を含め

た総合用水計画に改められた。昭和50年 4月 に国営霞ヶ浦用水事業として全体実施計画に着手,ま

た並行して,茨城県が昭和53年 7月 に「県西用水基本計画」を発表した。昭和54年 12月 には,「霞ヶ

浦用水土地改良区」の設立が認可された。昭和55年 3月 ,水資源開発基本計画区として閣議決定さ

れ同年 9月 19日 に事業実施方針が指示され,同年11月 14日 に事業実施計画が認可された。

霞ヶ浦用水事業は,茨城県西南地域22市町村の経営耕地約75,000新 のうち30%にあたる耕地

21,600銹 に対し,畑地かんがい及び水田補水として最大17,76ド/Sを補給するとともに,15市町

村に対し,最大0.58m2/sを補給するための水道用水供給事業と,13市町村に対する最大1.06ド/s

を供給する工業用水供給事業から成っている。

上記の計画を達成するため,公団は,霞ヶ浦湖岸に揚水機場を建設し,霞 ヶ浦から鬼怒川に至る

基幹線水路として,送水路約21.2kmト ンネル14.lkm,管水路18.4km,計 53.71mを霞ヶ浦用水事業の

一環として施工するものである。このうち,当関域町において,水資源開発公回は霞ヶ浦水基幹線

水路管埋設工事としておよそ10。 23肺を計画し,昭和63年 7月 7日 付霞用水第41号で関城工区内の

路線に係る埋蔵文化財等について照会が関城町教育委員会に提出された。

これを受けて,関城町教育委員会は昭和63年 8月 9日付関教委発第343号で,水資源開発公団霞ヶ

浦用水建設所長宛てに,同路線計画地に周知の遺跡として,①仲道遺跡,②井上城跡,③裏原遺跡,

④古稲荷遺跡の4遺跡が所在しており,その取り扱いについては協議を必要とする旨回答した。

以後,関城町教育委員会は文化財保護の立場から必要な措置を講ずるため,起業者の水資源開発

公団霞ヶ浦用水建設所と協議を重ねた結果,仲道遺跡,井上城跡,古稲荷遺跡の3遺跡については

現状保存が困難であるため,発掘調査による記録保存の措置をとることで合意に達した。

その後,平成元年10月 24日 に「関城地区埋蔵文化財包蔵地発掘調査会」が結成され,同年12月 18
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日から仲道遺跡発掘調査を開始し,同遺跡の調査終了後,平成 2年 9月 10日 からは井上城跡の発掘

調査に着手し,平成 3年 10月 に終了した。そして,平成 4年 4月 23日 から霞ヶ浦用水建設事業関城

工区内の 3ヵ 所日の遺跡である古稲荷遺跡発掘調査に着手した。

第 2節 調 査 経 過

古稲荷遺跡の発掘調査は,平成 4年 4月 23日 lAlから平成 4年0月 13日ωまで実施し,整理作業は

平成 4年 12月 1日いから平成 5年 3月 311■lま で行った。発掘調査 (野外調査)の経過は調査作業の

進行状況に応じて記述する。

4月 23日 lAl

本日より古稲荷遺跡発掘調査の準備作業を開始する。現地においてプレハブ事務所, トイレ等を

設営し,発掘用機材および遺物類を収蔵するための収蔵庫 (納屋)の建築作業を開始する。

4月 24日 0～ 5月 2日 ω

準備作業。収蔵庫建築作業,発掘用機材の運搬 (河内公民館より)。 B調査区および古稲荷遺跡

の発掘前の現況写真を撮影する。調査区域設定のためのグリット杭を設置する。この期間に以上の

準備作業をおこない終了する。

5月 6日 l■l

本日より本調査を開始する。地元作業協力員に対し作業内容の説明と教育委員会担当係長猪瀬操

氏のあいさつの後, B調査区の上層確認のための試掘調査を開始する。試掘調査は 1辺が 2mの正

方形区画内を掘 り下げ, B調査区には16ヵ 所に試掘坑を設置した。

5月 7日 い

午前10時30分 より現地において地鎮祭をおこなう。参列者は調査会役員,水資源開発公団職員 ,

調査団メンバー,町教育委員会担当諸氏。

午後の作業は昨日の継続作業で試掘調査をおこなう。

5月 8日⑥～ 5月 15日④

午前は試掘作業および試掘坑の撮影を実施する。午後はB調査区東側から荒掘 り作業を開始する。

荒掘 り作業はすべて人力による作業をおこなった。荒掘 り作業と並行して基準レベル杭を設定する
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ための水準測量も同時に実施し, B区およびC区の任意地点に基準杭を設置した。試掘作業および

荒掘り作業中に上師器,須恵器の細片が序々に出土しはじめ, とくにB区東側に集中していること

が確認された。

5月 16日 0

雨天のため野plft業中止。室内にて実測用紙下図作製 (グ リット配置図)。

5月 18日例)

雨天のため野外作業中止。遺物洗浄作業。注記作業,その他必要備品の製作。

5月 19日∞

昨日の雨で地面がぬかっているため野外作業は中止し,昨日同様室内作業をおこなう。

5月 20日 l■l

午前中,野21f4業 (遺構確認)をおこなっていたが,途中から雨のため室内作業に切り換える。

5月 21日 lAl

B区東側の遺構確認作業をおこない,住居跡遺構 5軒のほかピット遺構,上坑遺構等を確認する。

5月 22日⑥

B区全体の遺構確認作業を終え,清掃の後写真撮影をおこなう。

午後からはSI-01,02,03,05の掘り込み作業を始める。

5月 23日ω

SI-01,02,03,04,05の掘り込み作業の継続。SI-05の東端より住居跡遺構の一部を確認

し, SI-06の ナンバーを付番する。SI-01,02,99,04,05は いずれも半分ほどが調査区域外

にわたっていたため完掘できず,資料性を考慮すると部分拡張をおこなうことが好ましいため,水

資源開発公団に部分拡張の許可を申請することにした。

5月 25日 例)

SI-04,06の 掘り込み作業および精査をおこなう。B区中央から西側にかけての周ヽピット群の

掘り込み作業をおこなう。
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5月 26日ω

SI-01～ 05までの調査区域外にあたる部分の拡張の許可を得て,拡張部分の荒掘り作業を実施

する。午後よりSI-03拡張部分の確認段階の写真撮影をおこなう。

5月 27日 l■l

SI-01,02の区域外部分の写真撮影をおこない掘 り込み作業に入る。 SK-01～ 05まで確認後 ,

付番する。

5月 28日 l■l

昨夜からの雨のため室内作業。C調査区のグリット杭の設定測量をおこなう。

5月 29日④

C調査区試掘調査開始。試掘坑および試掘状況の写真撮影。午後からはC区西側から荒掘り作業、

開始。         フ

5月 30ω～ 6月 1日棚)

荒掘り作業終了後,遺構確認作業をおこない住居跡はSI-07～ 16で ,濤はSD-01,02を 確認

する。

6月 2日側

BttS I-01～ 06の精査。C区遺構確認と確認後の写真撮影。SI-01セクション実測。町産業

課によるビデオ撮影 (ビデオ版町勢要覧)。

6月 3日い

SI-04精査, SI-01セ クション実測, SK-08;09付番。 SI-02セ クション実測, B区西

側SX-02,01のピット掘り込み作業をおこなう。

6月 4日 l■l～ 6月 6日ω

SI-01,02セ クション実測の後撮影,記録。CttS I-07,08,11の 掘 り込み精査開始。 SI

-03, SK-02,03セ クション実測。 SI-01,02セ クションベルト除去作業。 SI-07掘 り込み

精査等の作業に終始する。
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6月 8日佃)

雨天のため野外作業中止。室内作業をおこなう。(遺物洗浄,注記,図面整理,写真整理,遺物・

写真 。図面台帳作成)。

6月 9日ω

B区, SI-04,05セ クション実測終了後,記入および写真撮影。B区西側より遺構全体図の測

量作業。SI-04,05セクションベルト除去作業をおこなう。

6月 10日 lkl

B区西側の遺構平面実測作業。SK-05,09セ クション実測。SK-11～ 14ま で付番。SI-04,

05撮影。 SI-03セ クションベルト除去作業。

6月 11日∩

雨天。室内作業 (図面,遺物,写真の整理および台帳記入)。

6月 12日⑥

SI-02,03遺物出土状況撮影。SI-03,05精査。

6月 13日ω

SI-02～ 06の遺物取り上げ実測をおこなった後, SI-02,03の ピット検出作業。SK-14セ

クション実測。SI-05の貯蔵穴掘り込み作業およびセクション実測。

6月 15日例)

SI-01遺物取り上げ作業の後雨のため野外作業中止。室内作業に切り換える。

6月 16日ω～ 6月 18日 l■l     =          …
SI-01～ 05の遺物取り上げ後の精査およびエレベーション実測各遺構の完掘状況写真撮影。

6月 19日⑥

遺構全体図作成のための測量 (平板実測)。 SI-05カ マド切開調査。 SK-16付香。
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6月 20日ω

雨天のため野外作業中止。室内作業 (遺物洗浄,遺物復元,図面整理,写真整理)。

6月 22日例)

B区平板実測。空中写真撮影のための清掃 (B区 )。

6月 23日い                   下

B区,空撮実施。

6月 24日 lkl

雨天のため室内作業。

6月 25日 l■l～ 6月 27日 0

B調査区の全域測量。基本土層確認のためのテストピット掘 り下げ作業。26日 ,町文化財審議委

員会会員の現地見学。

6月 29日棚)

B区, SI-01～ 03カマド平面実測。C区 , SI-07,08掘 り込み作業開始。

6月 30日∞

雨天のため野外作業中止。室内作業。

7月 1日い

B区, SI-01～ 03カマド精査。・土層テストピットセクション実測。C区 , SI-07～ 09掘 り込

み作業。

7月 2日い

雨天のため室内作業。

7月 3日④

C区, SI-07～ 09掘 り込み作業。



7月 4日ω

SI-07～ 09区域外部分拡張。

7月 6日例)～ 7月 8日 m

SI-07,09セクション実測。SI-08と SD-01の切り合状況確認。SI-10,12,15の掘り

込み作業。SI-15の東側に位置する住居跡をSI-11と付番する。 SD-01局 部的に掘り込みを

開始する。SD―観の東側端部より住居跡を確認し, SI-13と 付番する。SI-07のピットを検

出する。

7月 9日 lAl

SI-07,08遺物出土状況の撮影。撮影後,遺物取り上げ測量。

7月 10日①

SI-10遺物取り上げ測量。SI-09セ クション実測。SI-12遺物出土状況撮影およびセクショ

ン実測。 SI-07ピ ット検出作業。SD延長部分確認のため 1, 2号 トレンチを設定し掘り込む。

SI-12セ クション実測。

7月 11日ω                                   '

SI-07,10ピ ット検出作業。 SI-12セ クション実測の継続。

7月 13"), 7月 14日∞

雨天のため野外作業中止。室内作業 (遺物洗浄,遺物復元,図面整理,台帳整理)。

7月 15日 l■l

C区 , SI-08ピ ット検出作業。SI― B, SD-01の検出作業。SI-12セクションベルトの

除去。SI-09遺物出土状況撮影∝        .…

B区 , SX-01,02の エレベーション実測。

7月 16日 l■l, 7月 17日③

SI-07カ マド切開。SI-09遺物取り上げ実測。SI-13掘 り込み作業。SI-07カ マドセク

ション実測。SI-12遺物取り上げ実測。
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7月 18日ω

雨天のため室内作業。

7月 20日 例)～ 7月 22日 lkl

SI-12の床面検出作業。SI-08～ 10カ マドセクション実測。 SD-01と SI-13の 重複部分

の精査。SI-09貼 り床部の精査。SD-01西延長部確認のための 2号 トレンチ内より住居跡が検

出され, SI-14と 付番する。

7月 23日 l■l～ 7月 25日ω

SI-14,15掘 り込み作業開始。SI-09掘 り方面確認作業。SI-092号 カマドセクション実

測。SI-16掘 り込み作業。SI-10エレベーション実測。

7月 27日例)

SI-09掘 り方面検出作業。 SI-14～ 16掘 り込み作業。SI-13,09遺物取り上げ実測。SI

-12カマド部遺物取り上げ実測。

7月 28日 ∞

SI-14の精査。SI-15,11の掘り込み作業。SI-14遺物出土状況撮影および取 り上げ実測。

SK-22付番する。

7月 29日 lkl

SK-23,24付番する。SI-14ピ ット確認作業。SI-22セ クション実測。 SI-12カ マド実

測, SI-11掘 り込み作業。SI-15,16精査。

7月 30日 lAl

SI-14平面実測, SI-15セ クション実測。SI-11掘 り込み作業。C区,各住居跡遺構の写

真撮影。

7月 31日⑥

C区,平面実測作業。SI-12エレベーション実測。SI-15,16ベルト除去作業。SI-16遺

物取り上げ実測。
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8月 1日 ω～ 8月 4日側

SI-16遺物取 り上げ実測。 C区平面実測 (SI-08周辺域)。 C区土層確認テス トピット掘 り

下げ作業。 SI-11カ マ ド検出作業。テストピットセクション実測。 SI-09掘 り方面コンター実

測。

SK-25付番。 SX-03ピ ット群検出作業。

8月 5日 l■l

SI-09掘 り方面コンター実測。 SX-03,04エ レベーション実測。 SB-01を確認する。 SK

-26,27確認。

8月 6日い

平面実測 (SI-09,10域 )。 SI-15,16エ レベーション実測。SI-12掘 り方面検出作業。

8月 7日 ④～ 8月 9日 (日 )

SI-11カ マドセクション実測。 SI-15エ レベーション実測。

SB-01ピ ット検出作業。 SI-12貼 り床除去作業。 SI-07,08貼 り床除去作業。 SI-11,15

平面実測作業。 SI-10,11,15貼 り床除去作業。平面実測 (SB-01周辺域)。 C区全域清掃。

8月 10日例)

C区,空中写真撮影。午後からは平面実測 (SI-12～ SB-01周辺域)。

3月 11日ω～ 8月 21日 ④

C区平面実測。 SI-07～ 10エ レベーション実測 (掘 り方面)。 SI-11,15エ レベーション実

測 (掘 り方面)。 SI-07,08コ ンター実測。 SI-10,12コ ンター実測。 SI-11,15コ ンター

実測。 C区の掘 り方作業,実測作業の全てを終了する。 (ただし,一部,梨畑部分は収護後に実施

する。)           |         
…

8月 22日ω～ 9月 2日 lal

古稲荷遺跡周辺の地形測量を実施し,遺跡の立地環境を明確にした。

9月 4日⑥～ 9月 26日 ①

室内作業 (整理作業)。
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9月 28日例)

本日よりC区梨畑部分の発掘調査を開始する。樹木の伐採および現況写真の撮影。グリットセン

ター杭の設置測量。荒掘り作業。

9月 29日 ∞

遺構確認作業。住居跡を4軒確認し,

9月 30日 l■l

雨天のため室内作業をおこなう。

10月 1日 lAl

SI-17,18掘 り込み作業開始する。

10月 2日④

雨天のため野外作業中止。室内作業。

SI-17～ 20と付番する。

SI-19,20も 掘り込み開始する。

10月 3日ω

SI-17,18セ クション実測の後セクションベル ト除去作業。SI-19,20掘 り込み作業の継続。

10月 4日 (日 )

Sl-17,18遺物取り上げ実測。SI-19,20セ クション実測。SI-19r20出 土遺物取り上げ

実測。 SI-17～ 20遺物出土状況写真撮影。

10月 5日 例)

雨天のため野外作業中止。室内作業。

10月 6日しЮ～10月 9日④

B,C区の清掃。SI-17～ 20ピ ット検出作業。SI-20遺物取り上げ測量。SI-18カ マド切

開およびセクション実測。SI-17,18エレベーション実測。SK-28掘 り込み作業。SI-17カ

マド実測。SI-19,20エレベーション実測。SI-18カ マド実測。SI-17～ 20完掘状況撮影。

SI-18貝占り床除去作業。
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10月 10日ω

SI-17貼 り床除去作業とSI-18掘 り方面コンター実淑1およびエレベーション実測。

lo月 11日 (Hl～ 10月 12日傾)

SI‐18掘 り方面コンター実測図。B,C区全域の清掃 (空撮のため)。

10月 13日い

午前中,空中写真撮影.(3回 日)を実施し,本日をもって古稲荷遺跡の野外調査を全て終了する。

以後10月 16日④まで現地事務所内の遺物,工具等の移動運搬 (整理事務所・河内公民館内)をおこ

なう。

古稲荷遺跡の整理作業は12月 1日 より平成 5年 3年31日 までおこない,4月 1日 より執筆作業に入

る。
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第 2章 調 査 方 法

第 1節 発掘調査地区の設定

本遺跡の調査地区は,霞 ヶ浦用水送水管埋設部分の総延長約180メ ートル,幅4.5メ ートルの規模

にわたって設定した。ただし幅を4.5メ ートルの規模に限定すると,検出した遺構の一部あるいは

大部分を末掘部分として残す可能性を有すると思われたため,必要に応じて部分拡張することを念

頭に置き,起業者である水資源開発公団にもその旨の御理解を求め,許可および協力をお願いした。

調査地区は,工事区域のセンター杭の方向を軸方向とし,グ リットの主軸方向とした。主軸方向

は磁北に対 して33度東に振れて設定 し,グ リット区画は 1辺を4メ ー トルとし基準になる杭は 8

メートルおきに設置した。

グリット画の呼称は,主軸方向を数字,主軸方向に直交する方向をアルファベットで呼称した。

すなわち,「 lA,2B,3C」 ……とした。なお,「 lA～ Fから25A～ F」 までを (B調査地区〉,

「26A～ Fか ら46A～ F」 までを(C調査地区)と 区分し,それぞれを “B区,C区 "と 略称した。

調査計画の事前踏査の段階では工事区域全体を遺跡比定地の南西側から北東側に向って,A調査地

区, B調査地区, C調査地区,D調査地区と設定していたが,A,D調 査地区においては遺物の表

面採取ができず,検土杖調査でも遺構と思われる掘り込みが確認されなかった。したがって,この

両地区の調査は実施せず, B,C調査地区の発掘調査のみに限定した。

第 2節 遺 構 確 認

本遺跡では,調査区域内にグリット杭を設定したのちセンター杭を中心に 1辺 4メ ートル四方の

試掘坑を8メ ートルおきに設置し,遺構面までの層位を確認した。その結果,調査区域内の堆積土

層は浅い所で25セ ンチメートル,深い所でも40センチメートルほどであったため,表土除去のため

の荒掘り作業は人力による手掘でおこなった。この荒掘り作業中に出土した遺物類はグリット単位

で取り上げをおこなった。    Ⅲ        …
表土除去後,遺構が確認できる面まで削り込み,遺構の範囲,切 り合い状況などを確認した。さ

らに遺構が部分的に調査区域外までおよんでいた場合は,その遺構が完掘できる部分まで拡張作業

をおこなった。
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第 3節 遺 構 調 査

住居跡の調査は,長軸方向とそれに直行する方向に土層観察用のベルトを設置し,四分割された

部分の掘り込み作業を実施した。土坑,ピ ット等は基本的に三分割して掘り込み土層観察をおこなっ

た後に完掘した。その他の遺構については最も効果的と思われる位置にセクションベルトを設定し

たのち掘り込み作業を実施した。

土層は,色相,含有物,粘性,締 り等の記録と,堆積状態を明確にすることに心がけた。

遺構測量は,平板測量でおこない,必要に応じて水糸を用いた地張り測量をおこなった。上層断

面,エ レベーション実測は,水糸を設置したのち標高を測定し基準とした。

記録作業の過程は,上層断面撮影→土層断面図作成→遺物出土状況撮影→遺物分布状況図作成→

遺構完掘状況撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成→ (カ マド土層断面撮影→カマド土層断面図

作成→カマド完掘状況撮影→カマド平面図作成)以上の過程を基本としたが,遺構の性格および遺

存状態によっては適宜な方法によったものもある。

なお,図面,写真以外には記録カード,調査日誌等に個別記載をおこなった。

調査区域の拡張については,原則として本来の調査区域内より遺構の一部が確認された場合,そ

の遺構を完掘するための一次拡張のみを基本とし,一次拡張の結果さらに別遺構が確認された場合

には確認された部分だけを検出することにとどめ,二次拡張はおこなわなかった。ただ,遺構の種

類によって,局部的に確認が必要と思われたものについては,調査規模を最小限にとどめたうえで,

調査成果を最大にあげられる方法をとることを原則とした。

第 4節 基 本 土 層

本遺跡の基本土層は,第 1～ 3のテス トピットで作成した土層図のとおりである。第 1図はB調

査区,第 2・ 3図はC調査区の土層で,基本的な層序は一致しているが,局部的な差異が若千認め

られる。

(B調査区)(第 1図 )

1は耕作上であり,暗視色が主体である。 2も 耕作土で,天地返しをおこなった上で黒褐色上が

主体で全体的に締 りのある土層である。3は 2と 同質の黒褐色土であるが耕作の痕跡は認められず ,

本調査区の自然堆積土であり,全体的に硬質で締 りがあり遺物片等も本土層中にかなり含まれてい

る。遺構の掘 り込みも本土層の下位部から掘り込まれている。 4は褐色ローム土で,全体的に軟質

で締 りの少ない土層である。本土層の上位部は風化ローム土である。

5は黄褐色ローム土で,全体的に硬質な締 りのある土層である。 6は明褐色ローム土で,硬質な
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第 2図  C調査区基本土層図

締りのある土層であり,層 中には鹿沼パミス粒が断片的に含まれている。 7も 明褐色ローム土であ

るが 6の層土よりもやや黒味がかったローム土で粘性があり,層全体に鹿沼パミス粒が多量に含ま

れている。 8は明褐色ローム土で非常に硬質な土層であり粘性および締りのある層である。

(C調査区〉 (第 2図 )

1は暗褐色上で耕作上でもある。 2は暗褐色上である。本層は全体的に乱れており,いずれも軟

質で締りの少ない土であることと,本テストピットの左側すなわち調査区域内にはSA-01の柱穴

列が検出されていることから,この柱穴列の一部が断面に露出したものと思われる。3は明褐色ロー

ム土で全体的に軟らかく風化ローム上である。 4は明褐色ローム上であるがわずかに黒味をおびて

おり,若千,粘性を有しているが,全体的には軟質である。 5は黄褐色ローム土で層全体が硬 く粘

性をおびており,下位には断片的に鹿沼パミス粒が含まれている。 6は暗褐色を呈したローム上で

5から7の層への漸移層でもあり,層中には多量の鹿沼パミス粒が含まれているが,非常に粘性が

強い。 7は黄褐色ローム上で全体的に締りの強い土層である。 8は明褐色ローム土でやや黒味をお

∝ わずかに粘性をもっている。9tよ責褐色ローム土で ず々かに赤味をおびた硬い土層である。10

も黄褐色ローム土で粘性が強く,下位は灰白色気味となる。11は灰白色粘土層で上位部には褐色ロー

ム粒が若千含まれている。

2m

第 1図  B調査区基本土層図
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第 3章 遺構・遺物の記載方法

第 1節 遺構 の記 載 方 法

本遺跡で検出された遺構の記載方法は下記の要領で統一した。

使用記号

竪穴住居跡一― SI  掘立柱建物跡―― SB

濤遺構―一 SD  柵列遺構―― SA  土抗遺構一― SK

不明ピット群―― SX

■ 跳 E
鰯
離濫
マ
」

土層観察は,『新版標準土色帖』 1/Jヽ山忠正・竹原秀雄編著,財団法人日本色彩研究所)を使用

し,その使用した土色の記号は下記のとおりである。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

褐色土

黒禍色土

暗褐色土

暗褐色土

極暗禍色土

暗褐色土

黒色土

黄褐色土

明褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

椙色土

3/3 7.5Y R
2/2 7.5Y R
3/2 7.5Y R
4/6  10Y R
2/3   10Y R

3/4  10Y R
3/3  10Y R
2/3 7.5Y R
3/4 7.5Y R
2/1 7.5Y R
5/8  10Y R
5/6 7.5Y R
4/6  10Y R
4/6 7.5Y R
4/3 7.5Y R
4/4 7.5Y R

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

ｉ

ローム粒子

ロームブロッ

砂粒

粒土塊

粘土粒

焼土

小礫

床化物

反

イ

ロ
　
ハ
　
ニ

軟質

硬質

締 り有

締 り無

縄文土器 (繊維)

遺物 (黒色処理)

だ
腿

燃焼箔須恵器

遺構 (焼土)

土 層

□
■
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溝

水糸レベル

第 3図 (a)遺構の実測部位と名称

4 遺構実測図の作成方法

。各遺構の平面図,セクション図,断面図 (エ レベーション図)はすべて縮爬20分の 1で測定し

たものを原寸でトレースしたのち,原則的にはすべて 3分の 1に縮刻ヽして掲載した。

O出土遺物は,遺物分布図として平面図,断面図に出上位置を記して,接合できたものは実線で

結んだ。付記した番号は遺物実測図の番号を示す。

。断面図中の水糸レベルは,基本的には統一してあり表示は lヶ所のみに示してある。しかし,

エレベーション,セクションなど種類の異なるものについては2ヶ所に表示してある場合もあ

る。

第 2節 遺 物 の記 載 方 法

遺物の図示表示は以下のとおりである。

土 器

。図上復元可能な土器は,中心線を挟んで右側が土器の内面と断面の状態を表示し,左側は外面

の状態を表示している。

工端ィ

下端

T笹 | |  | |__ =
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上
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Ｉ
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Ｉ
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Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

:
―

A―

一―
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
上

第 3図 lbl 遺物の実測部位と名称
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卜 A―一引

互
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①正D

◎ I

C―最大厚

D―孔 径

Ｃ

Ｔ

Ａ
上

一

円

ぶ
肉

◆

い日
すお）上

『Ξ
四

A―最大長

B―最大幅

第 3図 lC)遣物の実測部位と名称

O断面の表示で白抜きの場合は,土師器,縄文土器,その他を示し,ベ タ (黒塗り)の場合は須

恵器を示している。なお,断面に斜線のスクリーントーンを貼ったものは燃焼焔によって焼成

された須恵器を表わす。縄文土器で胎土内に繊維を含んでいるものはスクリーントーンを使用

した。

O土器の内外面に色彩が塗布されている場合もスクリーントーンを使用した。

2土 器 片

O土器の破片については右側に断面を表示し,左側に外面の実測表現あるいは拓本を用いた。

3 その他の遺物

。土製品,鉄製品,石製品は基本的には展開図法を用い,その他必要と思われる部分の実測をお

こなって表示した。

4 0遺 物観察表の中で法量と遺存度の (備考)の項目の数値で ( )で表わされているものは推

定数値である。



第 4図 関城町域遺跡分布略図

1.明 神 遺 跡

2.下 宿 古 墳

3.船 玉 古 墳 群

4.南 原 遺 跡

5.源 次 郎 遺 跡

6.弁 天 山 古 墳

7.三 道 北 遺 跡

8.三 道 南 遺 跡

9.北 台 遺 跡

10.古 稲 荷 遺 跡

11.西 館 遺 跡

12.切 掛 遺 跡

13.茶 焙 山 古 墳

14.泉 崎 遺 跡

15.新 宮 東 遺 跡

16.新 宮 西 遺 跡

17.八 能 神 遺 跡

18.専 行 寺 古 墳

19.五 郎助 A遺 跡

20.五郎助 CA遺跡

21.¶掻
22.西 勝 遺 跡

23.上木有戸 A遺跡

24.上木有戸 B遺跡

25,下 木有戸遺跡

26.西 原 遺 跡

27.裏 原 遺 跡

28.宅 地前 B遺 跡

29.桜 塚 B遺 跡

30,福 根 遺 跡

31.本 田 遺 跡

32.塚 田 遺 跡

33.井 上高 田遺跡

34.打 木 崎 遺 跡

35.丸 山 A遺 跡

36.仲 道 遺 跡

37.東 裏 遺 跡

38.宮 田 A遣 跡

39.宮  本 遺 跡

40.井 上 城 跡

41.関  城  跡
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第 4章 位置 と環境

第 1節 遺跡の概観

古稲荷遺跡は,関城町域のほぼ南西側,関本下字若宮・古稲荷に所在し,鬼怒川東岸の台地で船

玉から南側に廷びる洪積台地の東側に谷戸を一本隔てた台地に本遺跡が遺存している。本遺跡の立

地する台地は,標高30メ ートル前後の海抜を測れる関東ローム層土を地山としている野方台地の典

型で,遺跡地周辺の低湿地との比高差は4～ 5メ ートルである。

遺跡の立地する台地は,舟生集落の南側からほぼ南北方向に派生する洪積台地の南側に位置し,

台地南端部から北側へ300メ ートル前後,東西方向力滋00メ ートル前後の範囲を遺跡地として推定し

ている。

遺跡地の東,西,南側には台地を取り巻く状態で低湿地である谷戸が深 く侵食しており,時代に

よっては墾田開発の中心として活用されていたことも想像に難くない。

現在遺跡地の南側には,県道明野間々田線がほぼ東西に縦貫し,南西側200メ ートルの位置には

県道結城下妻線が接していることから交通の要衝となっている。周縁の台地部は主に畑地と宅地か

らなり特に関城梨の主要産地域としても注目されている。また台地周辺の低湿地部は水田利用が中

心であったが,現在では部分的に転作が進み畑地化している場所も目立つようになってきた。

本遺跡の辺にも多数の周知遺跡が存在していることが確認されている。本遺跡に最も隣接した遺

跡としては,南東側すなわち本遺跡の立地する台地南端都200メ ートルの位置に泉崎遺跡があり,

須恵器片,土師器片が採取されている。そのうち土師器片は奈良時代のものと比定されている。さ

らに,本遺跡の東側の谷部を扶んで対岸に位置する畑地からも須恵器,土師器が採取された切掛遺

跡の存在も確認されており,年代的には泉崎遺跡同様,奈良時代の遺物に比定されるものである。

また,南側から南西側に通る県道結城下妻線の対岸の台地には,遺跡が集中している桜塚地区,上

野地区があり,特に大小の古墳が点在した古墳群が形成されていた。『町史』によれば,茶焙山古墳,

茶焙山西古墳,桜塚古墳,専行寺古墳,茶焙山南 1号, 2号古墳,桜塚南 1号, 2号古墳について

の記述がある。現在でも部分的に,1墳丘の一部およびそっ痕跡がみられるものとして,桜塚古墳,

茶焙山古墳,桜塚南 1号墳などの遺存を紹介している。古墳以外の遺跡としては,南館内東遺跡,

南館内西遺跡,東郷遺跡などが確認され,土師器,須恵器,縄文土器,中世土器などが採集されて

いる。

本遺跡地内で,今回発掘調査の対象地となった部分とその周辺部からは,土師器片および須恵器

片,縄文土器片などの遺物類が広く散在し,採取できたことから発掘調査前の段階で,遺構遺物が

相当数検出,出土すると予想できた。そして発掘調査の結果,20軒の竪穴住居跡,掘立柱建物跡 1
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棟,濤遺構2条,土坑遺構26基,柵列遺構 1本,ピ ッ

箱20箱分の成果を得ることができた。

参考文献

『関城町史』通史編 上巻 関城町

『関城町史』別冊の史料編 関城町の遺跡 関城町

『茨城県遺跡地図』 茨城県教育委員会

『関城町の文化財』 関城町教育委員会

『角川。日本地名大辞典』8 茨城県 角川書店

『仲道遺跡発掘調査報告書」 関城町教育委員会

卜群遺構 3ヶ 所から検出され,遺物類は1又納

●  口           印 睛

1 古 稲 荷 遺 跡 茶 焙 山 古 墳

2 泉 崎 遺 跡 茶焙 山西古墳

3 切 掛 遺 跡 桜塚南 1号墳
4 専 行 寺 遺 跡 茶焙山南 2号墳

5 東 郷 遺 跡 桜 塚 古 墳

6 茶焙山南 1号墳 西 館 遺 跡

7 桜塚南 2号墳 金比羅塚古墳

8 南館南東遺跡 歓 喜 院 古 墳

ク 西遺跡 安 塚 2号 墳

古稲荷追跡周辺の追跡分布図

L
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第 5章 調 査 成 果

第 1節 遺構と遺物

(1)竪穴住居跡

第 1号住居跡 (SI-01)(第 6～ 13図 )

B区 , D15。 16グ リット画を中心に検出された。本住居跡の北西側半分ほどが調査区域内より確

認され,残存部の南東側も区域拡張をおこなって完掘することができた。

重複遺構はなく単独検出である。形状は方形を呈している。規模は東西410cm,南 北410cm。 主軸

方向はN-5°一Wを指している。

壁面は,東恨J62cm,西側53cm,南側51cm,北側53calの高さを測れた。壁濤はなかった。壁質はロー

ム土で全体的に凹凸がみられ,各壁面とも軟質でもろい状態であった。

床面はローム土を踏み固めた床で,と くに中央部およびその周辺部が堅緻で全体的に平坦な床面

である。貼 り床は施されていなかった。ピットは6ヵ 所から検出されたがいずれも主柱のピットと

は考えられず, とくにP3～ P5は 本住居跡の出入回の構造に関連するものと考えられる。規模およ

び形状は,Pl-47× 35× 13～ 20cm,楕円形。P2~36× 35× 12～ 15cln,不整円形。P3~30× 22× 31cm,

円形。P4~25× 22× 28cm,円 形。P6~25× 23× 27cm,円 形。Po-22× 19× 25cm,楕円形である。

カマドは,北壁中央部から検出され,規模は両袖間100cm,焚 口奥壁間120cmで現存高さは57伽で

あった。カマド内は,粘土粒および粘土塊が焼土粒と黒褐色土の中に混在した状態で堆積していた。

火床部は床面レベルより10伽ほど掘 り込まれている。奥壁部は大きく切 り込まれており,わずかに

煙道部の痕跡がみられたが,形態としては明確ではなかった。構築材は両袖部に灰白色粘土を用い

ている。

覆土は,表土とその下層の堆積土が暗褐色上を主体とし,竪穴内の覆土は黒褐色上が主体となっ

ている。層中にはローム粒子が多量に含まれており,堆積状況としては自然堆積の層序を示してい

る。しかし,竪穴の南側には局部的に人為堆積の土層とみられる部分もあった。

遺物は,覆土中あるいは床面か ,土師器片672点,須恵器片293点が出土して
いる。土師器片の内

訳としては,不片13点 ,高台付杯片 2点,甕片241点,器種判別不能な破片力M16点であった。須恵

器片の内訳としては,杯片185点,高台付杯片 7点 ,甕片75点,蓋片 6点,器種判別不能な破片が

416点であった。

図化可能な遺物は全部で29点でこのうち 4点は鉄製品 (第 13図)である。第 9図の 1は奏でカマ

ドの袖 (西側)部内に逆さに埋設されていたものである。第10図の 7は須恵器の甕でカマ ド前面の

床面に押しつぶされた状態で出土し,破片の一部はその周辺に散乱していたものである。

-25-



Q―げ

ヽ

ノ

第 6図  SI-01実 測図
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第7図  SI-01カマド実測図
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Si-01出 土遺物実測図 (1)
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第 9図
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第10図  SI-01出 土遺物実測図 (2)
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第11図  SI-01出 土遺物実測図 (3)
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第 2号住居跡 (SI-02)(第 14～ 18図 )

B区,D17・ 18グ リット画を中心に検出された。本住居跡は, SI-01の東恨Jに位置し,北西側

半分ほどが調査区域内から確認され,残存部の南東側も区域拡張をおこなって完掘することができ

た。

重複遺構はなく単独検出である。形状は方形を呈している。規模は東西434cm,南 北340cm。 主軸

方向はN-8°一Wを指している。

壁面は,東側29cm,西側37cm,南側33cm,北側32cmの高さを測れた。壁濤はなかった。壁質はロー

ム土で各壁面は全体的に凹凸がみられ,壁面はいずれも軟質であった。なお,東壁はわずかに湾曲

している。床面は,ロ ーム土上の床で中央部には若千の踏み固めがみられた。ピットは7ヵ 所から

検出され,その規模および形状はPl-35× 34× 10cm,不整円形。P2~46× 34× 25cm,楕円形。P3

-29× 23× 20卿,不整円形。P4~35× 26× 18cm,円 形。P5~35× 27× 1lcm,不整円形。P6~49×

28× 14cm,楕 円形。P?-50× 41X13cm,不整円形である。

貯蔵穴は,竪穴北西コーナー部に 1基確認できた。日経部の形状は不整円形を呈し,断面形は逆

台形で底部は九底形を呈していた。規模は東西82cm,南北85cmで最深部は64cmを 測れた。カマ ドは,

北壁の中央より東側に寄って付設されていた。規模は両袖間は88cm,焚口奥壁間は90cm,現存高さ

は40cmで あった。カマ ド内は,黒褐色土と粘土粒,粘土塊,そのほかに焼土粒なども多量に含まれ

ていた。火床部は,10cmほ ど掘 り込まれた状態であった。煙道部は壁面を大きく深く切 り込んでお

り硬質な焼土塊が断片的にみられた。構築材は黄褐色粘土,灰白色粘土の混合土で,かなり明瞭に

遺存している。

覆土は,表土の耕作上部分とその下層は暗褐色土で,竪穴内は黒褐色土が主体となっている。堆

積状況は自然堆積の状況を示している。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片645点,須恵器片204点が出上している。土師器片の内

訳は,杯片57点,高台付杯片10点 ,甕片148点 ,器種判別不能なもの力望30点であった。須恵器片の

内訳は,郭片146点 ,高台付郭片 2点 ,甕片48点,蓋片 8点であった。

図化可能な遺物は全部で16点出土している。第17図のうち, 7は瓦片でカマ ド前の覆土中より出

土したものである。第18図の 1～ 3は鉄製品で竪穴中央の覆土中より出土したものである。 4は砥

石で, 5, 6は石製品で,いずれも覆土中より出上している。
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第17図  SI-02出 土遺物実測図 (1)
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第18図  SI-02出 土遺物実測図 (2)

第 3号住居跡 (SI-03)(第 19～ 24図 )

B区,C19・ 20グ リット画を中心に検出された。本住居跡は南東側の半分ほどが調査区域内より

確認されたため,残 りの北西側部分を検出するため部分的に拡張した。

重複遺構は, SK-16が あり同遺構は本住居跡を切っていることが確認された。形状は方形を呈

している。規模は東西362cm,南北330cm。 主軸方向はN-10°一Wを指している。

壁面は,東側43cm,西側34cm,南側34cm,北側36cmの高さを測れた。壁濤は認められなかった。
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壁面は各方向ともほぼ直立した状態で立ちあがっており,局部的に凹凸がみられ,全体的に軟質で

ある。

床面は,ロ ーム層を掘り込んだ掘り方面上に暗褐色土を主体とした土を入れた貼り床で,その厚

さは20cm前後の厚さで全体的に堅級に踏み固められていた。ピットおよび貯蔵穴などは検出されな

かった。

カマドは,北壁の中央よりやや東寄りの位置から検出された。規模は両袖間110cm,焚 回奥壁間

120cm,現存高さ40cmであった。内部には,褐色土,極暗褐色土,ロ ーム粒,ロ ームブロック土が

ノ・

さンイ
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第19図  Si-03実 測図
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主体で,焼土粒が各層中に多量含まれている。火床部および煙道は壁面を大きく切り込んだ外側
に

設けられており,両袖の先端部のみが北壁面のラインよりも内側に設けられていた。構築材は灰白

色粘土を用いている。覆土は,局部的に自然堆積の部分があるが,覆土の大半は人為的に埋めもど

された状態であった。

遣物は,覆土中あるいは床面から土師器片387点,須恵器片146点が出上している。土師器片の内

訳としては,杯片14点,高台付杯片 1点,菱片171点 ,判別不能なもの201点であった。須恵器片の

内訳としては,杯片114点,高台付杯片 4点,奏片23点,蓋片 5点であった。

図化可能な遺物は全部で16点出土している。第22図の 1, 3, 4と 第23図の 5の発はカ
マド内か

ら出上し, 4は火床面中央に逆さになった状態で, 1, 3, 5は袖部の粘土内に埋め込まれた状態

でカマドの補強材として用いられていた。第24図の 1は鎌で竪穴中央の床面より出土したも
のであ

る。
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第20図 SI-03カマド実測図
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第21図 SI-03遺 物分布図
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第22図 Si-03出 土遺物実測図 (1)
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第23図  SI-03出 土遺物実測図 (2)
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第24図  SI-03出 土遺物実測図 (3)
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第26図 Si-04遺 物分布図
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第 4号住居跡 (SI-04)(第 25～ 30図 )

B区 ,C22・ 24グ リット画を中心に検出された。調査区域内からは南東側半分ほどが検出できた

が,北西側は区域外であったため未掘である。

重複遺構は検出部分においてはなかった。形状は方形と推定できた。規模は,東西は不明,南北

は650cHl。 主軸方向はN-12°一Wを指している。 壁面は,東側56cm,西側不明,南側65cm,北側

不明であった。壁濤は認められなかった。壁面は各方向ともほぼ直立して立ちあがり,かなり硬質

なローム土で全体的に平坦であった。

床面は,ロ ーム土上を踏み固めた堅緻な床で貼 り床は認められなかった。ピットは3ヵ 所から検

出された。規模および形状は,Pl-82× 82× 61cm,不整円形。P2~64× 52× 60cm,楕円形。P3~

48× 42× 8 cm,不 整円形で,Pl,P21よ 主柱のピットと考えられる。貯蔵穴の存在は不明。カマ ド

の有無も末調査部分があるため不明であった。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土が主体で自然堆積土の状態を示している。

プ
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-04出土遺物実測図 (3)
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遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片677点,須恵器片310点が出土している。土師器片の内

訳は,堺片22点,高台付不片 3点 ,甕片300点,判別不能なものが352点であった。須恵器片の内訳

としては,杯片266点,高台付郭片 5点 ,甕片25点,甑片 5点,蓋片 7点 ,盤片 2点であった。

図化可能な遺物は全部で31点出上 している。

�D域 4

0             1ocm

第30図 SI-04出 土遺物実測図 (4)

第 5号住居跡 (SI-05)(第 31～ 35図 )

B区 , C24・ 25グ リット画を中心に検出された。本住居跡の北西コーナー部は未調査区域であっ

たため一部未確認である。

重複遺構は,北側にSI-06が重複しており,新旧関係では本住居跡が SI-06を 切っている状

態であった。形状は長方形を呈している。規模は,東西280cm,南 北は450cm。 主軸方向はN-84°
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―Wを指している。

壁面は,東側33cm,西側32cm,南側26cm,北側23cmの高さを測れた。壁濤は検出されず,壁質は

ローム土で全体的に硬 く締っていた。

床面は,ロ ーム層中を掘 り込んだ掘 り方面上に暗褐色土を主体とした貼 り床が10cm前後の厚さで

敷き詰められており,全体的に堅緻に踏み固められている。とくにカマ ドの焚口前面の床上面は粘

土粒,焼土粒などが混在して踏み固められている。

ピットは lヵ 所から検出されたが本住居跡との関連は明確ではなかった。規模および形状は,

Pl-46× 42× 20cll,楕 円形である。

貯蔵穴は,竪穴の南東コーナー部より1基検出した。日経部の形状は不整長方形を呈し,断面形

は逆台形で底部は凹凸を有する形状である。規模は東西100cm,南北64cmで最深部38～ 54cmを 測れた。

カマ ドは,東壁の中央より1基確認できた。規模は両袖間90帥,焚口奥壁間120cm,現存高さ35cm

であった。カマ ド内部は,黒褐色土,褐色土粒,粘土粒,焼土が堆積しており,ほぼ自然崩落の状

態を示していた。構築材は粘土粒が若干みられたため粘土質土を用いたと思われるが,残存土から

みると明確ではない。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,ロ ーム粒,砂粒が主体で,堆積状況は自然堆積である。

遺物は,覆土中あるいは床面から出土したもののほかに貯蔵穴内からも出土している。土師器片

174点 ,須恵器片48点で,土師器片の内訳は,杯片20点,高台付郭片 1点,甕片45点 ,判別不能な

ものが108点であった。須恵器片の内訳は,杯片35点,奏片11点 ,蓋片 2点であった。

図化可能な遺物は全部で 9点出土しており,第 34図の 1～ 4, 6は 貯蔵穴の底部に重なった状態

で出土した。第35図の 1～ 3は石製器でいずれも竪穴内の覆土中より出土している。

AL=303,m

第32図  SI-05カ マド実測図
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第34図 Si-05出土遺物実測図 (1)
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第35図 SI-05出 土遺物実測図 (2)

第 6号住居跡 (SI-06)(第 31・ 33・ 36図 )

B区 ,C25グ リット画を中心に検出された。本住居跡は遺構の大部分が調査区域外の畑地と道路

部分にわたっているため,検出できたのは南西コーナー部の一部のみであった。検出したコーナー

部はSI-05と 重複しており,新旧関係は切 り合状況と貼 り床の遺存状態から判断して本住居跡が

SI-05よ り先行する時期のものとみられた。しかし,規模,形状,付属施設などの詳細について

は不明であった。

覆土は暗褐色土,黒褐色土が主体で自然堆積の状況を示していた。

遺物は,覆土中および床面より上師器片40点,須恵器片10点が出土している。土師器片の内訳は

甕片40点で須恵器片の内訳は,郭片 7点 ,甕片 3点であった。図化可能な遺物として第 36図の 3

点があるが, 1の甕片と3の杯片は床面より出土している。

-55-
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第36図  SI-06出 土遺物実測図

第 7号住居跡 (SI-07)(第 37～ 43図 )

C区,C・ D33グ リット画を中心に検出された。本住居跡の検出部分は当初調査区域内から確認

できた南東側部分のみであったが,北西側部分を確認するため一部区域外部分を拡張して完掘した。

重複遺構はなく単独検出である。形状は方形を呈している。規模は,東西462cm,南 北430cmを測

れ,主軸方向はN-14°一Wを指している。

壁面は,東側55cm,西側57cm,南 al155cm,北側55cmの高さを測れた。壁滞は各壁面下より検出さ

れ,規模は東側幅10cm,深さ7 cm。 西側幅15cm,深さ 7 cm。 南側幅21cln,深 さ7 cm。 北側幅14cm,

深さ8 cmであった。壁質はローム上で全体的に硬く,わずかに外傾 して立ちあがっている。

床面は,暗褐色土とロームブロック土との混合土が主体となった貼り床を施しており,中央部は

硬く踏み締っているが壁周縁都は比較的軟質な床である。

ピットは, ヤカ所から検出されその規模および形状は,PI-53× 50× 45cm,円形。P2~34× 29

×52cm,円 形。P3~41× 31× 19cHl,円形。P4~39× 32× 14cm,円形。P5~32X26× 18cm,楕 円形。

P6~42× 34× 28cm,不整円形。P7~36× 34× 29cm,不整円形である。P】 ,P2,P3,P41よ 主柱と考

」ＩＬ
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第37図  SI-07実 測図

-57-



えられる。貯蔵穴はなし。

カマドは,北壁中央に 1基付設されており,規模は両袖間100cIIl,焚 口奥壁間153cln,現存高さは

50cmであった。カマド内部の堆積状況は,焼土,粘土塊,粘土粒,黒褐色土,炭化物などが混在し

ておりほぼ自然崩落したものと考えられる。構築材は灰白色粘上と褐色粘土粒の混合土である。

覆土は,黒褐色土が主体上で自然堆積状況を示していた。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片1001点,須恵器片112点出上している。土師器片の内

訳は,杯片72点,養片409点 ,判別不能なものが520点であった。須恵器片の内訳は,杯片88点,甕

片21点,蓋片 3点であった。

図化可能なものは全部で24点出土している。
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第38図  Si-07カ マ ド実測図
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第40図  Si-07出 土遺物実測図 (1)
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第41図 SI-07出 土遺物実測図 (2)

0             10Cm

第42図  Si-07出 土遺物実測図 (3)
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席

第 8号住居跡 (SI-08)(第 44～ 51図 )

C区 , C・ D35グ リット画を中心に検出された。重複遺構としてはSD-01が本住居跡の東西方 ,

向に縦貫して確認された。新旧関係は,セクション面からみた切 り合状態で SD-01が本住居跡を
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第44図  Si-08実 測図
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切っていることからSD-01が新しい遺構であることが確認された。

形状は,方形を呈している。規模は,東西360cm,南 北378cm。 主軸方向はN-8°一Wを指して

いる。壁面は,東側52cm,西側50cm,南側53cm,北側49cmの高さを測れた。壁濤は,各方向の壁面

下より検出され,その規模は東側幅19cm,深 さ15cm。 西側幅16帥 ,深さ10cm。 南恨】幅20cm,深 さ15cm。

北側幅20cm,深さ13伽。壁質はローム上で全体的に硬くやや外傾して立ちあがっている。

床面は,暗褐色土を主体とした貼 り床で全体的に堅緻に踏み固められ平坦な床である。ピットは

6ヵ 所から検出され,規模および形状は,・ P,-28× 27× 18cm,(円形。P2~28× 22× 23cm,楕円形。

P3~43X34× 32cm,楕円形。P4~60× 54× 28cm,不整円形。P5~44× 40× 29cm,不整円形。P6~

32× 30× 10cm,不整円形である。貯蔵穴は検出されなかった。

カマドは,北壁中央から東寄りの位置に付設されていた。規模は両袖間93cm,焚口奥壁間140cm,

現存高さ55cmを 測れた。内部には黒褐色土,黒色土,粘土粒,焼土,ロ ーム粒が堆積しており,ほ

ぼ自然崩壊したものと思われた。構築材は灰白色粘土と褐色粘土粒の混合土である。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,ロ ーム粒が主で,堆積状況は自然堆積の状況を示していた。

遺物は,覆土中あるいは床面より土師器片298点,須恵器片102点が出土 している。土師器片の内

訳は,杯片34点,甕片136点 ,判別不明なものが128点であった。須恵器片の内訳は,杯片77点,高

台付杯片 3点 ,甕片22点であった。

図化可能な遺物は全部で24点出土 している。第47図の11は瓦片でタト面はヘラ削りをおこない,内

面には布目痕が残る。出土位置は竪穴南東コーナー部の覆土中より出土した。
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第 9号住居跡 (SI-09)(第 52～ 59図 )

C区 ,D o E36グ リット画を中心に検出された。本住居跡の南東側は調査区域外であったため都

分拡張をおこなって完掘した。
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す

重複遺構はなく単独検出であった。形状は方形を呈している。規模は,東西430clrl,南 北430cm。

主軸方向はN-1°一Eを指している。壁面は,東側77cm,西側81cm,南側79cIIl,北側76cmの高さ

を測れた。壁濤は検出されなかった。壁質はローム土で各方向とも直立したのち外傾して立ちあが

り,全体的に凹凸がみられ軟質な壁面である。 床面は,貼 り床を施し全体的に堅級に踏み固めら

れた平坦な床である。ピットは7ヵ 所から検出され,規模形状はPl-47× 39× 30cIIl,不整円形。P

2~50× 47× 25cm, 不整円形。P3~35× 32× 28clrl, 不整円形。P4~36× 34× 31cm, 円形。P5~34×

27× 25cln,楕 円形。P6~33× 31× 45cm,円形。P7~61× 50× 34cm,不整円形である。貯蔵穴は検

出されなかった。

カマドは,2基検出された。1号カマ ドは北壁中央に位置し,規模は両袖間80cm,焚 口奥壁間106cm,

④
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現存高さ58cm。 2号カマドは東壁の南端に位置し,規模は両袖間124cm,焚 口奥壁問115cII,現存高

さ80cmであった。
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1号カマドの内部は,褐色土,黒色上に混在してローム粒,粘土塊,焼土,灰が堆積しており,

とくに焼土は多量に含まれていた。なお, 1号カマドの東側に壁面を若千切り込んだ部分で焼土,

17
0             10Cm
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]-09出土遺物実測図 (2)
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灰が姓積 している部分が認められ,その内部の堆積上が 1号カマ ドによって切られていたことから,

本カマド以前のカマ ドすなわち改築前のカマ ドと考えられる。
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2号カマド内の推積土はすべて焼土,ロ ームブロック土と若千の灰,褐色土などが主体である。

1号, 2号カマドともに構築材は灰白色粘土が主と思われ,と くに2号カマドついては粗砂も含ま

れていたと思われる。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,ロ ームブロック上,ロ ーム粒が主体となっており,堆積状況は自

然堆積であった。

遺物は,覆土中および床面から土師器片939点,須恵器片513点が出土している。土師器片の内訳

は,杯片38点,高台付郭片 3点 ,甕片388点 ,判別不明なものが510点であった。須恵器片の内訳は,

杯片438点,高台付杯片 3点,甕片51点,甑片 1点,蓋片20点であった。図化可能な遺物は全部で

41点であった。
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第10号住居跡 (SI-10)(第 60～ 64図 )

C区 ,D37・ 38グ リット画を中心に検出された。本住居跡の北西コーナー部が区域内より確認さ
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第60図  SI-10実 測図
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れ,南東側は区域外であった力済b分拡張をおこなって完掘した。

重複遺構はなく単独検出である。形状は方形を呈している。規模は東西400cm,南 北350cm。 主軸

方向はN-5°一Wを指している。

壁面は,東側62cm,西側61cm,南側58cm,北側50cHlの 高さを測れた。壁濤は検出されなかった。

壁質はローム土でやや軟かく全体的に凹凸が多く,わずかに外傾して立ちあがった壁面である。

床面は,貼 り床で暗褐色土とローム粒子を多量に含んだ土が主体となっており,全体的に堅緻な

床ではあるが北側より南側にかけてわずかに傾斜 した床である。

ピットは, 4ヵ 所から検出され,その規模および形状は,Pl-74× 58× 30cm,不整円形。P2~

100× 60× 25cm,不整円形。P3~100× 95× 55cm,不整円形。P4~70× 54× 32～ 45cll,不 整円形で

ある。

貯蔵穴は検出されなかった。カマ ドは,北壁の中央よりやや東寄りに付設されていた。規模は両

袖間87cm焚 口奥壁間118cm,現 存高さ65cmを 測れた。構築材はにぶり橙色粘土と灰白色粘上の混合

土が主体である。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,黒色土が主体で,ロ ーム粒,ロ ームブロック土が部分的に含まれ

ていたが,堆積状況は自然堆積である。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片158点,須恵器片58点が出土している。土師器片の内
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訳は,杯片21点,高台付杯片 2点 ,甕片69点,判別不能なものが66点であった。須恵器片の内訳は,

邦片37点,甕片18点 ,甑片 1点,蓋片 2点であった。図化可能な遺物は 4点であった。第63図の 1

は器台脚部片で,覆土中に流れ込んだもので遺構との関連性はみられなかった。
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第11号住居跡 (SI-11)(第 65～ 71図 )

C区 , E45。 46グ リット画を中心に検出された。本住居跡は, SI-15の調査区域外にあたる部

分を検出するため,区域の部分拡張をおこなった時点で確認され,北東コーナー部以外は完掘でき

た。

重複遺構はSI-15があり,本住居跡はSI-15の カマ ドの一部を切って構築されていることが

確認できた。形状は,方形を呈 している。規模は,東西400cm,南 北385cm。 主軸方向は,N-18°

―Wを指している。

壁面は,東側40cm,西側30cHl,南側43cm,北側54cmの高さを測れた。壁滞は,各壁面下より検出

され,規模は東側幅20cm,深 さ 8 cm。 西側幅15cm,深 さ 6 cm。 南側幅16cln,深 さ 5 cm。 北側幅14cm,

深さ 5 cHlを測れた。壁質はローム土で全体的に硬く締った壁面である。

床面は,貼 り床で暗褐色土,黒色土,ロ ームブロックの混合上が主体となった堅緻な踏み固め床

である。床面の中央がやや盛 り上がりその周縁部はわずかに低 くなった床である。

ピットは, lヵ 所から検出された。規模および形状はPl-20× 18× 16cm,不 整円形である。カマ

ドは,北壁の中央よりやや東寄りの位置から検出された。規模は両袖間120cm,焚 口奥壁間140cm,

現存高さ79cmを 測れた。構築材は,褐色粘土と灰白色粘土の混合土となっている。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,褐色土が主体で,層 中にはローム粒,焼土粒などが若干含まれて

おり,ほぼ自然堆積の状況を示していた。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片185点 ,須恵器片65点が出上している。土師器片の内

訳は,杯片10点 ,甕片81点,判別不能なもの力滑4点であった。須恵器片の内訳は,杯片62点,高台

付杯片 1点 ,奏片 1点,蓋片 1点であった。図化可能な遺物は全部で19点であった。
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第70図 SI-11出 土遺物実測図 (4)
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庁

第12号住居跡 (SI-12)(第 72～ 80図 )

C区,D39。 40,E39・ 40グリット画から検出された。本住居跡は北西コーナー部の一部が調査

区域内より確認されたため,調査区域を部分的に南東側へ拡張し完掘した。

重複遺構はなく単独検出である。形状は不整方形を呈している。規模は,東西475cIIl,南北420cm。

主軸方向はN-4° 一Wを指している。壁面は,東側68clll,西側64cm,南側67cm,北側58cmの高さを

測れた。壁溝は認められず,壁質はローム土で全体的に平坦で,各壁面ともやや軟質であった。

床面は,貼 り床で暗褐色土とロームブロック土との混合土が主体で全体的に堅緻に踏み固められ

ている。床面の中央は周縁部よりもわずかに高く,壁面側に向ってわずかに傾斜している。

ピットは, 8ヵ 所から確認されたがこのうち主柱のピットはPI～ P4と考えられた。規模および

形状は,Pl-54× 39× 77cHl,楕 円形。P2~46× 40× 62clll,不整円形。P3~40× 39× 74cm,円 形。

P4~48× 28× 81clll,楕 円形。P5~28× 20× 13cm,楕円形。Ps-24× 23× 26cm,円形。P7~45× 32

×14cm,楕 円形。P9-50× 35× 21clll,楕 円形である。

カマ ドは,北壁中央よりやや東寄りの位置に付設されていた。規模は両袖間115cm,焚 口奥壁間

182cmで現在高さは火床面から45clIIであった。構築材はにぶい禍色粘土と灰白色粘土の混合上であ

る。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土が主体で自然堆積の状況を示している。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片1707点,須恵器片674点が出土している。土師器片の

内訳は,杯片170点 ,高台付郭片 1点,甕片1084点,判別不能なもの力W52点であった。須恵器片の

内訳は,不片530点,高台付郭片19点 ,甕片100点 ,蓋片25点であった。

図化可能な遺物は全部で46点出土している。
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「
第13号住居跡 (SI-13)(第 81～ 84図 )

C区, E35グ リット画を中心に検出された。本住居跡は, SI-09を完掘するために拡張した部
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第81図  SI-13実 測図・カマド実測図
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分から確認されたが,原則として二次拡張はおこなわないという立場から,完掘はしなかった。

重複遺構は,本住居跡の西側にSD-01があり,同遺構が本住居跡を切っている状態で確認でき

た。形状は検出できた北西側と南西側のコーナー部の残存部分から推定して方形と思われる。

規模は,東西が不明,南北320cm。 主軸方向はN-3° 一Wを指 している。壁面は,東側不明,西

側が25cm前後と推定,南恨J43cm,北側45cmの高さを測れた。北,南側の壁面はほぼ直立している。

壁質は,ロ ーム上で北,南壁はほぼ平坦であるが,軟質でありもろい。

床面は,貼 り床を施しており,全体的に塾級に踏み固めてい込。土質は,暗褐色土とローム粒 ,

ロームブロック土の混合土で平均的な厚さは20cmほ どである。ピットは検出されなかった。

カマ ドは,北壁部から検出され,規模は両袖間が90cm,焚口奥壁問80cm,現存高さ95cHlを測れた。

構築材は,褐色粘土,灰白色粘土の混合土である。内部には黒褐色土と砂粒,焼土粒,粘土塊が堆

積しており,天丼部は崩落しており原型は明確ではなかった。
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覆土は,暗褐色土,黒褐色土を中心とした土層の中にローム粒が若千含まれており,自然堆積の

状況を示している。

遺物は,覆土中および床面から土師器片201点 ,須恵器片45点が出上している。土師器片の内訳は,

杯片29点,高台付杯片 2点,甕片86点,判別不能なもの力邁4点であった。須恵器片の内訳は,杯片

36点,高台付ITh片 3点 ,甕片 6点であった。図化可能なものは全部で12点出上している。

9     1    19Cm

第84図 SI-13出土遺物実測図 (2)
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第14号住居跡 (SI-14)(第 85～ 89図 )

C区 ,A33グリット画を中心に検出された。本住居跡は, SD-01の西側延長部分を確認するた

第85図  SI-14実 測図

―-103-



めに設定した坪掘り坑内より確認されたため,必要に応じた部分のみの拡張にとどめ,完掘はしな

かった。

重複遺構は, SD-01があり本住居跡を切った状態で検出された。形状は,検出できた南西,南

東コーナー部から推定して方形と思われる。規模は,東西430cm,南 北が不明。主軸方向も不明で

ある。

壁面は,東側50cm,西側54cHl,南側43cm,北側不明,であった。壁質は,ロ ーム上で全体的に硬

く平坦である。ピットは, lヵ所から検出され,規模および形状は,63× 60× 27～ 41cm,不整円形
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第86図 SI-14遺 物分布図
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である。カマドは,不明。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土が主体で自然堆積の状況を呈していた。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片826点,須恵器片242点が出土している。土師器片の内

訳は,杯片89点,高台付杯片 3点 ,甕片251点,判別不能なもの力M83点であった。須恵器片の内訳

は,杯片173点,高台付杯片 3点,甕片63点,蓋片 3点であった。図化可能な遺物は全部で28点出

上している。第87図の 4は土師器の杯片で外面に墨書がみられたが判読はできない。第88図の 8,

10も 墨書がみられ, 8は「中瘍」と読めたが,10は判読不能である。

Cm

第87図 SI-14出 土遺物実測図 (1)
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第15号住居跡 (SI-15)(第 90～ 97図 )

C区,D-44・ 45グ リット画を中心に検出された。本住居跡は,北西コーナー部を中心とした竪

穴の半分ほどが調査区域内から確認されたため,完掘を目的として北東側調査区域外部分を拡張し

た。その結果, SI-11と 切 り合った状態であることが確認され,本住居跡のカマ ドが SI-11に

切られていることから,本住居跡はSI-11よ り古い住居であることが確認された。

重複遺構は,先述したとおりSI-11があり,他にはSA-01の ピットの一部も重複していたと

思われるが明確にはできなかった。   l         ド

形状は,方形を呈 している。規模は,東西500clll,南 北490cm。 主軸方向は,N-17° 一Wを指 し

cl=30.Vlm                                __c,

0           2m

第91図  SI-15実 測図 (2)
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第93図 SI-15出 土遺物実測図 (1)
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ている。壁面は,東側41cm,西側54cm,南側47cm,北側36cmの高さを測れた。

壁溝は,各壁面下より検出された。規模は東側幅28cm,深さ1lcm。 西側幅30cm,深さ 8 cm。 南側

幅28cm,深さ 6 cm。 北側幅22cll,深 さ 5 cmで あった。壁質はローム土で全体的に平坦であり,ほぼ

４
．

14

鷺 1潔 。

19

第95図  SI-15出 土遺物実測図 (3)
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F

直立かわずかに外傾気味に立ちあがっている。

床面は,貼 り床ではあったがその土層も3～ 5 cm程度で,局部には掘 り方面のローム土が露出し

ている部分もあった。全体的には堅緻で平坦である。

ピットは,関連が考えられるものだけでも12ヵ 所から検出された。このうち主柱と考えられるの

は,PI,P3,PS,P7が規定でき,他は補強柱のピットと思われる。なお,P8～ P12は本住居跡の出

入回の施設に関連するピットと推定できる。規模および形状は,Pl-41× 38× 50cm,＼不整円形。

P2~35× 30× 23cm,円形。P3~59× 49× 40cm,不整円形。P4~28× 25-16cm,不整円形。P5-35

×34× 54cm,不整円形。P6~21× 13× 8 cm,楕円形。P?-41× 41× 58cm,不整円形。P8~25× 15

×19cm,楕円形。P9-21× 18× 20cm,円形。PЮ -18× 18× 21cm,円形。Pn-25× 18X17cm,楕 円形。

Pヮー18× 13× 18cll,不整円形である。

カマ ドは,東壁中央よりやや北側の位置に付設されていたが, SI-11に よって奥壁部が完全に

切られていたため,原形はほとんど保っておらず,わずかに焚口部分と側壁部の粘土塊と焼土粒が

みられただけである。規模は,両袖間力湖Ocm,焚口奥壁間が不明,現存高は50cmであった。構築材

は淡黄色粘土と焼土粒の混合土である。内部には,焼土粒,灰,ロ ーム粒が推積していたと思われ

るが,確認段階では混在 していたため明瞭ではなかった。

覆土は,黒褐色上が主体でローム粒も若千含まれており,堆積状況は自然堆積を呈していた。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片282点,須恵器片44点が出土 している。土師器片の内

訳は,杯片32点,奏片250点であった。須恵器片の内訳は,杯片29点,甕片 8点 ,蓋片 7点であった。

図化可能な遺物は全部で23点出土 している。
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第96図 SI-15出 土遺物実測図 (4)
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第16号住居跡 (SI-16)(第 98～ 101図 )

C区,C45・ 46グ リット画を中心に検出された。重複遺構はなく単独検出である。形状は不整方

寸

　

　

Ｎ

「
ミ

「
Ｆ
　
　
　
０

X I」Z三三と三二く45

｀
＼こ藍至塾===多

π6

ぷ 3

SI-16実 測図・遺物分布図
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形を呈している。規模は,東西325cHl,南北230m。 主軸方向は,N-60° ―Wも指している。

壁面は,東側20cm,西側13cm,南側16cm,北側17cmの高さを測れた。壁面の壁質はローム上で全

体的に軟質でもろく,側壁面は直線的ではなくかなりの凹凸がみられた。

床面は,ロ ーム土上の床で,中央部のみが堅緻に踏み固められており,その周縁部は非常に軟か

く, しかも凹凸が激しい床面である。ピットは, 4ヵ 所から検出されたが,その性格および関連性

については明確ではない。規模は,Pl-18× 15× 15cm,三 角形。P2~24× 16× 20cm,楕円形。P3

-23× 26× 21cm,円 形。P4~21× 19× 18cm;不整円形であったざ

カマ ド等の火床遺構は検出できなかった。覆土は,黒褐色土が主体土で自然堆積の状態をしめし

ていた。

9     1    19Cm

第99図 Si-16出 土遺物実測図 (1)
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遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片70点,須恵器片12点が出土している。土師器片の内訳

は,不片15点 ,高台付不片 1点,甕片54点であった。須恵器片の内訳は,ITh片 8点 ,高台付杯片 1

点,奏片 3点であった。図化可能な遺物は全部で13点出上しているが,第 100。 101図 の 1～ 6にみ

るように礫片が床面より出土しており,図示できなかった小礫も多数出土していることが他の住居

跡の遺物出土状況と異なっており,これが本住居跡の特徴ともなっている。
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第101図  Si-16出 土遺物実測図 (3)
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第17号住居跡 (SI-17)(第 102～ 107図 )

C区,C30・ 31グ リット画を中心に検出された。本住居跡は,竪穴の北東側が調査区域内より確

認され完掘するために北西側部分の一次拡張をおこなった。

重複遺構はなく単独検出である。形状は長方形を呈している(規模は,東西370cm,南北315cmを

測れ,主軸方向は, N-74°―Eを指している。壁面は,東側32cm,西側34cm,北側33cmの高さを

測れ,わずかに外傾気味に立ちあがっている。壁質はローム上で,わずかな凹凸面があり非常に軟

かい壁面であった。

壁面は,南側と西側から確認され,規模は南側幅32cln,深 さ25cm,西側幅29cHl,深 さ13clIIを測れ

た。

床面は,貼 り床で暗褐色土とロームブロック上の混合上が主体でわずかながらの踏み固めはみら

れたが,全体的に軟かくもろい状態の床であった。なお,部分的には耕作時の攪乱の影響も受けて

いると思われた。

ピットは,10カ 所から検出されたがこのうち,Pl,P2,P5,P7,Pe,PЮ は主柱のピットと想定

できる。ピットの規模および形状は,Pュ ー38× 26× 45cm,楕円形。P2~32X32× 25cm,円 形。P3

-26× 24× 16clll,円形。P4~32× 26× 21cm,楕円形。Ps-50× 50× 23cm,不整円形。P6~21× 19

×10cm,不整円形。P7~15X15× 25cm,円 形。P8~45× 28× 20cm,楕円形。Pe-23× 21× 33cm,

円形。PЮ -22× 20× 21cln,円形であった。

Bl=30,,Om

lm

第103図  SI-17カ マ ド実測図
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¬

貯蔵穴は,北西コーナー部より1基検出した。形状および規模は,上端部の形状は不整円形を呈

し,底部は平底。規模は東西68cm,南北64cm,最深部深さは56cmであった。

カマ ドは,両袖間83cm,焚口奥壁間74cm,現存高さ50cmであった。構築材は不明であったが,わ

ずかに粘土粒がみられたため粘土を用いていたとも考えられた。

覆土は,暗褐色土,黒褐色上が主体で粘土,焼土,ロ ーム粒が若千含まれていた。堆積状況は自

然堆積を呈していた。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器庁284点 ,須恵器片97点が出土 している。土師器片の内

訳は,杯片49点,高台付杯片 4点,甕片122点,判別不明なものが109点であった。須恵器片の内訳

は,杯片69点,甕片28点であった。

図化可能な遺物は全部で12点出土 している。第105図の 2は土師器の杯もしくは高台付杯の破片

であるが外面に刻書がみられるが判読はできない。

0             1ocm

第105図 Si-17出 土遺物実測図 (1)
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第18号住居跡 (SI-18)(第 108～ 115図 )

C区 ,C29・ D29グ リット画を中心に検出された。重複遺構はなく単独検出である。形状は,方

形を呈している。規模は,東西418cm,南 北350cllを測れ,主軸方向は, N-17°―Wを指している。

壁面は,東側50cm,西側50cm,南倒50cm,北保153cmの高さを測れ,壁溝は各壁下から検出された。

規模は東側幅16cm,深さ 5 cm。 西側幅15cm,深 さ5 cm。 南側幅20cm,深さ8 cm。 北側幅 7 cHl,深 さ

6 cmを測れた。壁質はローム土で全体的に軟質であった。

床面は,貼 り床でローム粒を含んだ黒褐色上が主体で,全体的iこ堅緻に踏み固められていた。ピッ

トは,8ヵ 所から検出されその規模および形状は,Pi-43× 30× 27cll,楕 円形。P2-44× 33× 18cm,

楕円形。P3~30× 23× 40cm,楕円形。P4~28× 20× 43cm,楕円形。P5~32× 26× 44cm,楕円形。

Ps-27× 23× 35卿,楕円形。P7~30× 29× 32帥,楕円形。P8~35× 23× 38cm,楕円形であった。

PiからPsま では本住居跡の主柱のピットと考えられる。

カマドは,北壁中央よりやや東寄りの位置に付設されていた。規模は両袖間が116cm,焚 目奥壁

間が90cmで ,現存高さは50cmを 測れた。構築材は灰白色粘土と褐色粘上の混在した粘土であるが局

部的には焼土化した部分も認められた∩

l=3031m
C―一

第109図  SI-18カ マ ド実測図
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覆土は,暗褐色土,黒色土が主体で層中に若千黄褐色土,明褐色土粒が混り,堆積状況は自然堆

積の状況を呈していた。

遺物は,覆土あるいは床面から土師器片222点,須恵器片 5点が出土している。土師器片の内訳は,

杯片24点,甕片198点であった。須恵器片の内訳は,lTh片 1点,甕片 3点であった。図化可能なも

のは全部で17点出上している。第112図の 6は須恵器杯片の底部でヘラエ具による刻線力該↓まれて

いる。第113図の11・ 13は瓦片で内面には布目痕が残されている。
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i-18出土遺物実測図 (4)
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第115図  SI-18掘 り方面実測図
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第19号住居跡 (SI-19)(第■6。 117図 )

C区 , C27・ 28グ リット画から検出された。竪穴の大半が道路部分に延びていたため完掘はでき

なかった。重複遺構は, SK-28が あり,本住居跡はSK-28に 切られていた。
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第116図  SI-19実 測図・遺物分布図
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形状は,検出できた北東側コーナー部の形態から方形と推定できる。規模は不明。主軸方向も不

明。壁面は,西・南側が不明で,東側54cm,北側53cmであった。壁質はロ
ーム土で,検出できた東 。

北壁は硬質で,ほぼ直立して立ちあがっている。

床面は,ロ ーム土の床でかなり堅緻に踏み固められている。火床遺構は不明。覆土は,黒褐色土

が主体で自然堆積の状況を示していた。

遺物は,覆土中あるいは床面から土師器片135点,須恵器片68点が出土している。土師器片の内

訳は,杯片 1点 ,甕片134点であった。須意器片の内訳は,杯片
rJ.7点 ,甕片 7点 ,蓋片 4点であった。

図化可能なものは全部で 9点出土している。
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第117図  SI-19出 土遺物実測図
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第20号住居跡 (SI-20)(第 118・ 119図 )

C区 ,D26グ リット画から検出された。竪穴のほとんどが調査区域外部分と道路部分とに延びて

おり完掘はできなかった。したがって規模,形状,付属施設等の詳細は不明であった。検出部分の

覆土は黒褐色土が主で堆積状況はほぼ自然堆積の状況を示していた。
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第118図  SI-20実 測図・遺物分布図
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遺物は,第 119図 に図示した 6点である。
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(2)掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡 (SB-01)(第 120図 )

C区 , C42・ 43グ リット画を中心に検出された。表土除去後の確認段階では,本遺跡で検出した

SX-01,02,03と 同様のピット列遺構と考えていたが,Pi,P3,Pl,Ps,P7を 検出した時点でピッ

トの深さ,配列などから掘立柱建物遺構であることが確認できた。

主軸の方向は, N-17° Wを指 していた。柱穴数はP,～ P9ま での 9ヵ 所から確認され,柱穴間

を桁行,梁間方向を結ぶとほぼ方形状に結べる。桁行間は西側が 2間で約315cm,東側も2間で320cm

を測れた。梁間は南側が 2間で約388cll,北側は中柱の柱穴が東側に寄っているが,約360cmを測れ

た。

ピットの規模,形状は,Pl-167× 148× 58帥,P2-35× 35× 60cHl,P3~56× 46× 56cll,P4~54

×50× 40cm, P5~65× 54× 50cm, Ps-83× 56X38cm, P7~80× 65× 73cm, P8~93× 70× 60cm, Pe

-74× 64× 35cmで あった。なお,PI～ P3,P5～ P8は重複 したピット痕がみられた。ピット内の推

積土は,暗褐色土と黒褐色土が主体で,ロ ーム粒,ロ ームブロック土が混入されており, とくに

PIはセクション面に柱痕の上層がみられた。

床面 (Pl～ P8に囲まれた部分)|ま ,と くに踏み固めたような状態では検出されず,やや硬めの
ロー

ム土である。

遺物は,本遺構に伴う良好な状態では出土していないが,土師器,須恵器の細片が遺構上層の覆

土中より出土している。なお,Plの覆土中からは,細片で図示できなかったが,須恵器の郭片 3点 ,

高台付杯片 1点,土師器の甕片 と思われる細片 9点が出土している。
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(3)濤 遺 構

第 1号溝遺構 (SD-01)(付図 5)

C区 ,A33～ C・ D35グ リット画を中心に検出された。本遺構は, SI-08・ 13・ 14と重複し,

この両遺構を切って構築されていたことが確認できた。断面形状は「 v」 状を呈し,側壁部お

よび底部は比較的硬 く締っていた。

検出した総延長は約22mで ,ほぼ東西方向に延びE35グ リット画の位置より直角に南側へ折れて

いる。

規模は,上幅が55～ 115cm,底幅が15～ 35cm,深さは20～ 30cmを 測れた。

覆土は,黒褐色土と褐色上が主体で,ロ ーム粒,ロ ームブロック上が層中に含まれ,堆積状況は

自然堆積の状況を示していた。

遺物は,覆土中より土師器片249点,須恵器片44点 ,縄文土器片 6点が出土したがいずれも細片で ,

覆土中に流れ込んだものと思われる。

島
′

A長±
8翌
上_4豆三ズ
2

●

＼

ク

・２
　
／

３ Ｈ

　

　

一

】Ｖ
／

B言下 ―― B
2

a

9    1    牢m

第121図  SD-02実 測図

-139-



第 2号溝遺構 (SD-02)(第 121図 )

C区 , C41・ D42グ リット画を中心に検出された。本遺構は, SK-24と 一部重複して検出され

たが,切 り合いの新旧関係は明確ではなかった。

断面形】犬は,「
―Lゴ…」状を呈し,底部はかなり硬 く締っていた。

検出長さは,560cm,上幅60～ 110,底幅40～ 90cm,深さは15～ 20cHlで あった。長軸方向は, N-85

-Eを指していた。

覆土は,褐色土,暗褐色土が主体でロー仏粒を若千含んでいた。堆積状況は,自然堆積の状況を

呈していた。

遺物は,覆土中に土師器片14点 ,須恵器片 4点 ,縄文土器片 2点が含まれており,いずれも細片

で覆土中に流れ込んだものと思われる。

(4)柵列遺構

第 1号柵列遺構 (SA-01)(第 122図 )

C区 , C o D43・ 44グ リット画を中心に検出された。本遺構は,確認段階では濤遺構とみていた

が,掘 り下げ精査をおこなっていくうちに複数のピットが列状を呈していることがわかった。しか

し,検出したピットのほとんどが乱雑に重複した状態であったためピットの個体数および規模,形

状を明確にすることができなかった。また, SB-01の Pゼ・P3が重複 している部分もあり,関連

状態を把握することが困難であった。ただ,不明瞭ではあるがピット痕の配置が,柵列もしくは乱

杭の配列を思わせることから,柵列遺構として想定した。

遺物は,ピ ットの覆土中より,土師器片,須恵器片などの細片が若千出上しているが,いずれも

覆土中に流れ込んだものと思われる。

(5)土坑遺構

第 1号土坑 (SK-01)(第 123図 )

B区,C18・ 19グリット画を中心に検出された。西側の一部は調査区域外であったため未調査で

ある。

形状は,不整円形を呈している。規模は,東西は205帥,南北は不明,深さは55～ 60cmを 測れた。

底面は平坦である。覆土は,黒褐色土,褐色土が主体でローム粒が全体的に含まれており,堆積状

況は自然堆積である。

遺物は,覆土中より土師器,須恵器の破片が出土し,土師器片19点 ,須恵器片 6点であった。こ

のうち図化可能なものは,須恵器の甑片(1)と 壷の胴上部片(2)の 2点のほか鉄製品の一部(3)が 1点出

土している。
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第 2号土坑 (SK-02)(第 123図 )

B区,C19グ リット画から検出され, SK-01の北東側に隣接 して確認された。西側の一部は調

査区域外であったために未調査である。形状は,不整方形とみられた。規模は,東西113cm南北は

不明で,深さは67～ 70cmを測れた。底面は平坦である。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,褐色土が主体で上層部に多量のローム粒が混入されておる。堆積

状況は全体的にみて人為堆積の状況を呈していた。

遺物は,土師器片18点 ,須恵器片 7点が混入されていたが,いずれも細片で図化は不能である。

第 3号土坑 (SK-03)(第 124図 )

B区,C16グ リット画から検出された。西側の一部は調査区域外にあるため未調査である。

形状は,検出部分から堆定すると方形と思われるが,明確ではない。全体規模は不明であるが,

検出規模は東西180cm,南北160cmを測れた。深さは15～ 20cmである。底面は平坦である。

覆土は,暗褐色土,黒褐色上が主体で一部にローム粒も含まれており,堆積状況は自然堆積の状

況を呈している。

出土遺物は皆無である。
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第 4号土坑 (SK-04)(第 124図 )

B区, C16グ リット画から検出された。北側にピット状の凹部が隣接 しているが,本遺構との関

連は認められなかった。

形状は,円形を呈している。規模は,長軸103× 短軸88cmで深さは13～ 20cmを 測れた。底面はや

や丸底気味の形状況を呈している。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,ロ ーム粒の混合で,自然堆積の状況を呈している。

遺物の出土は皆集である。     
・        !

第 5号土坑 (SK-05)(第 125図 )

B区, C17グ リット画から検出された。西側の一部が調査区域外に廷びていたため未調査で東狽1

は, SI-15に切られていた。

形状,規模は不明で深さは45伽 を測れた。底面は平坦である。覆土は,黒褐色土,極暗褐色土 ,

褐色土が主体で,堆積状況は入為的に埋めもどした状態を示している。

遺物は,土師器の細片が 5点出土しているが図化不能であった。

第 6号土坑 (SK-06)(第 125図 )

B区 ,D24グ リット画から確認され, SK-07北側に隣接 した位置から検出された。

形状は,不整方形を呈していた。規模は,長軸90cm,短軸80cm,深 さ50cmを 浪1れた。底面は平坦

である。覆土は,黒褐色土,褐色上にローム粒が含まれており,堆積状況は人為堆積の状態を示し

ていた。遺物の出土は皆無であった。

第 7号土坑 (SK-07)(第 125図 )

B区, D24グ リット画から検出された。形状は,不整台形を呈していた。規模は,長軸113cul,

短軸92cm,深さは28～ 40cmを測れた。底面は北側に傾斜気味でわずかに段差がみられた。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,ロ ーム粒が混合した土層で,堆積状況は自然堆積の状態を示して

いた。

遺物は,土師器片 7点 ,須恵器片 6点が層中より出土したが,いずれも細片のため図化不能であっ

た。

第 8号土坑 (SK-08)(第 125図 )

B区, D10グ リット画から検出された。形状は,不整円形を呈している。規模は,長軸80cm,短

軸65cm,深 さ30cmを 測れた。底面はやや丸底気味の形態を呈している。
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覆土は,黒褐色土,褐色土,ロ ーム粒が混在し,堆積状況は自然堆積の状態を示していた。遺物

は,須恵器の蓋片 1点(1)と土師器片 1点が覆土中より出土したが図化できたものは蓋片
のみであっ

た。
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第 9号土坑 (SK-09)(第 126図 )

B区,D9グ リット面から検出された。形状は,円形を呈している。規模は,東西120cm,南 北133cla,

深さは30～ 33cmを 測れた。底面は全体的にほぼ平坦であるが,局部的に刻ヽピット状の穴が 9ヵ 所か

ら確認された。

覆土は,黒褐色土,褐色上が主体で層中にローム粒,ロ ームプロック土,炭化粒などが混在して

おり,堆積状況は自然堆積の状態を示していた。

遺物は,土師器片12点,須恵器片 2点が層中より出土したがいずれも細片で図化不能であった。

第10号土坑 (SK-10)(第 126図 )

C区,C31。 32グリット画から検出された。形状は,不整方形を呈している。規模は,長軸141cm,

短軸121cII,深 さ35～ 45cmを測れた。底面は東側から西側に傾斜気味に延びている。

覆土は,暗褐色土,黒褐色土,褐色土,ロ ーム粒,ロ ームブロック土が混在しているが,堆積状

況は自然堆積の状態を示している。

遺物は,土師器片73点,須恵器片36点が覆土中より出土しているがいずれも細片であるため図化

不能であった。
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第11号土坑 (SK-11)(第 127図 )

B区,D8グ リット画から検出された。形状は楕円形を呈している。規模は,長軸94crl,短 軸30

～35cmを 測れた。底両は南北側に小段状の段差を有している。

覆土は,黒褐色土,褐色土とからなり,自然堆積の状況を呈している。遺物の出土は皆無である。

第12号土坑 (SK-12)(第 127図 )

B区, C6グ リット画から検出された。形状は,不整円形を呈している。規模は,長軸80cm,短

軸65cm,深さ23cmを 測れた。底部は凹凸が多く,小 ピット状の穴が 6ヵ 所から検出された。

覆土は,褐色土,極暗褐色土が 2層に堆積 しており,状況は自然堆積である。遺物は,須恵器の

細片が 1点覆土中より出土しているが図化不能である。

第13号土坑 (SK-13)(第 127図 )

B区 , C・ D5グ リットから検出された。形状は,不整円形を呈している。規模は,長軸90cHl,

短軸86cm,深さ15cmを 測れた。底面は,ほぼ平坦であるが小ピット状の穴が 3ヵ 所にみられた。

覆土は,褐色土,黒褐色土,極暗褐色土が主体で 2層 になっている。堆積状況は,自然堆積であ

る。

遺物は,土師器片 1点,須恵器片 1点が覆土中より出土しているが,いずれも細片のため図化不

能である。

第14号土坑 (SK-14)(第 127図 )

B区, E18グ リット画から検出された。形状は,不整方形を上している。規模は,長軸133cm,

短軸132cm,深 さは最深部で63cmを測れた。本遺構の南端面にはピット状の穴が重複しているが ,

本遣構との関連は認められなかった。底面は凹凸を呈しながら北側に傾斜 している。

覆土は,黒褐色土,褐色土が 3層 に堆積しており,堆積状況は自然堆積である。遺物は,土師器

片14点 ,須恵器片16点が層中より出上しているが,いずれも細片のため図化不能である。

」
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第15号土坑 (SK-10(第 125図 )

B区,C17グ リット画から検出された。西狽1に Sl-05が重複しており,本遺構はSI-05を切っ

ていることが確認できた。

形状は,楕円形を呈している。規模は,長軸117cm,短 軸90cm,深さは40cmを測れた。底面は平

坦である。

覆土は,暗褐色土,褐色土が主体で層中に若千のロームブロック土が混入されており,堆積状況

は人為堆積の状態を示していた。    
・        ―

遺物の出土は皆無であった。

第16号土坑 (SK-16)(第 128図 )

B区, C20グリット画から検出された。本遺構は,西側端部が SI-03と 重複しているが,切 り

合い状況からは新旧関係が確認できなかった。

形状は,不整円形を呈 している。規模は,長軸が114cm前後と推定でき,短軸は80帥,深さは23

～26cHlで あった。底面は丸底を呈していた。覆土は,褐色土,極暗褐色土,黒褐色土が混在し,各

層中にロームブロック上,ロ ーム粒が若干含まれている。堆積状況は自然堆積であった。

遺物の出土は,皆無であった。

第17号土坑 (SK-17)(第 128図 )

C区, C34グリット画から検出された。形状は不整楕円形を呈している。規模は,長軸95cm,短

軸69cm,深さは25～ 30伽を測れた。底面はやや九底気味である。

覆土は,暗褐色土,褐色土が主体で堆積状況はほぼ自然堆積の状態を示していた。遺物の出土は

皆無であった。

第18号土坑 (SK-18) 欠番

第19号土坑 (SK-19)(第 128図 )

C区, E36グ リット画から検出された。形状は長楕円形を呈している。規模は,長軸206cm,短

軸62cm,深さは36～ 50cmを 測れた。底面は凹凸が多く,局部に小ピット状の窪地がみられた。

覆土は,黒褐色土,ロ ーム粒が混在しており,ほぼ 1層であった。堆積状況は自然堆積である。

遺物は,須恵器片20点,土師器片23点,縄文土器片 1点が覆土中から出土したが,いずれも細片

であるため図化不能であった。
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第20号土坑 (SK-20)(第 54図),         .

本遺構は, SI-09の覆土内に掘り込まれていたが,遺跡に伴う遺構とは認められず,畑地内に

掘られたイモ穴と考えられたため,遺構として扱わなかった。

第21号土坑 (SK-21)(第 129図 )

C区, D38グリット画から検出された。本遺構は, SI-10の東側に隣接しており,本遺構の南

端にはピット状の穴がわずかに重複しているが切り合い関係は不明であった。
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形状は,楕円形を呈している。規模は,長軸が115cm前後と推定でき,短軸は108cm,深 さは60cm

を測れた。底面はほぼ平坦である。

覆土は,暗福色土,黒褐色土,ロ ーム粒が混在しほぼ 1層で,堆積状況は自然堆積である。

遺物は,土師器片21点,須恵器片 3点でいずれも覆土中より出上しているが,細片であるため図

化不能であった。

第22号土坑 (SK-22)(第 129図 )  i         =

C区,A33グ リット画から検出された。本遺構の南側部分は未調査である。形状は楕円形と推定

できる。規模は,東西98cm,南北は不明,深さは53cmを 測れた。底面はわずかに丸味をもっている。

覆土は,暗褐色土,褐色土,黒褐色上が主体で,最下層には黒色腐食上が堆積していた。堆積状

況は自然堆積の状況を呈している。

遺物の出土は皆無であった。

第23号土坑 (SK-23)(第 129図 )

C区 ,C40グ リット画から検出された。形状は,方形を呈している。規模は,長軸80cm,短軸68cm,

深さ47cmを測れた。底面はほぼ平坦であるが, 4ヵ 所から小ピット状の穴が検出されその性格につ

いては不明である。

覆土は,黒褐色土,褐色土が主体でローム粒と若千のロームプロック土が混合されており,全体

的に 3層に分層できた。堆積状況は,自然堆積の状態を呈していた。

遺物は,須恵器片 5点,土師器片11点 ,陶器片 1点,磁器片 1点が覆土中より出土したが,いず

れも細片であるため図化不能であった。

第24号土坑 (SK-24)(第 129図 )

C区, D42グリット画から検出された。本遺構は, SD-02に引ヒ側の一部が切られていることが

切り合状況から確認できた。

形状は,不整円形を呈している。規模は,長軸90cm,短軸85cHl,深 さ23～ 27cHlを測れた。底面は

やや九底気味である。

覆土は,黒褐色土,暗褐色土,褐色土が主体で層中にローム粒,ロ ームブロックが若千含まれて

いる。堆積状況は,自然堆積の状況を呈していた。

遺物は,覆土中より須恵器片 5点,土師器片11点 ,縄文土器片が 1点出土しているが,細片であっ

たため図化不能であった。
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第25号土坑 (SK-25)(第 130図 )

C区,D36・ 37グ リット画を中心に検出された。形状は,楕円形を呈している。規模は,長軸89cm,

短軸73clll,深 さ40clllを 測れた。底面は平坦である。南東端部には小ピット状の穴が重複していたが

新旧関係は不明である。

覆土は,暗褐色上が主で層中に若千のローム粒が含まれていた。堆積状況は自然堆積の状態を示

していた。

遺物は,土師器片11点,須恵器片 2点が覆土中より出土したが,いずれも細片であるため図化不

能であった。

第26号土坑 (SK-26)(第 130図 )

C区,D42グ リット画から検出された。形状は,不整楕円形を呈している。規模は,長軸113cm,

短軸82clll,深 さ45～64を測れた。底面はわずかに小段状を呈している。

覆土は,黒褐色上が 1層であるが自然堆積の状況を呈している。遺物は皆無であった。

第27号土坑 (SK-27)(第 130図 )

C区, E45グリット画から検出された。南東側は調査区域外であるため未調査。形状は,円形と

推定できる。規模は不明であるが深さは33clllを 測れた。底面はほぼ平坦と思われる。

覆土は,黒褐色土,暗禍色土,黒色土が主体で,各層中にローム粒が含まれていた。堆積状況は

自然堆積の状況を呈している。

遺物の出土は,覆土中より上師器片 4点,須恵器片 2点が出上したが,図化できたものは爪 1)1

点であった。
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328号土塊 (SK-23)(第■6・ 131剛

C区,C27グリット画―から検出された。本遺構は, S'-19を切った状態で検出されたが,西側

は調査区以外であるため未調査である。本遺構は,遺跡に伴うものではなく,耕作時のイモ穴の類

でSK-20と ほぼ同様の穴と思われた。

０

・
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(6)不明ピット群

第 1号不明ピット群 (SX―劇)(第 132図 )

B区 , C2・ D2,3グリット画を中心に検出された。本遺構は,確認段階で複数のピットが集

中している状態であったため柵列もしくは,掘立柱遺構と思われたが,ピ ットを精査するにおよび,

その配列,規模,形状などの点で,その関連性が認められず,ピ ットの形態そのものが柱穴の性格

を有していないものであった。換言すれば樹根の穴の様相を呈したピットであった。しかし,本遺

構の存在する位置は,調査以前の土地状態が畑地であったことと,明確な規則性はみられなかった

とはいえ,全体的な軸方向がほlra西に延び, しかも,竪穴住居群の軸方向と一致する点などを考

え合わせると,住居跡遺構との同時性が推測できた。

ピットの規模は,上径で25～ 65cIIl,深 さ10～ 50cIIlを 測れる。底部は平底状,九底状,V字状などま

ちまちな形状を呈している。

遺物の出土は皆無であった。
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第 2号不明ビット群 (SX-02)(第 133図 )

B区, C13.14,D13,14グ リット画から検出された。本遺構ももSX-01と 同様に, ピット配

列,関連性などは把握できなかったが,全体的な方向性のみが,ほぼ東西方向に延びているように

思われた。

ピットの規模は,上径で30～ 110clll,深 さ10～ 70cmを測れ,底部の形態も,九底,V字状,平底

などである。

遺物の出土は皆無であった。

第 3号不明ビット群 (SX-03)(第 134図 )

C区,C40。 41,D40・ 41グ リット画を中心に検出された。本遺構も, SX-01,02と ほぼ同様

の状態で確認され,ピ ット配列,関連性等が把握できず,全体的な方向性のみがほぼ東西方向に延

びていることが予想できただけである。しかし,P3,P4,P6,Pい,P16,P,,PM,P立の関連が,掘

立柱建物遺構としてみる見方もあったが,これはあくまでも平面形のみからみた場合であり,各ピッ

トの規模,形状等から判断するとかなり難しいと思われたため,こ こではSX-03と した。

ピットの規模は,上径が30～ 100cm,深 さは15～ 58ctlを測れ,底部の形態も九底,平底,U字状

などを呈している。

遺物は,各ピットの覆土中より,細片で図化はできなかったが,土師器片43点,須恵器片14点が

出土している。その内訳は,土師器の杯片が 7点 ,甕片36点。須恵器の杯片が 8点 ,高台付杯片 1

点,奏片 4点,蓋片 1点であった。
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SX-03実 測図 (2)



第 2節 遺構外出土遺物

(1)BoC区出土土師器,須恵器 (第 136図 )

1は土師器甕の口緑部～頸部片で, C区東側の覆土下層から出上した。 2は土師器杯の底部で ,

B区東側の覆土中より出土した。 3は土師器の高台付lThの底部片で,台部は欠損 している。 B区中

央の覆土下層から出土した。 4は土師器の高台付不の底部片で, B区東側の覆土中より出上した。

5は土師器の甕底部片で,焼成後に穿れた円子とがみられる。 C直東側の覆土下層から出土した。 6

は土師器の高台付杯の底部片で, B区東側の覆土中から出土した。 7は土師器の高台付不片で, B

区東側の覆土中より出土した。 8は土師器の杯底部片で, B区東側の覆土中より出土した。 9は須

恵器の杯底部片で外面にヘラ記号力核Jま れている。 B区東側の覆土中より出土した。

10は土師器の高台付杯の底部片で, B区中央の覆土下層から出土した。11は須恵器の杯底部片で B

区中央の 7号試掘坑の覆土中より出土した。12は須恵器の高台付杯の底部～台部片で, B区中央の

覆土下層から出土した。13は須恵器の高台付lTh片で, B区中央の覆土下層より出土した。14は須恵

器の高台付郭片で,C区西側の覆土下層より出土した。15は須恵器の蓋片で, C区西側の覆土中よ

り出上した。16は須恵器の蓋片で,B区 中央の覆土下層より出土した。17は須恵器の蓋 (つ まみ)

片で, B区中央の覆土下層から出土した。18は須恵器の蓋 (つ まみ)片で, B区中央の覆上下層か

ら出土した。

(2)B区 出土鉄・石製品 (第 137図 )

1は刀子で, B区東側の覆上下層より出土した。 2は鋤先片で, B区東側の覆土下層から出土し

た。 3は鉄鏃の柄部で, B区中央の覆土下層から出土した。 4は釘で, B区 中央の覆土下層から出

土した。 5は不明鉄製品で, リング状を呈したものである。 B区東側の覆土中より出土した。 6は

鉄鏃の柄部で, B区東側の覆土中より出土した。 7は刀子の柄の一部と思われる。 B区東側の覆土

中より出土した。 8は鉄鏃の柄部で, B区の覆土中より出土した。 9は鉄鏃の柄部で,B区東側の

覆土中より出上した。10は鉄鏃の柄部で, B区東側の覆中より出土した。11は鎌の破片で,B区西

側の覆土中より出土した。12は鉄鏃の柄の一部で, B区東覆土下層から出土した。13は鎌片で, B

区東側覆土中より出土した。14は砥石片で, B区東側の覆土下から出土した。15は砥石片で, B区

東側の覆土中より出土した。
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(3)BoC区出土石器 (第 138図 )

1は黒曜石の石刃で, B区西側の覆土下層より出土した。 2, 3はチャートの石鏃で, B区東側

の覆上下層より出土した。 4はチャートの矛J片で, SI-11の覆土中に混入していた。 5は硬砂岩

の石斧片で,C区西側の覆土中より出土した。 6はチャートの崇J片で, SI-15覆土内より出土し

た。 7は黒曜石の孝J片で, C区中央の覆土中より出上した。 8はチャートの剖片で, SI-15の覆

土中より出上した。 9は黒曜石の剖片で, SI-12の覆土中より出土した。10は黒曜石の矛J片で,

SI-12の貼り床土内より出土した。11はチャートの剖片で, SI-15の覆土中より出土した。12

はチャートの制片で, SI-11の覆土中より出土した。13はチャートの孝J片で, SI-11の覆土中

より出土した。
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帷)C区出土鉄・石製品 (第 139図 )

1は刀子の先部で,C区発掘前に表面採取したものである。 2は鉄鏃の柄部で,C区中央の覆土

中より出土した。3は刀子の柄部の一部で,C区中央の覆土下層より出上した。4は鉄鏃の柄部で,

C区中央の覆上下層より出土した。 5は鉄鏃の柄部で,C区で表面採取したものである。 6は鉄鏃

の先端と柄の中間部と思われる。C区西側の覆土中より出上した。 7は砥石片で, C区の21号試掘

坑の覆土中より出上した。 8は砥石で,C区東側の覆土中より出土した。 9は砥石で,C区東側の

覆土中より出上した。          ｀
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第139図  C区出土鉄・石製品

(5)BoC区 出土縄文土器 (第 140～ 146)

本遺跡から出土した縄文時代の遺物は,前期・中期・後期の上器片が中心に出上している。土器

片以外にも石器,石鏃類 (第 138図 )も 出土しているが前述したので,こ こでは土器片を図示した。

縄文土器片は,本遺跡の堆積土である黒褐色土,暗褐色土,暗褐色土層より出上したものと,住

居跡遺構,濤遺構の覆土中より出上したものとが含まれている。
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第 1群土器 (第 140図 )

本群の器片の胎土中にはすべて繊維が含まれており,器面の文様は縄文と沈線文のものとがある。

1～ 3は縄文が施文されており, 7は 曲線状に沈線状の文様が施され, 8, 9は 沈線文が縦位から

斜位に施されている。時期的には,早期後半から前期前半のものが含まれている。
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第140図 縄 文 上 器 (1)
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第 2群 (第 141図 )

本群の本器は,器面の文様が,荒い縄文または沈線が主で,胎土内には,砂粒,パ ミスが含まれ

ており,焼成もかなり良好なものである。 1～ 3, 7は縄文が施文されており, 4, 8は縦位に大

沈線が施されている。 5は横位に条線状の文様である。時期的には,前期後半のものと思われる。

第 3群土器 (第141図 )

本群の上器は,器厚が全体的に厚くなり

'拮

土内は砂粒,パ ゞス,雲母などが含まれている。 1,

3は口縁部片で器面には数条の沈線状の文様がみられるだけである。胎土内には砂粒のほかに雲母

粒が含まれている。 2, 4～ 8は縄文が主体で, 2, 4, 5, 7に は縦位もしくは横位に沈線が施

されている。 8は地文が縄文で太い隆帝によって区画されている部分がみられる。時期的には中期

の阿玉台式と加曽利EⅡ 式の時期に比定されたものと思われる。

第 4群土器 (第 143～ 146図 )

a種 縄文と沈線文が施されているもの (第 143・ 144図 )

縄文の地文に,横位,縦位,斜位,蛇行状に施されているものである。

b種 器面の文様がすべて縄文のみで,全体的に荒い縄文である。

時期的には,後期の堀,内式の上器に比定されるものである。 (第 145図) 第146図 の 1～ 3は口

縁突起部でこれも堀ノ内式に比定されるものである。

・ 軸 津

第141図 縄 文 土 器 (2)
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0          10cm

第146図 縄 支 土 器ケ)

(61B,C区出上的器‐穂器 (P L99,100

本適跡の調査区域内から出上した陶器機器類はすべて調査区域の堆積上―中より出上した■のであ

る。器種としては,皿,碗ォ糟鉢,こね鉢P天目茶碗片t時 期については1細片であるため明確で _
はない力、産地については瀬戸産;常滑島 美濃産のものが主体である。
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(7)出土遺物観察表

第 1号住居跡出土土器観察表 (SI-01)
版

号

図

番
器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 9図

1

甕

土 師 器

A (226)
B   33 0

C  86

底部は平底。胴部は長胴形を呈し,最大
径を胴部上位にもつ。口縁部は外反しな

がら開き,日唇部は外上方へつまみ出し
ている。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面の中央部から下

半部にかけて縦方向にヘラミ

ガキを施す。胴部内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色

良好

30%

2
器

印

養

　

恵

師

須

Ｌ

甕の日縁部片と思われる。 日縁部外面に櫛描き波状文を

施す。内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

褐灰色

不良

口縁部

(10%)

3 器

幻

甑

恵

師

須

に

甑の日縁部片と思われるも

回縁部は外側に屈曲する。日唇部は上方
へ短くつまみ出している。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面に平行タタキロ

痕。内面はナデ。

母と
言，
色

粒

褐

通

砂

黒

普

口縁部

(10%)

4

甕

土 師 器

B   10 8

C  75
底部は平底。胴部は外上方へ立ち上がる

が,大半を欠損する。
胴部外面,横方向にヘラ削り。

内面,ナ デ。内面に輪積み痕,

底部外面に木葉痕を残す。

雲母,長粒

　

色

良

砂

石

褐

不

胴下半部

(60%)

5

菱

土師器

A (174)
B  94

日縁部は頸部より外上方へ短くのび,日
唇部は上方へつまみ出される。胴部は下

半都を欠損する。

口縁部は内外面ともにヨヨナ

デ。胴部は内外面ともナデ。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

にぶい橙色

普通

日縁部～

胴上半

(10%)

第10図

6

養

土 師 器

A (224)
B   24 3

底部は欠損する。胴部は球状を呈すると

思われる。国縁部は「く」の字状を呈し,

日唇部は上方へ短くつまみ出される。

日縁部内外面は回転ヨコナ

デ。胴部内外面はナデ。

砂粒,パ ミス
暗赤褐色
普→涌

日縁部～

胴部

(30%)

7

菱 (小形)

須 恵 器

B 262
C 148

底部は平底。胴部は球状を呈し,最大径
を胴部上位にもつ。日縁部は欠損する。

胴部外面は上半から中位まで

タタキロ痕を残し,下半は斜
位にヘラ削 りを行なってい

る。内面に輪積み痕,接合部
に指頭痕がみられる。

砂粒,パ ミス,
長石,砂礫
暗褐色

良好

胴部

(100%)

8

高台 付 ITN

須 恵 器

B 290
D (101)
E  13

底部は平底。体部は外上方へ立ち上がる

が,大半が欠損する。高台は外下方にの
びる。 (転用硯の可能性あり♪

底部は回転ヘラ削り後,高台
貼付。ヨコナデ。体部内面に

墨痕と磨摩痕が,底部外面に
朱墨痕が認められる。

粒

色

好

砂

灰

良

パミス 20%

9

高台付 杯

須 恵 器

B 220
D (86)
E  10

底部は高台のみ残存。高台は「ハ」の字

状に開く。

底部は回転ヘラ削り後,高台
貼付。

砂粒,長石,パ
ミス

暗褐色

良好

底部～台

部

(20%)

高 台 付 杯

須 恵 器

B

D
E

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がる。日縁部は欠損する。高台は

外下方にのびる。

ふ
ロ
　
コ

昔
画

ヨ

底部は回転ヘラ削り後,

貼付。体部は内外面と

ナデぉ

砂粒,パ ミス
灰色

良好

25%

11

高台付 杯

須 恵 器

B  2,4
D (84)
E  13

底部は高台のみ残存。高台は Iハ」の字

状に開き,接地面は平担を成す。
底部は回転ヘラ削り後,高台
貼付。

パミス
，
色

粒

灰

桶

砂

暗

誓

底部

(25%)

不

須 恵 器

B  22
C (80)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がるが,大半を欠損する。
底部は回転ヘラ切り後,無調
整。体部下端は手持ちヘラ削

り後,ナデ。水挽き,ヨ ヨナ
デ。

砂粒,長石,パ
ミス

灰色

良好

体部下端
～底部

(25%)

Чヽ

須 恵 器

B  35
C (72)

底部は平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部は欠損する。

底部は切り離し後,不定方向
の手持ちヘラ削り。体部下端

はナデ。水挽き, ヨコナデ。

砂粒,長石,パ
ミス

暗灰色

普通

体部～底

部

(20%)

高 台 付 杯

須 恵 器

B

D
E

底部は高台のみ残存。高台は |ハ」の字

状に開く。

底都は回転ヘラ切り後,高台
貼付。

パ ミ ラく
,砂粒,

雲母,

灰白色
普1爵

石英

底部

(75%)

高 台 付 杯

須 恵 器

22
(119)

13

底部は高台のみ残存。高台は垂下する。 底部は切り離し後,回転ヘラ
削り。その後に高台貼付。

石英粒 ,砂

暗灰色

良好

'氏

封
'(10%)

第11図

16

甑

須 恵 器

A  (36 6)

B   l1 0

胴部は深鉢形を呈すると思われる。日縁

部は大きく外反し,日縁端部は上下に突
出するほか,外面に弱い稜をもつ。

日縁部は内外面ともヨヨナ

デ。胴部外面は横方向の平行

タタキロ。内面ナデ。

砂粒 ,雲母
灰黄色

不良

口縁部～

胴上半

(15%)

17

甑

須 恵 器

A (356)
B 190

胴部は深鉢形を呈すると思われる。日縁

部は外側に屈曲し,日縁端部は上下に突
出するほか,外面に弱い稜を持つ。

日縁 部 は内外 面 と もヨコナ

デ。胴部外面は縦方向の平行

タタキ 日ハ内面ナデ。

砂粒 ,雲母
明黄褐色

善→舗

日縁部～

胴中央

イク∩%ヽ
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版

号

図

悉
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 持 徴 胎土・色甜・焼成 備  考

杯

須 恵 器

A (138)
B  54
C  72

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部に至る。

底部は回転糸切り後,無調整。

体部下端は手持ちヘラ削り。

水挽き、 ヨコナデ。

砂粒,雲母,パ
ミス

褐灰色

普通

50%

Hヽ

須 恵 器

A 13.0
B  5,0
C  80

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

のび,日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端も手持ちヘラ削り。水挽き,

ヨコナデ。

砂粒,

雲母,

暗灰色

普通

長石

パ ミ ス , 80%

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外上方へ立ち上がり,

日縁部は僅かに外反する。

底部は回転ヘラ切り後,回転
ヘラ削り。体部下端は手持ち
ヘラ削り。水挽き,ヨ コナデ。

砂粒,雲母,パ
ミス

にぶい黄褐色
不息

90%

第12図

21

琵

須 恵 器

50
15 2

底部は平底。胴部は外上方へ立ち上がる

が,大半を欠損する。
胴部外面ヘ ラ削 り。内面ナデ。 母雲

，
色

粒

白

桶

砂

灰

普

20%

杯

須 恵 器

A (143)
B   4.4
C (8.0)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

のび.口縁部に至る。
底部は切り離し後,手持ちヘ

ラ削り。体部下端も手持ちヘ

ラ削り。水挽き,ヨ コナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

褐灰色

普通

15%

蓋

須 恵 器

A  l1 4
B  24

つまみは欠損する。天丼部は弧状を呈し,

日縁部は外下方へ短くのびる。天丼部と

口縁部の境に稜を有す。

天丼部は回転ヘラ削り後,ナ
デ。内面全体をナデ。内面に

は若子の自然釉がかかってい

る。

粒

色

好

砂

灰

良

60%

高  イ

須 恵 器

E  90 郭部は欠損。脚部はラッパ状に開くが,
裾部は欠損する。透し孔が 2ヵ 所認めら

れる。

脚部外面ヨコナデぅ内面は荒

いナデ。

砂粒 ,

長 石

灰色

良好

ヾミ ラく
, 脚部

(25%)

高 台 付 杯

須 恵 器

2.5

90
16

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は高台のみ残存。高台は外下方に開

く。

底部切り離し後,回転ヘラ削
り。その後に高台貼付

砂粒,長石,パ
ミス

灰色

良好

底部～台

部

(35%)

杯

病  百  哭

底部は平底。体部下端は外傾ぎみに立ち

あがる。

底部外面 は回転ヘ ラ切 り後 ,

僅かにヘ ラナデを行 なう。内

而は同転 ヨョナデハ

砂粒,長石
灰色
著→涌

底都

(80%)

第 2号住居跡出土土器観察表 (SI-02)
版
号
図
番

器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 焼成 備  考

第17図

1

l~t

土 師 器

14 4

5,7

66

底部は平底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は僅かに外反する。

底部は回転ヘラ切り後,無前
整。体部下端は手持ちヘラ削

り。体部内外面ともヨコナデ。

内面に黒色処理を施す。

砂粒,パ ミス
にぶい褐色

良好

25%

2

高 台 付 不

土  師 器

(14.2)

5.5

(76)
10

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で,「ハ」の字に開く高台が

付く。体部は内彎気味に立ち上がり,日
縁部に至る。

水挽き整形。

底部は回転糸切り後ナデ,そ
の後高台貼付。

砂 粒 パ ミ ス

にぶい橙色

普通

40%

3

不

土 師 器

A (14.6)
B  48
C (100)

底部は欠損。体部は外傾して立ち上がり

口縁部に至る。

回縁部は内外面ともヨコナ

デ。体部外面は回転ヨヨナデ,

内面はヘラナデ。

砂粒,パ ミス
浅黄橙色

普通

20%

4

杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は内彎ぎみに立ち上が

り日縁部に至る。

底部は回転糸切り。体部下端
はナデ。水挽き, ヨコナデ。

砂粒 パミス
にぶい橙色
自鮮

60%

5

瓦 平瓦の破片 外面はナデδ内面に布日痕。 砂粒,パ ミス
明赤褐色

良好

5%未 満

箋

土 師 器

B  48 顕部のみ残存。 頭部は内外面ともヨヨナデ。

胴上半の外面は縦方向にヘラ

音‖りぃ内面ナデぃ

砂粒 ,パ ミス
にぶい橙色

普→酪

頸部～

上半

(15%)

瓦 丸瓦 (雄)の破片。 外面はナデ。内面は布目痕を

残す。

砂粒,パ ミス
明赤褐色
自む子

不明

箋

土 師 器

Ａ

Ｂ

口縁部のみ残存。日縁部は顕部から外反

して開き,端部を内傾気味につまみ出す。

日縁 部 は内外 面 と もヨヨナ

1声。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

にぶい橙色
望→語

口縁部

(15%)
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版

号

図

番
器 種 法量 (cH) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

9

奏

土 師 器

Ａ

Ｂ

(22 0)

5,0

日縁部のみ残存。日縁部は頸部よりIく 」

の字状に開き,端部は内傾する。
日縁部は内外ともヨコナデ。

顕部下位の外面にヘラ肖Uり 痕

を残する

砂粒,パ ミス
にぶい橙色
害→踊

日縁部～

顕部

(10%)

蓋

須  曹  盤

15
2.5

宝珠形のつ まみのみ残存。 外面 はナデ。 砂粒,パ ミス
灰オリーブ色
息解

つまみ部

(100%)

第 3号住居跡出土土器観察表 (SI-03)
版

号

図

番
器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第22図

1

甕

土 師 器

23 0

28.7

Ａ

Ｂ

底部は欠損。胴部は内彎しながら立ち上

がり,上位で丸く張る。日縁部は顕部よ
り「く」の字状に開き,端部を外上方ヘ
つまみ出す。

口縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ,中位から下半部にかけ
て,縦位にヘラミガキを施す。

内面はヘラ削りの後ナデ。

砂粒,パ ミス
暗赤褐色

普通

85%

2
器

卸

外
　

恵

師

須

仕

A 132
B  43
C  73

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部は外反気味に開く。

底部は切離し後,一方向の手
持ちヘラ削り。体部下端も手

持ちヘラ削り。水挽き,ヨ コ

ナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい赤褐色

普通

95%

3

甍

土 師 器

20.6

28.1

底部は欠損。胴都は内彎しながら立ち上

がり,最大径を中位のやや上にもつ。日
縁部は頭部より九く屈曲させ,端部を外
上方へつまみ出す、

日縁部は内外面ともヨヨナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ,内面はナデ。胴下半部
にヘラミガキを施す。

パミス,鋭
藤
髄
魏

65%

4

霊

土 師 器 77C

底部は平底。胴部 は外傾 して立ち上がる。 胴部外面はナデの後ヘラミガ

キ。内面はヘラ削りの後ナデ。

底部外面に木葉痕。

母

石

雲

長

粒

ス

色

通

砂

ミ

橙

普

65%

第23図

5

義

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部は欠損。胴部は内彎しながら立ち上

がり,最大径を中位のやや上にもつ。日
縁部は頸部より「く」の字状に開き,端
部を外上方へつまみ出す。

口縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ,胴中位から下半部にか
けてヘラミガキを施す。内面

ナデ。

砂粒,雲母,長
石

にぶい橙色

良好

80%

6

養

土 師 器

(269)

66
日縁部のみ残存。日縁部は頚部から九く

屈曲させ,端部を外上方へつまみ出す。
日縁部は内外面ともヨコナ

デ 。

砂粒,雲母,パ
ミス

にぶい橙色

普通

日縁部～

頸部

(30%)

7

髭

土 師 器

B (165 内彎しながら立ち上がる胴部のみ残存。 胴部は内外面ともナデ。外面
下半部に縦位のヘラミガキ痕

が認められる。

砂粒,雲母,パ
ミス

橙色
普 :耐

胴部

(20%)

第 4号住居跡出土土器観察表 (SI-04)
版

■

図

悉
器 種 法量 (cta) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

身寺Zイ鬱判

1

琵

土 師 器

(226)
13.6

Ａ

Ｂ

日縁部は頸部より大きく外反して開き,
日唇部は上方につまみ出される。胴部の

大半は欠損する。

日縁部は内外面ともヨヨナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ,内面はナデ。

砂粒,長石,雲
母

明赤禍色
普→踏

20%

2

養

土 師 器

(177)
74

Ａ

Ｂ

日縁部は頸部から大きく外反して開き,
日唇部は外上方につまみ出される。胴部

の大半は欠損する。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部は内外面ナデ。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母 ,長石
にぶい橙色

普通

20%

養

土 師 器

(22.0)

7.0

Ａ

Ｂ

日縁部は顕部からほぼ水平方向に開き,

日唇部は上方につまみ出される。胴部の

大半は欠損する。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部内外面ナデ。

砂粒,パ ミス,
婁母

橙色

普通

10%

4

養

土 師 器

A (23.2)
B  6.2

口縁部は顕部よりほぼ水平方向に開き,
日唇部は上方につまみ出される。胴部は

大半が欠損する。

口縁部は内外面ともヨヨナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ,内面ナデ。

雲石長粒

　

色

涌

砂

母

橙

と

5%未 満

甑

土 師 器

底部が無底式の甑の破片。 胴部は内外面ともヘラ削りの

後ナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母,石英
にぶい橙色
学 :轟

破 片
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版

号

図

番
器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

6

箋

土 師 器

74
(78)
底部は平底。胴部は外傾して立ち上がる

が,大半を欠損する。
胴部外面,縦位のヘラ削り,
内面ナデ。底部外面に木葉痕。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

橙色

普通

10%未満

7

奏

土 師 器

B  3.8
C (86)

底部は平底。胴部は外傾して立ち上がる

力、 大半を欠損する。

胴部は内外面ともヘラナデ。

底部外面に木葉痕。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色

普通

底部

(45%)

第28図 高台付杯

須 恵 器

D (80)
E  08

底部のみの残存。底部は平底で短く直立

する高台が付く。

水挽き整形。

底部は切り離し後,高台を貼
付 ハ

ス粒

色

桶

砂

灰

普

底 部 ～高

台

(10%)

養

密  首  暴

B  22 頚部の破片 外面に平行タタキロ痕を残

す。内面はヘラ削りの後ナデ。

砂粒 ,パ ミス
白灰色

普通

頸部

(15%)

高 台 付 不

器恵須

A (124)
B  28
D  78
E  O,9

底部は平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は大半が欠損する。

水挽き整形。

底部は回転ヘラ切り後,高台
を貼付。

ミヾス粒

色

好

砂

灰

良

20%

蓋

須 恵 器

B  16
F  4.0

つまみのみ残存。つまみは環状を呈する。 つまみは内外面ともヨヨナ

デ 。

砂粒,パ ミス,
長石

灰色

良好

つまみ部

(90%)

不

須 恵 器

15
(9.0)

底部のみ残存。底部は平底。 底都は回転ヘラ切り後,軽 く
ヘラナデを行なう。底面に刻

線を残す。

砂粒 ,パ ミス ,

長石

灰色

増争→蔵

底部

(20%)

蓋

須 恵 器

A (14.8)

16
つまみは欠損する。天丼部はなだらかに

のび,日縁部は下方に短く屈曲する。
天丼部は回転ヘラ削り。ヨコ

ナデ。

砂粒,パ ミス
灰白色

良好

20%

14

甑

須 恵 器

A (29_2)
B   29 2

C 135

底部は多孔式。胴部は深鉢形を呈し,日
縁部は外反しながら大きく開く。

口縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面は平行タタキロ

痕が残る。外面下位はヘラ削

り。内面は上位にヨコナデの

ほかは,粗いヨコナデと指頭
痕が残る。

砂粒,パ ミス,
長石,雲母
灰白色

普通

30%

第 29凶 lTN

須 恵 器

22
(74)
底部は平底。体部は内彎気味に立ち上が

る。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端も手持ちヘラ削り。

砂粒,パ ミス,

長石

禍灰色
学→舗

体部下端
一底都

(40%)

杯

須 恵 器

B 2

C (82)
底部は平底。体部は内彎気味に立ち上が

る。

底部は回転ヘラ切り後,未調
整。体部下端は手持ちヘラ削

り。

砂粒,長石,雲
母

灰白色

普通

底部

(25%)

杯

須 恵 器

24
(92)
底部は平底。体部は外傾して立ちあがる。 底部は回転ヘラ切り後,一方

向の手持ちヘラ削り。体部下

端も手持ちヘラ削り。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

白灰色

善 桶

10%

コヽ

須  恵 器

23
(78)
底部は平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部 は回転ヘ ラ切 り後,未訓

整。体部下端は手持ちヘ ラ削

h_

砂粒!パ ミス
灰色

普通

体部下端
～底都
(20%)

杯

須 煮  器

B  32
C (82)

底部は平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部は切り離し後,一方向の
手持ちヘラ削り。体部下端は

手持ちヘラ削り後,ナデ。

パミス粒

色

桶

砂

灰

学

体部～底

部(15%)

20

不

須 恵 器

B  26
C (84)

底部は平底挙 都は外傾して立ち上がるp 底部は回転
ヘラ切り後,未訓

整。体部下端は手持ちヘラ削

リハ

砂粒 ,パ ミス
灰色

普通

15%

杯

須 恵 器

(26)
(88)
体部下端のみ残存。体部は内彎ぎみに立

ち上がる。

体部下端は手持ちヘラ削り

後,ナデ。水挽き整形痕が強
砂粒 ,パ ミ
雲母

白灰色

学→局

ス
, 体部下端

(20%)

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(140)
44
(90)

底部は平底。体部は外傾 して立ち上がり

日縁部に至る。

底部は切り離し後,一方同の
手持ちヘラ削り。水挽き, ヨ

コナデ。

砂粒 ,パ ミス
雲母

灰 白色

普涌

20%

不

須 恵 器

A

B

C

( 18 底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部は外反する。
底部は回転ヘラ切り後,ナデ。

体部下端は手持ちヘラ削り。

水挽き, ヨコナデ。

砂粒 ,パ ミス
雲母

灰色

30%
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版

号

図
番

器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ,色調・焼成 備  考

杯

須 恵 器

(140)
4.0

(82)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部は外反する。
底部は回転ヘラ切り後,ナ デ。

体部下端もナデ。水挽き,ヨ
コナデ。

砂粒,パ ミス
雲母

灰色
誓 :爵

20%

不

須 恵 器

(13 8)

46
(85)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部は外反する。
底部 は回転ヘ ラ切 り後

方向の手持ちヘ ラ削 り

下端 も手持ちヘ ラ削 り

云 ヨコ十デ ^

冠
部

挽

不
体

水

ψ種,長 IE
灰白色

普通

25%

第 5号住居跡出土上器観察表 (SI-05)
版

号

図

番
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第34図

1

養

土 師 器

(270)

102
日縁部から胴上部にかけての破片。日縁

部は外反しながら開き,日唇部は上方に
つまみ出される。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ。内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

橙色
普 :誦

10%

2

箋

土 師 器

A (300)
B  47

日縁部の破片。日縁部は頚部から外反し

ながら大きく開き,日唇部を丸くおさめ
る。

日縁 部 は内外 面 と もヨコサ 砂粒,パ ミス

(外)橙色

(内 )黒色

普通

口縁部

(20%)

3

高 台 付 杯

器師土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(14.4)

59
8.6

17

底部は平底。体部は内彎して立ち上がり

回縁部に至る。高台は「ハ」の字状に開

く。

底部は回転ヘラ切り後,高台
貼り付け。水挽き整形。

パミス
,

粒

母

色

通

砂

雲

橙

普

80%

4

高 台付 杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

14.8

5,9

(84)
17

底部は平底。体部は内IEFして立ち上がり,

日縁部に至る。高台は「ハ」の字状に開

き,接地面は平坦である。

底部は回転ヘラ切り。高台貼

り付け後ナデ調整。水挽き整

形。内面を黒色処理。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

(外)に ぶい褐色

(内 )黒色

普→爵

95%

5

皿 A  (14 0) 日縁部 は僅かに外反す る。 口縁部は内外面とも回転ヨコ

ナデ。日縁部と体部の一部内

外面に自然釉が認められる。

υ
色

好

細
灰

良

5%未 満

6

高 台付 郭

土 師 器

Ｄ

Ｅ

(120)

5,0

高台のみ残存。高台は外下方へ外反しな

がら開く。

高台は内外面とも回転ヨコナ

デ 。

砂粒,パ ミス
浅責橙色
」ユ→誦

台部

(80%)

第 6号住居跡出土土器観察表 (SI-06)
以
号
凶
番

器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第36図

1

菱

土 師 器

(22 4)

14 2

口縁部は顕部より外反しながら大きく開

き,日唇部は外上方につまみ出される。
胴部は球状を呈すると思われる。

口縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ,内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

栓色

普通

15%

2

霊

須 恵 器

(15 0)

24
つまみは欠損する。天丼部は平坦な頂部

からなだらかに下降する。日縁部は横外

方にのび,かえりを有する。

水挽き成形。天丼部は回転ヘ

ラ削り。日縁部内外面ヨヨナ

デ。

砂粒,パ ミス,
雲母

灰色

良好

10%

3

杯

須 恵 器

A ll,0
B  3.8
C  7.4

底部は平底δ体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部に至る。
底部は切り離し後,一方向の
手持ちヘラ削り。体部下端も

手持ちヘラ削り。水挽き, ヨ

コナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

明黄禍色

普通

100%

第 7号住居跡出土土器観察表 (SI-07)
麒
号
凶
番

器 種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第40図

1

台 付 鉢

須 恵 器

(190)

7.8

(114)

体部は外傾して立ち上がり日縁部に至

る。底部は欠損するが,高台の貼り付い
た痕跡が認められる。

水挽き整形 砂粒,パ ミス,
長石

灰色

良好

10%

2

●FN

須 恵 器

A (155)
B  42
C 100

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり

日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端部も手持ちヘラ削り。水挽

去ヨコ十デハ

砂粒,パ ミス
灰色

良好

25%

[
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版

暑

図

悉
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

3

イヽ

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(120)

4_5

7.4

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,
日縁部は軽く外反する。

底部は回転ヘラ切り後,無調
整。体部下端はナデ。水挽き,
ヨコナデ。

砂粒 ,パ ミス
長石

灰色

良好

20%

4

lTN

須 恵 器

A (14,0)
B  4.0
C  86

底部は平底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部に至る。
底部は切り離し後,不定方向
の手持ちヘラ削り。体部下端

はナデ。水挽きヨコナデ。

粒

色

好

砂

灰

良

ミヾス 60%

5

杯

須 恵 器

A H.8
B  3.5
C  74

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部は外反する。
底部は回転ヘラ切り後,不定
方向への手持ちヘラ削り。体

都下端は手持ちヘラ削り。水

れき ヨコナデ

砂粒,パ ミス,
長石

青灰色

良好

100%

6

14ヽ

須 恵 器

(132)

39
80

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部はやや外反気味に開く。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ切り。体部下

端は手持ちヘラ削り。水挽き
ヨヨナデ。

砂粒,長石,雲
母

灰色

良好

60%

7

高 台付 杯

須 恵 器

D (

E

底部は平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は欠損する。

底部は回転ヘラ切り後,高台
貼り付け。水挽き整形。

砂粒 ,パ ミス ,

長石

灰色

'氏

封
'(80%)

8

lTN

密  煮  果

30
(80)
底部は平底。体部は外上方へやや内瞥ぎ
みに立ち上がる。日縁部は欠損する。

底部は切り離し後,一方向の
手持ちヘラ削り。体部下端は

ナデ。水挽き, ヨコナデ。

砂粒,パ ミス
灰色

良好

10%

9

憂

須 恵 器

(275)

83
日縁部のみ残存。日縁部は頸部より外反

して開き,日唇部は面取りされる。
水挽 き整形。 砂粒,パ ミス,

長石

灰色

良好

口縁部

(10%)

整

土 師 器

A 162
B 156

底部は欠損。胴部は球状を呈し,上半部
に張りをみせる。日縁部は外反気味に開

き,日唇部を外上方へつまみ出す。

回縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面は上半部をナデ,

下半部をヘラ削りの後ナデ。

内面はナデ。頸部に接合痕が

認められる。

砂粒,パ ミス,
雲母,石英,長
石

にぶい橙色
誓 :誦

80%

長 頚 壺

須 恵 器

A  91
B 105

日顕部は緩く外反しながら立ち上がり口

縁部に至る。日縁端部は上下に突出する

面に仕上げる。胴部は欠損する。

巻きあげ,水挽き整形。自然
釉がかかる。

砂粒,パ ミス,

石莫

黒褐色

良好

口顕部

(100%)

第41 図

12-α

弩

土 師 器

胴部の破片。 外面は平行タタキロと縦位の

櫛祐き文。
，
色

粒

灰

好

砂

黄

良

パミス

12-b
奏

土 師 器

胴部の破片。 外面は平行タタキロと横位の

櫛描き文。
，
色

粒

灰

好

砂

黄

良

パミス

12-C
養

土 師 器

胴部の破片。 外面は平行タタキロと横位の

櫛描き文。

砂粒,パ ミス

黄灰色

良好

12-d
甕

土 師 器

胴部の破片。 外面は平行タタキロと横位の

櫛描き文。

砂粒,パ ミス
黄灰色

良好

12-e
甕

土 師 器

胴部の破片。 外面に平行タタキロと縦位の

櫛描き文。

砂粒,パ ミス

黄灰色

良好

12-f
甕

土 師 器

胴部の破片。 外面に平行タタキロと横位の

櫛描き文。

砂粒 ,パ ミ
黄灰色

良好

ス

12-g
養

土 師 器

胴部 の破 庁。 外面に平行タタキロと斜位の

櫛描き文。

砂粒,パ ミス
黄灰色

良好

甕

土 師 器

F  39
(B) 06

つまみのみ残存。つまみは環状を呈し,

中央部が僅かに突出している。

回転 ヨコナデ。 砂粒,雲母,パ
ミス

褐灰色

普通

つまみ

(90%)

甕

土 師 器

A (23,3)
B ■ 0

胴上半部のみ残存。胴部は球状を呈する

ものと思われる。日縁部は頸部から強く

外反して開き,日唇部は外上方へつまみ
出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。頭部内面はヘラナデ。胴

部外面はヘラ削りの後ナデ。

内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母,長石
橙色
普→鷺

10%

15-a
甕

土 師 器

胴部の破片。 外面に平行タタキロと横位の

櫛描き文。

砂粒 ,パ ミス
黄灰色

普→語
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版

暑

図

碁
器 種 法畳 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備  考

15-b
琵

土  師  器

月Πttf/2破 庁。 外面 に平行 タタキ ロ痕。
，
色

粒

灰

嶺

砂

黄

誓

パミス

第 8号住居跡出土土器観察表 (SI-08)
放
号
凶
番

器 種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図４７

１

第

須 恵 器

(13 0)

5.6

日縁部は頸部より大きく外反して開き,

日唇部は上下に突出する。

回転ヨヨナデ。内外面ともに

自然釉がかかる。

ス粒

色

好

砂

灰

良

口縁都

(20%)

杯

須 恵 器

(1418)

42
(80)

底部は欠損。体部は外上方へ立ち上がり,

日縁部に至る。

水挽 き, ヨコナデ。 砂粒 ,パ ミス
白灰色

普→踊

体部

(10%)

杯

循  車  果

(130)

4.3

(7.2)

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後ナデ。

体部下端は手持ちヘラ肖Uり 。

水挽き, ヨコナデ。

砂粒 ,パ ミス
灰色

良好

口縁部～

底部

(20%)

r4、

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部は僅かに外反気味に開く。

底部は回転ヘラ切り後ヘラナ

デ。体部下端は手持ちヘラ削

り。水挽き, ヨコナデ。

粒

母

色

好

砂

雲

灰

良

′`ミス, 35%

5

高台 付 lTh

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(106)

6.4

6.4

0,8

底部は平底で
「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外上方へまっすぐに立ち上

がり,日縁部に至る。

水挽き整形。

底部は回転ヘラ切り。高台貼

リイ寸
`す

。

ス粒

色

好

砂

灰

良

35%

6

高 台付 不

須 恵 器

18
(100)

08

底部のみ残存。底部は平底で,直立する
高台が付く。端部は欠損する。

水挽き整形。

底部は切り離し後ナデ。その

後高台貼り付け。

，
色

粒

灰

通

砂

禍

普

パ ミス 底部

(25%)

7

観

土 師 器

Ｇ

Ｈ

Ｉ

多Tし式底部の破片。 底部は内外面ともヘラナデ。 砂粒 ,パ ミス ,
雲母

にぶい橙色

慮洋

底部

(20%)

8

養

土 師 器

Ａ

Ｂ

日縁部のみ残存。日縁部は顕部より外反

しながら開き,日唇部は上方へつまみ出
す。

口縁部は内外面ともヨコナ

デ。顕部外面はヘラ削りの後

ナデ。内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
婁母

橙色

普通

日縁部

(10%)

9

養

土 師 器

A (21.2)
B  50

日縁部のみ残存。日縁部は顕部で強く屈

曲して開き,日唇部は外上方へつまみ出
す。

日縁部は内外面ともヨヨナ

デ。胴部上位外面はヘラ削り

の後ナデ。内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
婁母

にぶい橙色
誓 寄誦

日縁部～

胴部上位

(20%)

養

土 師 器

A (18.4)
B 12.2

日縁部は顕部より外反して開き,日唇部
は外上方へつまみ出される。下半部は欠

損する。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ。内面はナデ◇

粒

母

色

好

砂

雲

橙

良

パミス, 日縁部―

胴上半

(20%)

11

瓦 丸瓦 (雄)の破片。 外面はヘラナデ。内面は布目

痕を残す。
婉
髄
朗

12

第4tj凶 不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後ヘラナ

デ。体部下端は手持ちヘラ削

り。水挽き, ヨヨナデ。

粒

石

色

好

砂

長

灰

慮

′`ミス, 90%

杯

須 恵 器

C  918 平底の底部のみ残存。 底部は,回転ヘラ切り後ヘラ
ナデ。

粒

　

色

好

砂

礫

灰

良

パミス, 凰』S

(100%)

杯

須 恵 器

(134)
40
75

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部に至る。

底部は切り離し後,一方向の
手持ちヘラ削り。体部下端は

手持ちヘラ削り。水挽き, ヨ

コナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

灰色

良好

80%

Чヽ

須 恵 器

2.3

(8.0)

底部のみ残存。底部は平底。体部は内彎

気味に立ち上がるが大半を欠損する。

底部は回転糸切り。 砂粒,パ ミス
灰色

良好

体部下端
～底部

(30%)

杯

須 恵 器

13
(9,3)

平底の底部のみ残存。 底部は静止糸切り後,外縁部
のみヘラ削りを行なう。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

白灰色

単→爵

底部

(15%)
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版

号

図

悉
器 種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

奏

須 恵 器

13.5

(22.8)

底部は平底。胴部は内彎気味に立ち上が

るが大半を欠損する。

胴部外面は平行タタキロ。内

面はナデのほか下位に接合痕

が認められる。

粒

石

色

好

砂

長

灰

皇

ミヾス, 胴下半

(15%)

第4υ凶

18

提 瓶

須 恵 器

提瓶の胴部片 と思われる。 外面はヘラ削り後ナデ。内面

は回転はヨコナデ。

砂粒,パ ミス
オリーブ灰色
自解

月阿署お

(10%)

貴

須 恵 器

胴部片。 外面は平行タタキロ痕を残

す。内面はナデ。
卵
節
庭
齢

パミス.

一望 胴部片。 外面 に自然釉がかる。 砂粒,パ ミス
灰白色
普 1酪

第 9号住居跡出土土器観察表 (SI-09)
肌
号
凶
番

器 種 法量 (c ll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第55図

1

小 形 菱

土  師 器

12.8

15.6

70

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。胴部は球状を呈し,最大径
を胴中位よりやや上部に有す。日縁部は

頭部より「く」の字状に開き,日唇部を

外上方へつまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面上半はヘラ削り

の後ナデ。下半部は横位のヘ

ラ削り。内面はナデ。底部外

面に木葉痕。

砂粒,石灰,長
石,パ ミス
にぶい橙色

不良

100%

2

■ヽ  刀多  ヨこ

土 師 器

(14.8)

6.3

日縁部は頸部より Fく 」の字状に開き,

日唇都を外上方へつまみ出す。胴部の大

半は欠損する。

日縁部は内外面ともヨヨナ 砂粒,長石,パ
ミス

にぶい橙色
誓→商

日縁部

(20%)

3

小 形 養

土 師 器

Ａ

Ｂ

(124)

6.9

日縁部は外反して開き,日唇部を外上方
へつまみ出す。胴部の大半は欠損する。

口縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ。内面はヘラナデ。

砂粒,パ ミス,
長石

にぶい褐色

普通

日縁～胴

上半

(20%)

4

箋

土 師 器

Ａ

Ｂ

(20 8)

5,7

口縁部は大きく外反して開き,日唇部は

外上方へつまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部内外面はナデ。頭部

内面にヘラ削り痕を残す。

砂粒,雲母,長
石

橙色

良好

日縁部～

頸部

(20%)

甑

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(320)
29.5

(16.1)

底部は多孔式。胴部は深鉢状を呈する。

日縁部は頸部で強く屈曲し,端部は上下
に突出するほか,外面に稜を持つ。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面は平行タタキロ。

内面はナデのほか上半部に指

頭痕を残す。

母婁粒

色

通

砂

灰

普

50%

舅多う6鬱判 不

須 恵 器

(14.2)

38
8.5

底部は平底でやや突出気味。体部は外上

方へ外傾して立ち上がり,日縁部に至る。

底部は切り離し後,手持ちヘ

ラ削り。体部下端も手持ちヘ

ラ削り。水挽き,ヨ コナデ。

，
　

色

粒

母

灰

通

砂

雲

褐

普

パミス, 40%

7

杯

須 恵 器

3.0

(8.4)

底部は平底。体部は外傾して立ち上がる

が大半を欠損する。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き,ヨ ヨナ
デぅ

砂粒,婁母,長
石

灰色

普通

体部～底

部(20%)

8

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部に至る。
底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ肖Uり 。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き,ヨ コナ
デ。

粒

石

色

好

砂

長

灰

良

パミス. 70%

9

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(138)

3.4

(85)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き,ヨ コナ
デハ

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

灰 白色

暮 :誦

80%

不

須 恵 器

A 13.9
B  50
C  80

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部は外反する。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端はナデ。水挽き,ヨ ヨナデ。

砂粒,長石,パ
ミス,雲母
褐灰色

普通

50%

器

卸

杯

恵

師

須

仕

Ａ

Ｂ

Ｃ

(13.0)

4.8

(7.2)

底部は平底。体部は内彎気味に外上方ヘ

立ち上がり,日縁部に至る。
底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端はナデ。水挽き,ヨ コナデ。

砂粒

にぶい禍色
普→誦

20%

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(136)
4.1

(8.1)

底部は平底。体部下端は九味を帯び,

部は外上方へまっすぐに立ち上がり,

縁部に至る。

体

ロ

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端は手持

ちヘラ削り後ナデ。水挽き,

ヨコナデぅ

,長石,パ粒

ス
色

涌

砂

ミ

灰

普

35%
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暑

図

悉
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

杯

須 恵 器

(133)

48
7.4

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は直線状に外傾して立

ち上がり,日縁部に至る。
底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端はナデ。

水挽き,ヨ ヨナデ。

砂粒,パ ミス,
長石

灰白色

普通

50%

14

郭

須 恵 器

B  3.7
C (88)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がる。日縁部は欠損する。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ肖Uり 。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き, ヨコナ

デ。

粒

色

好

砂

灰

良

体部～底

部(10%)

杯

須 恵 器

(130)

45
8.0

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部は外反気味に開く。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端はナデ。

水挽き,ヨ コナデ。

砂粒 ,長石 ,パ
ミス,雲母
褐灰色

不 意

45%

琳

須 恵 器

B  12
C  5,8

平底の底部のみ残存。 底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ肖Uり 。底部外

面に刻線力れ される

粒

色

解

砂

灰

息

底部

(100%)

17

杯

須 恵 器

A 136
B  41
C  80

底部は平底。体部は直線状に外傾して立

ち上がり,日縁部に至る。
底部は回転ヘラ切り後,

方向の手持ちヘラ削り。

下端も手持ちヘラ削り。

き、ヨコナデ。

定

都

挽

不

体

水

砂粒,パ ミス
褐灰色

良好

40%

第57図

18

杯

土  師 器

B  18
C  56

底部は平底。体部下端は九味を帝びる。 底部は回転糸切り後,無調整。

体部下端ナデ。内面は黒色処

理後にミガキを施す。

砂粒

灰白色

普通

底部

(100%)

器恵須

高 台付 杯 D (64)
E  12

平底の底部に「ハ」の字状に開く高台が

付く。

水挽 き調整。

高台貼 り付 け

砂粒,長石,パ
ミス

灰色
恵解

底部～台

部(10%)

高 台 付 杯

須 恵 器

B  2.6
D (72)
E  07

平底の底部に外下方へ開く高台が付く 水挽き整形。

高台貼り付け。

砂粒 ,長石
灰色

良好

体部一台

部(10%)

高   盤

須 恵 器

D (3.8)
E (04)

底部は平底で,「ハ」の字状に開くと思

われる高台が付く。体部下端は平面を成

す。

水挽き整形。

底部外面は回転ヘラ削り。そ

の後高台貼り付け。

砂粒

灰白色

普通

'氏

苗S

(20%)

高   盤

須 恵 器

B  25
D (10.2)

E  12

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部下端は平面を成す。

水挽き整形。

底部外面は回転ヘラ肖Uり 。そ

の後高台貼り付け。

砂粒,長石
灰白色

普通

底部～台

部 (10%)

高   盤

須 恵 器

B  22
C (95)

底部は九底だが平面を成す。高台は剥離

している。

水挽き整形。

底部外面はヘラ切り後,高台
目士イ十^

パミス粒

色

好

砂

灰

良

底部

(45%)

高 台 付 杯

密  車  果

(106)

57
1.0

底部は平底で,「 ハ」の字状に開く高台

が付く。体部は外傾して立ち上がり,日
縁部は僅かに外反して開く。

底部は回転ヘラ切り後,高台
貼付。水挽き,ヨ コナデ。

砂粒,長石
灰色

良好

25%

高  盤

須 恵 器

B  2.1
D (133)
E (1.1)

底部は平底で,直立する高台が付く 水挽き整形。

底部は切り離し後,高台貼付。

砂粒

禍灰色

良好

10%

盛嵩

須 恵 器 D

(15.6)

31
10 5

09E

底部は平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は大きく外傾して立ち上がり,

日縁部は外反気味に開く。

底部は回転ヘラ削り。その後

に高台貼付。水挽き, ヨコナ

|だ。

ミヾス粒

色

好

砂

灰

良

40%

27

高 台付 杯

須 恵 器

B  3,7
D (76)
E  12

底部は平底で外下方に開く高台が付く。

体部下端は平面を成し,体部は外傾して
立ち上がる。

水挽き調整。

底部は回転ヘラ削り。その後

に高台貼付。

砂粒,長石
灰赤色

良好

体部下端
～台部

(20%)

蓋

須 恵 器

B  2.5
F  29

天丼部中央にやや馬平なボタン状のつま

みが付く。天丼部の頂部はなだらかな張

りをみせる。

天丼部周辺は回転ヘラ削 り

後,ナデ。つまみはヨコナデ。

砂粒,石英,長
石

灰色

良好

20%

甑

須 恵 器

多孔式底部の破片。 内外面 ともにナデ。 砂粒,雲母
灰色

普通

不 明

つ ま み

須 恵 器

F  3.0 扁平なボタン状のつまみのみ残存。 つ まみ外面はナデ。 粒

色

通

砂

灰

普

ミヽス つまみ部

(100%)

琵

須  恵  器

A (138)
B  21

つまみは欠損。天丼部の頂部はやや平坦

でなだらかに日縁部にのびる。日縁部は

短く下方に屈曲する。

天丼部は回転ヘラ削りの後,

回転ヨコナデ。内面はナデ。

砂粒,長石,雲
母

灰白色
普 桶

10%
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番 号
器 種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

高 台 付 不

宿  章  哭

B  2.4 底部の破片。高台の厚さは薄く外下方に
開く。

水挽 き整 T//。 石長粒

色

好

砂

灰

良

5%

蓋

須  百  製

A (162)
B  17

日縁部は下方に屈曲する。天丼部は大半

を欠損する。

口縁部は内外面ともヨヨナ

|だ。

粒

色

浮

砂

灰

息

パ ミス 10%

第10号住居跡出土上器観察表 (SI-10)
服
号
凶
番

器 種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第63図

1

器   台

土 師 器

Ｂ

Ｄ

86
(10.8)

脚部のみ残存。脚部はラッパ状に開き,

中位に円孔 3個が穿たれる。裾部は欠損

する。

脚部外面は縦位のヘラミガ

キ,内面はヘラナデ。
砂粒,パ ミス,
長石

浅黄橙色
誓→爵

脚部

(70%)

コ`

土 師 器

A

B

底部は丸底。体部は緩く内彎しながら外

上方へ立ち上がり,日縁部は直立気味に

開く。

口縁部は内外面ともヨコナ

デ。体部外面はヘラ削りの後

ナデ。内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
長石

浅黄橙色
白鮮

100%

3

不

土 師 器

09
(74)
平底の底部のみ残存。 底部は回転ヘラ切り後ナデ。

体部下端は回転ヘラ削り。内

面を黒色処理する。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

(外 )に ぶい橙色

(内)黒色
望→麟

底部

(30%)

第11号住居跡出土土器観察表 (SI-11)
版

号

図

番
器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第67図

1

甑

土 師 器

A 28.3
B   27 0

C   10 4

底部は無底式。胴部は深鉾形を呈する。

日縁部は大きく外反して開き,日唇部を

外上方へつまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ。内面はヘラナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母,長石
橙色
と→励

50%

箋

土 師 器

(26.5)

77
口縁部は顕部から外反して開き,日唇部
を外上方へつまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部は内外面ともナデ。

砂粒,パ ミス,
長石

浅責橙色

不良

口縁部～

顕部

(15%)

3

甑

須 恵 器

(31.3)

5.5

日縁部は顕部で水平方向に屈曲し,端部
を面取りする。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面は平行タタキロ,

内面はナデ。

砂粒,雲母,長
石

灰黄色
蔵tF

口縁部～

頸都

(10%)

4

甑

須 恵 器

A (295)
B   4.6

日縁部は顕部で水平方向に屈曲し,端部
は上下に突出する。

口縁部は内外面ともヨヨナ

デ。胴部外面は平行タタキロ,

内面はヘラナデ。

砂粒,雲母,長
石

灰黄色

良好

口縁部～

頸部

(20%)

第68図

5

養

土 師 器

Ａ

Ｂ

⌒Ｃ

(219)

29,8

(9,0)

底部欠損。胴部は球状を呈し,最大径を

中位のやや上部にもつ。日縁部は外反し

て開き,日唇部を外上方へつまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面は上半部をナデ,

下半部を丁寧な縦位のミガ

キ。胴部内面はヘラナデ。

砂粒,パ ミス,
長石,雲母
にぶい橙色

普通

40%

6

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(149)

4,9

(81)

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,口縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,無調整。

体部下端は手持ちヘラ削り。体

部内外面、回転ヨヨナデ。

砂粒,長石
褐灰色

良好

15%

7

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

一Ｃ

(13.6)

4.7

8,7

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,日縁部に至る。
底部は回転ヘラ切り後,無調
整。体部下端はナデ。水挽き,

ヨコナデ。

石長
，
色

粒

灰

通

砂

褐

普

75%

8

高 台付 杯

須 恵 器

A 142
B  5,3
D  96
E  l.4

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部は外上方へ立ち上がり,日

縁部はやや外反気味に開く。

水挽き整形。

底都は回転ヘラ切り後,高台
貼付

砂粒,パ ミス,
長石

褐灰色

良好

80%

9

蓋

須 恵 器

つまみは欠損。天丼部からなだらかに日

縁部に移行する。日縁部は下方に屈曲す

る。

天丼部 。日縁部の内外面とも

回転ヨコナデ。内面に自然釉

がかかる。

砂粒,パ ミス,
長石

褐灰色

蔵解

10%

不

須 恵 器

A 13.3
B  47
C  8.1

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がる。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端はナデ。

水挽き,ヨ ヨナデ。

石長
，
色

粒

灰

桶

砂

禍

と

800/O
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版

■

図

番
器 種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調'焼成 備 考

図６９

１

第 養

土 師 器

21,7

31.3

(8.7)

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は欠損。胴部は長胴形を呈する。日

縁部は「く」の字状に開き,口唇部は上

方につまみ出される。

日縁部内外面,ヨ コナデ。胴

部内外面,ナデ。胴部外面下
半にヘラミガキが施される。

砂粒,パ ミス
橙色

普通

65%

養

土 師 器

A (200)
B   10.5

日縁部から胴部上半にかけての破片。

縁部は顕部で水平方向に強く屈曲し,

部は面取りする。

日

端

日縁部内外面,ナデ。胴部外
面ヘラ削りの後,ナデ。内面,

ナデ。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

橙色

普通

日縁郡～

顕部

(15%)

不

須 恵 器

(135)

4.7

(8,7)

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部は外反気味に開く。
底部は回転ヘラ切り。体部下

端は手持ちヘラ削り後,ナデ。

水挽き,ヨ コナデ。

砂粒,パ ミス

灰白色

良好

日縁部～

体部

(15%)

小形 台付琵

上 師 器

台部のみ残存。台部は

'卜

下方へ外反して

開く。

台部内外面は回転ヨコナデ

デ 。          
・

砂粒,パ ミス,
雲母

明赤褐色

良好

台部

(85%)

鉢

　

ヤ

深

　

超

底部は平底。胴部は外上方へ立ち上がる

が大半を欠損する。

胴部内外面は荒いナデ。 パミス
，
色

粒

橙

Ｈ

砂

淡

ス

胴下半～

底部

`負

n%ヽ

第12号住居跡出土土器観察表 (SI-12)
版

号

図

番
器 種 法畳 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調.焼成 備 考

第76図

1

杯

須 恵 器

A 13,3
B  38
C  7.6

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり口縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ肖Uり 。体部下

端も手持ちヘラ削り。水挽き,

ヨヨナデ6

砂粒,長石,パ
ミス

禍灰色

普通

60%

2

町ヽ

須  恵 器

13.3

46
8.1

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,日縁部は僅かに外反気味に開

く。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き, ヨコナ

デ。

砂粒

灰白色

良好

80%

3

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(13.6)

45
(8.0)

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,口縁部に至る。
底部は回転ヘラ切り後,無調
整。体部下端は手持ちヘラ削

りの後,ナデ。水挽き,ヨ コ

ナデ。

砂粒,長石
灰色

良好

25%

4

琵

土 師 器

B   23.0 胴部は長胴形を呈する。日縁部と底部は

欠損する。

胴部外面下半部は縦位のヘラ

ミガキ,内面はナデ。
砂粒,パ ミス,
長石,雲母
にぶい橙色

普通

胴部

(30%)

高   経

須 恵 器

Ａ

Ｂ

(19,7)

4.5

底部は中央が僅かに突出する。体部は内

彎しながら外上方へ立ち上がり,日縁部
は外傾する。高台は久損する。

日縁部と体部の内外面は回転

ヨコナデ。日縁部外面に自然

釉がかかる。底部外面は回転

ヘラナデぅ

砂粒,長石,ス
コリア

灰色

良好

25%

Чヽ

須 恵 器

A 14.0
B  56
C  7.8

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,口縁部に至る。

調

挽

無

水
底都は回転ヘラ切り後,

整。体部下端も無調整。

き,ヨ コナデ。

石長帆
数
餅

90%

7

壷

須 恵 器

(157)

2.1

つまみは欠損。天丼部はなだらかに下降

し,日縁部に移行する。日縁部は下方に
屈曲十ム^

天丼部外面は回転ヘラ削り。

内面はナデ。

砂粒 ,長石
青灰色

意浮

25%

霊

須 恵 器

(13.2)

2.1

つまみは欠損。天丼部は弧状にのび,日
縁部は短く下方に屈曲する。

天丼部外面は回転ヘラ削り,

内面は回転ヨヨナデ。

石長粒

色

解

砂

灰

自

30%

9

瓦 布 目瓦の破片。 内面に布目痕。 砂粒,パ ミス,
長石

浅責橙色

普通

高 台付 ITh

須 恵 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

3.8

(70)
10

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部は外傾して外上方へ立ち上

がる。上位は欠損する。

水挽き成形。

底部は切り離し後,回転ヘラ
削り。その後に高台貼付。

砂粒,長石
灰白色

良好

40%

高 台付 ITh

須 恵 器

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部下端は九味を帯びる。接地

面は平担。

水挽き整形。

底部は切り離し後,回転ヘラ
削り。その後に高台貼付。

砂粒,長石
灰色

良好

底部～台

部 (25°/9)

高 台付 杯

須 恵 器

B  2.0
D (9.4)
E  04

底部は平底で,外下方に短く開く高台が
付く。接地面に沈線が巡る。体部の大半

は欠損する。

水挽き整形。

底部は切り離し後,回転ヘラ
削り。その後に高台貼付。

砂粒,パ ミス,
スコリア

灰白色
息洋

底部

(30%)
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版

号

図

悉
器 種 法量 (cHl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

杯

須 恵 器

A 135
B  49
C  77

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,日縁部は僅かに外反気味に開

く。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き, ヨコナ

デハ

石長
，
色

粒

白

好

砂

灰

良

95%

琳

須 恵 器

B  08
C  84

平底の底部のみ残存。 底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。

砂粒,パ ミス,
長石

灰色

良好

底部

(100%)

不

須 恵 器

A (12.7)
B  47
C (75)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部はやや外反する。
底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端は手持

ちヘラ削り後,ナデ。水挽き,

ヨコナデぅ

砂粒,長石
灰白色

良好

20%

孟

須 恵 器

F  24 扁平な擬宝珠形のつまみのみ残存。 内外面 ともナデ。 砂粒,パ ミス,

長石

灰色

良好

つまみ部

(100%)

蓋

須 恵 器

F  3.9 中央がやや突出するボタン状のつまみの
み残存。

外面はナデ。 石長粒

色

解

砂

灰

息

つまみ

(70%)

77図第 莞

土 師 器

A (20.6)
B   10 5

日縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は外反しながら開き,日唇部を外上

方へつまみ出す。

日縁部内外面はヨコナデ。胴

部内外面はナデ。

砂粒,パ ミス,
婁母,長石
にぶい橙色

普通

日縁～顕

部 (10%)

杯

須 恵 器

A 130
B  45
C  7.1

底部は平底。体部は内彎気味に外上方ヘ

立ち上がり,日縁部に至る。
底都は回転ヘラ切り後,無詞
整。体部下端は手持ちヘラ削

り後 ナデ。水挽き、ヨコナ。

石長
，
色婉附
範

100%

箋

土  師 器

A 230
B 14.9

底部欠損。胴部は深鉢形を呈し,中位に

やや張りをみせる。日縁部は外反して開

く。

日縁部内外面はヨヨナデ。胴

部内外面はナデ。

砂粒,パ ミス

長石

浅黄澄色

普通

30%

不

須 恵 器

A (12.6)

B  3.8
C (78)

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き, ヨコナ

デ6

砂粒,雲母,長
石

責灰色

良好

20%

奏

土 師 器

B 220
C  9,7

底部は平底。胴部は長胴形を呈する。日

縁部は欠損する。

胴部内外面,ナデ。胴部外面

下半にヘラ削り痕が残る。

砂粒 ,パ ミス ,

長石

橙色

不良

胴中央～

底部

(45%)

eR

土 師 器

観の胴部片と思われる。 外面はタタキロ痕を残す。内

面は荒いナデ。

砂粒,長石
にぶい橙色

普通

胴部10%

末満

甑

須  恵 器

A (348)
3  8.5

日縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は顕部から外方に屈曲し,端部は上

下に突出する。

口縁部内外面, ヨヨナデ。胴

部外面はタタキロ,内面はヨ
コナデ。

砂粒,パ ミス,
_‐母,長石
灰白色

良好

口縁部

(20%)

第78図

25

質

土 師 器

A (193)
B  74

日縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は頭部から外反して開き,日唇部を

外上方へつまみ出す。

日縁部内外面はヨヨナデ。胴

部上半の内外面はナデ。

砂粒,長石,雲
母

橙色

普通

回縁部～

頭部

(10%)

養

土 師 器

A (157)
B  58

口縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は票部から外反して開き,日唇部を

直立気味につまみ出す。

回縁部の内外面はヨコナデ。

胴部上半の内外面はヘラナ

1声。

砂粒,パ ミス,
長石

橙色
普 桶

口縁部一

頸部

(40%)

養

土 師 器

A (179)
B  7.3

口縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は顕部から緩く外反して開き,日唇

部を外上方へつまみ出す。

日縁部内外面はヨヨナデ。胴

部上半の内外面はナデ。

砂粒,パ ミス,
長石

橙色

普通

口縁部～

胴上半部

(15%)

発

土 師 器

A (139)
B  4.7

日縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は顕部から直立気味に立ち上がり,

上位で外反する。端部は上下に突出する。

回縁部内外面はヨコナデ。 砂粒,パ ミス,
長石,雲母
にぶい橙色

普通

口縁部～

頸都

(10%)

養

土 師 器

A (20,8)
B  78

日縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は頭部から大きく外反して開き,日

唇部を直立気味につまみ出す。

口縁部内外面はヨコナデ。胴

部上半の内外面はナデ。

パミス,粒

母

色

桶

砂

雲

橙

喜

回縁部～

頚部

(10%)
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臥
号
凶
番

器 種 法量 (ctll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

養

土 師 器

Ａ

Ｂ

(127)
5.5

亀縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は頭部から外反して開き,日唇部を

外上方へつまみ出す。

日縁部内外面はヨコナデ。胴

部上半の内外面はナデ。

パミス,婉
割
髄
魏

口縁部～

胴上半

(10%)

甕

土 師 器

A (12.3)
B  7.0

日縁部からЛ同部上半にかけての破片。日

縁都は頭部から内彎気味に立ち上がり,
日唇部を九くおさめる。

日縁部内外面はヨヨナデ。胴

部内外面はナデ。

砂粒,パ ミス,
婁母

橙色

普通

日縁都

(40%)

勇

土 師 器

A (206)
B  6.3

日縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は顕部から外反して開き,日唇部を

外上方へつまみ出す。 .

口縁部内外面はヨヨナデ。胴

部上半の内外面はナデ。

粒

石

色

通

砂

長

橙

普

パミス,

雲母

日縁部～

頸部

(10%)

養

土 師 器

(16.4)

73
Ａ

Ｂ

L縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は外反して開き,口唇部を外上方ヘ

つまみ出す。         _

日縁部内外面はヨコナデ。胴

部上半の内外面はナデ。

石長蜘
髄
範

口縁部～

胴上半部

(10%)

養

土 師 器

(200)
5.7

日縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は顕部から直立気味に立ち上がり,

上位で強く屈曲する。

口縁部内外面はヨコナデ。 婉
割
髄
輔

パミス, 日縁部～

頸部

(10%)

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(12.0)

33
8.2

底部は平底。体部は緩く内彎気味に立ち

上がる。

底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ肖」り。体部下端も手持

ちヘラ削り。水挽き,ヨ ヨナ
デハ

砂粒,長石
禍灰色

良好

20%

養

土 師 器

A (16.8)
B  7.2

国縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は外反して開き,日唇部を外上方ヘ

つまみ出す。

日縁部内外面はヨコナデ。胴

部上半の内外面はナデ。

砂粒,パ ミス,
長石,雲母
橙色

普通

口縁部～

胴上半

(10%)

イ

須 恵 器

(11.9)

3.5

(65)

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端も手持ちヘラ削り。水挽き,

ヨコすデハ

砂粒,長石
灰色

普通

15%

第13号住居跡出土土器観察表 (SI-13)
版

号

図

番
器 種 法量 (cul) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土.色調・焼炭 備 考

弟も3凶

1

甕

土 師 器

A (21.5)
B 19,8

底部は欠損。胴部は球状を呈すると思わ

れる。日縁部は外反して開き,日唇部を

外上方へつまみ出す。

口縁部内外面はヨコナデ。胴

部外面,ヘラ削りの彼ヘラナ
デ。内面ナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

橙色

普通

口縁一月同

部

(25%)

2

ITN

須 恵 器

底部片。 底都外面はヘラ削り調整で刻

線を有す。内面は回転ヨコナ

デ。

石長粒

色

浮

砂

灰

息

底部

(20%)

線刻有り

甑

須 恵 器

B  65 甑の日縁部片と思われる。日縁部は緩く
外反して開き,端部は上下に突出するほ

か,外面に稜をもつ。

口縁部内外面はヨコナデ。 砂粒 ,石英 ,長
石 ,パ ミス
灰色

崖好

日縁部

(15%)

4

養

土 師 器

(20,0)

105
口縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は肥厚で,外反して開き,日唇部を

直立気味につまみ出す。

口縁部内外面ともにナデ。 砂粒,長石,石
英,雲母
橙色

普通

口縁部一

頸都

(20%)

5

不

上 師 器

A (132)
B  3.3

杯体部の破片 体部外面はヨヨナデ。内面は

黒色処理を施した後ヘラミガ

キを施す。

母雲効
髄
紳

体部外面

に不明墨

書

日縁部

(10%)

6

養

土 師 器

底部から胴部下半にかけての破片。 胴部内外面はナデ。外面の一

部にタタキロ痕を残す。

砂粒,パ ミス

灰白色

良好

胴下半

(20%)

第84図

7

養

上 師 器

25.7

(8.7)

日縁部欠損。底部は平底。胴部は長胴形

を呈する。

胴部外面上半はヘラナデ,下
半はヘラミガキ。内面はナデ。

蜘
剥
髄
魏

パミス,

長石

胴上半一

底部

(25%)

8

蓋

須 恵 器

B  20 擬宝珠形のつまみのみ残存。 ナデ整形。 蝉
廂
朗

パミス つまみ部

(80%)

-186-

」



嵌
号
凶
番

器 種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備 考

蓋

須 恵 器

(149)

3.9

天丼部中央に擬宝珠形のつまみが付く。

天丼部は九味を帯→ なだらかに下降し,

日縁部は下方に屈曲する。

天丼部周辺は回転ヘラ削り。

内面はヨコナデ。

粒

石

色

好

砂

長

灰

白

パミス,

石英

60%

盤高

須 恵 器

A 164
B  37
D   10.8

E  l.0

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部は外傾して立ち上がり,口
縁部は外反する。

水挽き整形。

底部は回転ヘラ削り。その後

に高台貼付。

ス蝋
庭
朗

90°/0

高   盤

須 恵 器

A

B

(21.6)

25
底部は平底でやや突出気味。体部は緩く

内彎気味に立ち上がり,日縁部は外反す
る。

水挽き整形。

底部は回転ヘラ削り。高台が

貼付されていた痕跡が認めら

れる。

砂粒,長石,パ
ミス

灰白色
慮好

妬  直  哭

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底でやや突出気味。高台は外下

方に開く。胴都は内彎気味に立ち上がる。

外面は回転ヘラ削りの後ヨコ

ナデ。内面は回転ヨコナデ。

高台賠付。

砂粒 ,パ ミス

灰赤色

竜LEF

胴下半～

台部

(70%)

第14号住居跡出土土器観察表 (SI-14)
版

■

図

悉
器 種 法量 (tul) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第もイ凶

1

高 台 付 杯

土 器師

A (15.5)

B  6.7
D (8.4)
E  12

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部はわずかに内彎気味に立ち

上がり,日縁部はやや外反する。

水挽き整形。

底部及び体部下位は回転ヘラ

鷺Uり 。

砂粒,パ ミス
灰禍色

普通

70%

2

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部は僅かに外反する。
底部は回転糸切り。体部外面

はヨコナデ。内面は黒色処理

の後.暗文状のミガキを施す。

英石
，
色

粒

自

通

砂

灰

普

80%

3

高台付 杯

土 師 器

A 150
B  6.0
D  7.4
E  O.5

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部は内彎気味に立ち上がり,

日縁部は外反する。

水挽き整形。

底都は回転ヘラ削り。その後

に高台貼付。体部下位にヘラ

ナデ痕が残る。

パミス粒

色

好

砂

橙

良

95%

4

不

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は内彎しながら外上方
へ立ち上がり,日縁部に至る。

体部外面は回転ヨコナデ。内

面は黒色処理の後,ヘラミガ
キを施す。

砂粒,パ ミス,
雲母

栓色

良好

55%

体部外面

に不明墨

書

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は内督気味に立ち上が

る。全体的に歪んだ器形である。

底部は切り離し後,二方向の

手持ちヘラ削り。体部下端も

手持ちヘラ削り。水挽き, ヨ

コナデ。

砂粒,パ ミス

暗灰色

普通

75%

器

印

養

恵

師

須

倣

胴部の破片。

甑の可能性もある。

胴部外面はタタキロ。内面は

ヨコナデ。

砂粒,パ ミス

黒褐色

普通

図８８

７

第 高台 付 不

上 師 器

24
(5,5)

0,7

底部は平底で,短 く直立する高台が付く。

体部は内彎気味に立ち上がる。

底部は回転ヘラ削り。高台貼

付。

砂粒,パ ミス

灰白色

普通

底部

(30%)

8

皿

土 師 器

14 5

17
底部は九底で平面を成す。体部は緩く内

弯しながら立ち上がり,日縁部は水平方

向にのびる。高台剖離か。

体部外面はヨコナデと一部ヘ

ラ削りを施す。内面は黒色処

理の後.ヘラミガキを施す。

砂粒

浅黄橙色

普通

外面に墨

書「中瘍」
20%

9

蓋

須 恵 器

F  l,7 天丼部に中央が大きく突出するつまみが
付く。天丼部頂部は平担である。

天丼部外面はヨコナデで,そ
の下位はヘラ削りを行なって

いる。内面はナデ。

パミス,
，
　

色

粒

石

灰

好

砂

長

褐

良

つまみ部
～蓋部

(20%)

杯

上 師 器

体部の破片も 外面はヨヨナデ。内面は剖離

し調整不明。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

判読不明

墨書あり

ITh

土 師 器

C  72 平底の底部のみ残存。 底部は回転ヘラ切り。内面に

黒色処理した痕跡が残る。

砂粒,パ ミス

禍灰色

普通

底部

(40%)

杯

土 師 器

C  l.8 平底の底部の破片。 底部は回転ヘラ切り。内面は

黒色処理を施す。

砂粒,雲母
にぶい禍色

普通

20%

杯

+ 肺 器

C  l.5 平底の底部の破片。 底部は回転糸切り痕を残す。

内面は黒色処理とヘラミガキ

を施す。

砂粒

にぶい禍色
誓 桶

底部

(40%)
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版

号

図

番
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

琳

土  師 器

C  l.5 平底の底部の破片。 底部は回転糸切り痕を残す。

内面は黒色処理を施す。

砂粒

灰褐色

普通

「4h

土 師 器

1,7

71
平底の底部の破片。 底部は回転ヘラ切り。内面は

黒色処理を施す。

砂粒,パ ミス
灰褐色
と 1誦

底部

(20%)

J4N

土 師 器

平底の底部の破片。 底部 に糸切 り痕 を残す。 砂粒,パ ミス
にぶい責橙色
普→酷

邦

土 師 器

平底の底部の破片。 底部に糸切り痕を残す。 紗紅

にぶい橙色

善 福

杯

須 恵 器

口縁部片。 内外面ともに回転ヨヨナデ。
ヘラ痕あり。 婉

庭
醜

杯

土 師 器

平底の底部の破片。 底部に回転ヘラ切り痕を残

す。 色

粒

褐

通

砂

暗

普

杯

土 師 器

平底の底部の破片。 底部に糸切り痕を残す。 紅
色

通

υ
橙

普

IFN

土 師 器

平底の底部の破片。 底部に回転糸切り痕を残す。 婉
髄
錦

第15号住居跡出土土器観察表 (SI-15)
版

号

図

番
器 種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第υ3凶

l

貴

須 恵 器

胴部片。僅かに張り出しを有する。 内外面ともにタタキ整形の後

ナデ。
，
色

粒

灰

好

砂

暗

良

パミス

2

甍

須 恵 器

胴部片。 外面はヘ ラナデ。内面 はナデ。斑
随
餅

パミス 胴部

(20%)

3

琵

土 師 器

A (23.8)

B 18.1
口縁部から胴部上半にかけての破片。日

縁部は大きく外反して開く。

日縁部内外面,ヨ コtデ。胴
部外面,ナデのほか中位にヘ

ラミガキの痕跡が認められ

る。内面ヘラ削り。

砂粒,雲母,長
石

にぶい橙色

普通

日縁部～

胴部

(25%)

図９４

４

第 提   瓶

須 恵 器

胴部の破片。 外面に回転カキロを施す。内

面は荒いナデを行なってい

る。

”
庭
餅

パ ミス 打同笥S

(40%)

5

琵

土 師 器

胴部の破片。内面は全体的に剖離して▼

る。

外面は平行タタキロ調整後,

横位に櫛描き文。内面はヘラ

肖uり 。

曲
髄
煎

パミス

養

土 師 器

47
9.2

底部は平底。胴部は内湾ぎみに立ち上が

る。

胴部外面は縦位にヘラミガ

キ。内面はヘラ削りの後ナデ。

底部外面に木葉痕。

砂粒 ,雲母,長
石

にぶい赤褐色

普通

胴下半～

底部

(30%)

7

琵

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｆ

(161)
5.5

3.6

つまみは扁平なボタン状を呈し,中央が
僅かに突出する。天丼部は全体的に歪む。

日縁部は外下方に屈曲する。

天丼部は回転ヘラ削り。内面

は回転ヨコナデ。天丼部外面

に線刻有り。

帆
庭
朗

パミス 60%
線刻「十」
か

8

菱

土 師 器

日縁部片。日縁部は大きく外反して開き,

日唇部を外上方へつまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ 。
蠅
石
髄
輪

雲母,長 日縁部～

顕部

(15%)

9

琵

上 師 器

胴部の破片。 外面は平行タタキロ。内面は

ヘラナデ。

ス粒

色

砂

橙

甑

土 師 器

口縁部の破片。 水挽き整形。 砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色
誓 :耐

口縁部

(10%)

魅

須 恵 器

B  6.0 胴部の破片 胴部外面は上下 2条の沈繰の

間に,櫛描き波状文が周回す
ム^

砂粒 ,パ ミス
灰 白色

導→巌

胴部

(15%)
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¬

版

暑

図
番

器 種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第95図

12

養

須 恵 器

A (254)
3  7.1

日縁部片。外反して開く日縁部で,端部
は上下に突出する。

回縁部内外面は,ヨ コナデ。
内外面とも自然釉がかかる。

砂粒 ,長石,石
英

灰色

自好

口縁部

(20%)

壷

須 恵 器

F  31 扁平なボタン状のつまみのみ残存。 外面はナデ。 砂粒 ,パ ミス
雲母

灰 白色

普通

つまみ部

(100%)

箋

土 師 器

A  (200)
B  9.9

口縁部は頚部から直立して立ち上がり,

上位で外反して開く。日唇部は上方につ

まみ出す。

回縁部内外面ともナデ。 砂粒,長石,石
英
にぶい赤禍色
普 嶺

口縁部～

頸部

(20%)

須 恵 器

B  5.6 頸部片。日縁部は頸部より大きく外反し
て立ち上がる。

内外面ともヨコナデ。外向に

は部分的に自然釉がかかる。

砂粒,パ ミス
暗灰色

良好

頚部

(20%)

高 台 付 不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(15.2)

5,0

(83)
(06)

底部は平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して外上方へ立ち上が

り,日縁部に至る。

水挽 き整形。

高台貼付。底部は回転ヘラ切

り後ヘラナデ調整。内外面に

赤禍色の塗布物が局部的に残

る。

砂粒,パ ミス
灰白色

良好

50%

蓋

須 恵 器

A (13.0)
8  17

つまみは欠損する。天丼部はなだらかに

下降し,日縁部に至る。口縁部は外下方
へにぶく屈曲する。

天丼部と日縁部の内外面は

回転ヨヨナデ。

砂粒

灰白色

良好

10%

不

土 師 器

14.5

4.9

底部は九底。体部は大きく内彎しながら

立ち上がり,日縁部はほぼ直立して開く。

口縁部内外面はヨコナデ。体

部外面は,ヘラ削り。内面は
ナデ,黒色の塗布物痕有り。

砂粒,パ ミス
浅黄橙色
普 桶

600/O

杯

土 師 器

(10 0)

15
(54)

馬平 な丸底の破片。 底部内外面はナデ。外 lElは黒

色処理後,不定方向にミガキ
を施す。内面は放射状に暗文

を施す。

砂粒,パ ミス
明橙色

良好

底都

(30%)

Чヽ

土  師 器

B  3.0 底部は丸底。体部は緩く内彎しながら外
上方へ立ち上がる。日縁部は欠損する。

体部外面はヘラ削りの後ナ

デ。内面は剖離し,調整不明。

ス粒

色

洋

砂

橙

意

20%

第16号住居跡出土土器観察表 (SI-16)
版

号

図

番
器 種 法量 (cH) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 `焼成 備 考

第99図

1

高 台 付 lTh

上 師 器

(15.4)

63
底部は平底。体部は内IE4し ながら外上方

へ立ち上がり,日唇部はやや外反気味に

開く。高台は外下方にのびるが端部を欠

損する。

体部は回転ヨヨナデ。内面を

黒色処理する。底部は静止糸

切り後高台貼付。

砂粒 ,パ ミス ,
雲母

(外 )|こ ぶい橙色

(内)黒褐色

普通

40%

2

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

14,0

59
86

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

口縁部はやや外反気味に開く。

底部は回転ヘラ切り後,不定
方向の手持ちヘラ削り。体部

下端も手持ちヘラ削り。水挽

き,ヨ コナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母,長石
灰色

普通

80%

3

高台付 器

土 師 器

底部は平底。高台は「ハ」の字状に外下

方へのびる。体部は欠損する。

底部は回転ヘラ切り後,高台
貼付。内面を黒色処理する。

砂粒,パ ミス
にぶい橙色

普通

高台

(100%)

4

杯

土 師 器

A 12.5
B  47

底部は九底だが痛平を成す。体部は内湾

して立ち上がり日縁部に至る。

底都は回転ヘラ切り後ナデ。

体部は内外面とも回転ヨコナ

|だ。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色

普通

50%

5

高 台付 不

土 師 器

B  40
D  90
E  18

底部は平底で「ハ」の字に開く高台が付

く。体部は外上方へ立ち上がるが,大半

を欠損する。

底部は回転ヘラ削り後,高台
貼付。

砂粒,雲母,白
色微粒

にぶい橙色

普通

40%

6

杯

土  師 器

20
(70)
底部は平底。体部は外上方へ立ち上がる

が,大半を欠損する。
底部は回転ヘラ切り後ナデ。

体部下端ナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色

普通

20%

7

高 台付 不

土 師 器

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部は外上方へ立ち上がるが,

大半を欠損する。

体部は内外面とも回転ヨコナ

デ。底部は回転ヘラ削り後,

高台貼付。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色

普通

40%
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第17号住居跡出土土器観察表 (SI-17)
麒
号
凶
番

器  種 法量 (cHl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼炭 備  考

第105図

1

高 台 付 杯

土 師 器

142
60
76
1.4

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部は平底で外下方にのびる高台力瀬占り

付く。体部は僅かに内彎しながら外上方
へ立ち上がり,日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,高台
貼り付け。体部は内外面とも

回転ヨコナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母,褐色粒子
にぶい橙色
誓→融

2

ITN

土 師 器

(140)

45
(80)

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体都は内彎しながら外上方
へ立ち上がり,日縁部は僅かに外反して

開く。

底部の切り離し不明。体部内

外面ともヨコナデ。体部外面

に判読不明の線刻を有す。器

面内を黒色処理する。

砂粒,パ ミス,
雲母,禍色粒子
(外)浅責橙色

(内 )黒色

普通

40%

3

杯

土 師 器

B  2.0
C  62

平底の底部のみ残存。 底部は回転糸切り後無調整。

器面内を黒色処理する。

砂粒,パ ミス,
雲母

(外)にぶい褐色

(内 )黒色

普通

底部

(100%)

4

高 台 付 杯

土 師 器

A (13.4)

B  5.5
D (68)
E  13

底部は平底で 'ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は内彎しながら外上方へ立ち

上がり,日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,高台
貼付。体部は内外面ともヨコ

ナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色
普→誦

40%

5

島含 4了 町ヽ

土 師 器
4.6

(67)
1.0

D

底部は平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は内彎しながら外上方へ立ち

上がり,日縁部に至る。

体部内外面は回転ヨコナデ。

内面に黒色処理を施す。高台

貼付。

砂 llr, 雲 甘

にぶい橙色

良好

20%

6

杯

土 師 器

A (13.0)
B  3.9
C (7.4)

底部は平底。体部は直線的に外傾して立

ち上がり,日縁部に至る。

口縁部内外面はヨヨナデ。体

部外面はヘラ削り,内面はヨ
コナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

掲色
普→爵

25%

第18号住居跡出上土器観察表 (SI-18)
版

号

図

番
器 種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼戊 備  考

1

第 甑

土 師 器

A (316)
B 304
C 10.6

底部は無底式である。胴部は深鉢形を呈

する。日縁部外反しながら大きく開き,

日唇部を外上方へつまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面は上半部はヘラ

削りの後ナデ。下半部は横位

のヘラ削り。内面はナデ。

砂粒,パ ミス,
長石

明責橙色

普通

40%

2

台 付 鉢

須 恵 器

B  6.8
C (182)

胴下半部の破片。底部は平底。体部は内

彎ぎみに立ち上がる。

水挽き整形。底部は回転ヘラ

削り。その後に高台を貼付し

た痕跡が認められる。胴下端

部も回転ヘラ削りの後ナデ。

砂粒 ,パ ミス ,
長石

灰色

慮解

胴部下端

(20%)

幕112図

3

臥

土 師 器

A (29,8)

B 24.2
C (10.6)

底部は無底式。胴部は深鉢形を呈する。

日縁部は外反しながら大きく開き,日唇

部を面取りする。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。胴部外面上半部は丁寧な

縦位のヘラ削り。下半部は横

位のヘラ削り。内面はナデ。

胴部内面に輪積痕を残す。

砂粒,パ ミス,
長石

浅黄橙色

普通

40%

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

底部は平底。体部は外傾して外上方へ立

ち上がり,日縁部は僅かに外反して開く。

底部は回転ヘラ切り後,無調
整。体部下端は手持ちヘラ削

りぉ水挽き、ヨコナデ。

粒

色

好

砂

灰

良

ミヾス 30%

5

杯

須 恵 器

11.6

3.6

7.8

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部に至る。
底部は回転ヘラ切り後,ヘラ
ナデ。水挽き,ヨ ヨナデ。

粒

色

好

砂

灰

良

ミヾス 50%

6

杯

須 恵 器

09
69
平底の底部のみ残存。 回転ヘラ切り後ナデ。底部外

面に「X」 状の線刻を施す。

砂粒,パ ミス,
長石

灰色

良好

底部

(100%)

7

杯

須 恵 器

C  80 平底の底部のみ残存。 回転ヘラ切り後ナデ。 粒

色

好

砂

灰

良

ミヾス 底部

(100%)

8

1 3図零1 養

土 師 器

A (186)
B  52

日縁部のみ残存。日縁部は頭部から外反

しながら開く。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ 。

砂粒,パ ミス

橙色

良好

口縁部

(5%末
満)

9

養

土 師 器

B  2.5
C (9,9)

平底の底部のみ残存。 底部外面に木葉痕を残す。 砂粒,パ ミス

浅黄橙色
誓 橘

底部

(30%)
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版

号

図

番
器 種 法量 (cH) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 `色調・焼成 備 考

箋

土 師 器

A (175,
B  49

日縁部のみ残存。日縁部は頸部から「く」

の字状に開く。

回縁部は内外面ともヨコナ

|ド 。

砂粒,パ ミス
浅責橙色

普通

日縁部

(5%末
満)

瓦 布 日瓦の破片。 外面は主J離が著 しく調整不

明。内面に布目痕が残る。

砂粒,パ ミス,
長石

浅責橙色

良好

養

土 師 器

B   10 2

C (61)
胴部下位の破片。胴部は外傾して外上方

に立ち上がる。

胴部外面はヘラ削りの後ナ

デ。内面は剖離が著しく,調
慾本田^

砂粒,パ ミス
浅黄橙色
普→踊

10%

平 瓦 布目瓦の破片。 外面はヘラナデ。内面に顕者

な布目痕を残す。

粒

色

鮮

砂

黒

恵

ミヾス

第19号住居跡出土土器観察表 (SI-19)
版

■

図

番
器 種 法量 (cwl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第117図

1

不

須 恵 器

(14 2)

39
(84)

底部は平底。体部は外上方へまっすぐt

立ち上がり,日縁部に至る。
底部は切り離し後,一方向の
手持ヘラ削り。体都下端はナ

デ。水挽き,ヨ コナデ。

砂粒,パ ミス
雲母

黄灰色

普通

30%

2

杯

須 恵 器

B  2.6
C (84)

底部は平底。体部は外上方へ内彎気味に

立ち上がる。

底部は回転切り後ヘラナデ。

体部下端は回転ヘラナデ。

砂粒,雲母
灰白色

普通

10%末満

3

杯

須 恵 器

B  18
C  85

体部は欠損する。底部は平底である。 底部は回転ヘラ切り後ヘラナ

|だ。

砂llP,パ ミス,

雲母

普通

底部

(100%)

4

杯

須 恵 器

B  15
C  75

体部は欠損する。底部は平底である。 底部は回転ヘラ切り後ヘラナ 砂粒,パ ミス,
長石

灰白色

普通

底部

(100%)

5

杯

須 恵 器

A (14.2)
B  36
C  82

底部は平底。体部は外傾して立ち上がり,

口縁部で僅かに外反して開く。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ肖」り。体部下

端も手持ちヘラ削り。水挽き,

ヨコナデ。

砂粒,パ ミス,
雲母

灰白色

普通

60%

6

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は僅かに内彎しながら

立ち上がり,日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,

方向の手持ちヘラ削り。

下端も手持ちヘラ削り。

き,ヨ コナデ。

定

部

挽

不

体

水

砂粒,パ ミス,
雲母

灰色

普通

60%

7

杯

須 恵 器

A
B

C

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部に至る。

底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端は手持ちヘラ削りの後ナ

デ。水挽き, ヨコナデ。

砂粒,パ ミス,
石英,長石
灰色

普通

800/0

甍

土 師 器

A (240)
B  7.5

胴都の大半は欠損する。日縁部は顕部か

ら外反しながら開き,日唇部を外上方ヘ

つまみ出す。

日縁部は内外面ともヨコナ

デ。頸部内面ヘラ削り。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい責橙色

普通

日縁部～

頸部

(40%)

箋

土 師 器

B   20 8 底部と胴部上位を欠損する。胴部は長胴

形を呈すると思われる。

胴部外面下半は縦位のヘラミ

ガキ,内面はナデ。胴部内外
面に輪積み痕を残す。

砂粒,雲母,石
英,長石
にぶい橙色

普通

30%

第20号住居跡出土土器観察表 (SI-20)
版

号

図

番
器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第120図

1

カ マ  ド

土 師 器

A 21.2
B  84

内傾して立ち上がる日縁部。 口縁部は内外面ヨコナデ。 砂粒,

石英,

橙色

良好

パ ミ

雲母

不 明

2

養

十  肺  楽

A 20.6
B   12 4

胴部下半は欠損。日縁部は外反して開く。

胴部は球状を呈すると思われる。

口縁部内外面 はヨコナデ。胴

部外面はヘ ラ削 りの後ナデ。

内面 はナデぉ

砂粒 ,パ ミス

橙色

息岸

口縁部―

胴上半

(15%)
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版

暑

図

恐
器 種 法量 (cnl) 器 形 の 指 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

貴

土  師 器

11.4

(85)
胴部上半は欠損。底部は平底。胴部は内

彎気味に立ち上がる。

底部はヘラ削り。胴部外 lalは
ヘラ削りの後ナデ。内面は全

体的に劉離している。

砂泣 ,パ ミス ,
雲母

由解

胴下半～

底部
r負67ゝ

4

養

上 師 器

(15,0)

11_0

胴部下半は欠損。日縁部は外反して開く。

胴部は球状を呈すると思われる。

日縁部は内外面ともにヨコナ

デ。胴部外面はヘラ削りの後

ナデ。内面ナデ。

砂粒 ,パ ミス
橙色
由肝

日縁部～

胴上半
rクn隊 、

5

箋

土 師 器

(180)
15 0

日縁部と胴部下半は欠損。胴部は球状を
呈すると思われる。

顕部は内外面ヨコナデ。胴部

外面はヘラ削りの後ナデ。内

面ナデ。

ス粒
色

自

砂
橙

ス

類 封
'～
月日

上半
142nンヽ

養

須 恵 器

日縁部の破片。 日縁部内外面は回転ヨコナ

デ。内面は自然釉がかかる。

砂粒,パ ミス,
長石

灰色
白浮

日豚 封S

(20%)

第 1号土坑遺構出土土器観察表 (SK-01)
版

号

図

番
器 種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第123図

1

甑

須 恵 器

B  59
C 136

底部が多孔式の観の破片。 胴部外面に平行タタキロ。そ

の後下位をヘラ削り調整。内

面はヘラ削り後,ヘラナデ。

粒

色

好

砂

灰

良

パミス, 5%末 満

2
須 恵 器

60
(13.4)

(0.5)

底部は平底で,外下方に開く高台が付く。

胴部は内彎気味に外上方へ立ち上がる。

底部切り離し後,高台貼付。
胴部内外面はナデのほか,胴
部外面下位にヘラ削り痕,内
面下位に指頭痕が残る。

砂粒,パ ミス,
長石

灰色

良好

5%未満

第 8号土坑遺構出土土器観察表 (SK-08)
版

号

図

番
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

125図第

1

壷

須 恵 器

(13 4)

3.0

20

Ａ

Ｂ

Ｆ

天丼部中央に属平なボタン状のつまみが

付く。天丼部は頂部が平担で,なだらか
に下降し,日縁部は短く下方に屈曲する。

天丼都頂部は回転ヘラ削り。

つまみと口縁部内外面はヨコ

ナデ。

砂粒,パ ミス,
長石

灰色

良好

40%

第26号土坑遺構出土土器観察表 (SK-26)
版

号

図

番
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

130図第

]

杯

須 恵 器

(13.2)

4.1

86

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。体部は外上方へまっすぐに

立ち上がり,日縁部は外反気味に開く。
底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端はナデ。水挽き,ヨ コナデ。

砂粒 ,パ ミス ,
長石

灰色

慮nI

30%

遺構外出土土器観察表
版

号

図

番
器 種 法量 (cul) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土.色調・焼成 備  考

136図第

]

菱

土 師 器

(192)

6.5

日縁部から胴部上半にかけての破片。口

縁部は外反して開き,日唇部を九くおさ
める。

口縁部内外面はヨコナデ。 砂粒,パ ミス
にぶい橙色

普通

2

杯

土 師 器

C (80) 平底の底部の破片。 底部は回転糸切り。 砂粒,パ ミス
浅黄橙色

良好

3

高 台付 杯

土 師 器

底部は平底で,高台の付く痕跡が認めら
れる。体部は外上方へ立ち上がるが,大
半を欠損する。

底部は回転ヘラ切り後,

を貼付したと思われる。

内面に黒色処理を施す。

台

部

高

体

砂粒,パ ミス
にぶい橙色

良好

4

付高 台 杯

器師土

底部の破片。高台の付く痕跡が認められ

る。

底部は回転ヘラ切り後,

を貼付したと思われる。

に黒色処理を施す。

台

面

高

内

砂粒,パ ミス,
雲母

浅黄橙色

普通

5

甕

土 師 器

底部は平底で,焼成後,人為的に穿けた
円孔を有す。胴部は外傾して立ち上がる。

胴部下端は内外面ともナデ。 砂粒,パ ミス

浅黄橙色

善 桶

底部

(20%)
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版

号

図

番
器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備 考

6

高 台付 杯

土 師 器

底部の破片。高台の付く痕跡が認められ

る。

底都は回転ヘラ切り後,高台
を貼付したと思われる。内面

に黒色処理を施す。

砂粒,パ ミス
にぶい橙色

普通

底部

(50%)

7

高 台付 杯

土 師 器

25
(90)
1.2

底部から体部下端にかけての破片。底部

は平底で,外下方に開く高台が付く。体
部下端は九味を帯びる。

底部は回転ヘラ切り後,高台
貼付。体部内面に黒色処理を

施す。

砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色
普→誦

底部

(60%)

8

杯

土 師 器

C (7.4) 平底の底部のみ残存。 底部は回転ヘ ラ切 り後,ナ デ。 砂粒,パ ミス,
雲母

にぶい橙色

良好

底部

(70%)

9

杯

土 師 器

C  70 平底の底部のみ残存。 底部は回転ヘラ切り後,手持
ちヘラ削り。底部外面に「×」

状の線刻を施す。

砂粒,パ ミス
白灰色

良好

底部

(95%)

高 台 付 杯

土 師 器

底部の破片。 底部は回転ヘラ切り後,高台
貼付。内面に黒色処理を施す。

砂粒,雲母
にぶい橙色

良好

底部

(20%)

11

不

須 恵 器

23
(7.6)

底部の破片。 底部は回転ヘラ切り後,一方
向の手持ちヘラ削り。体部下

端も手持ちヘラ削り。水挽き,

ヨヨナデ。

砂粒,パ ミス
にぶい褐色

普通

底部

(10%)

高 台付 杯

須 恵 器

2.8

(82)
1.0

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。接地面は平担である。体部の大

半は欠損する。

水挽き整形。

底部は回転ヘラ切り後,回転
ヘラ削り。高台貼付。

粒

色

好

砂

灰

良

パ ミス 底部

(10%)

高 台 付 杯

須 恵 器

(80)
11
底部は平底で,直立する高台が付く。接
地面は平担である。体都は欠損する。

水挽き整形。

底部は回転ヘラ切り後,回転
ヘラ削り。高台貼付。

粒

色

好

砂

灰

良

パ ミス 底部

(40%)

高 台付 杯

須 恵 器

32
(6.6)

14

底部は平底で,「ハ」の字状に開く高台

が付く。体部は外上方へ立ち上がるが,

大半を欠損する。

水挽き整形。

底部は切り離し後,高台貼付。

砂粒,パ ミス

責灰色

良好

底部

(45%)

蓋

拓  菫 果

F  31 つまみは扁平なボタン状を呈する。天丼
部頂部はやや平担である。

水挽き整形。
つまみはナデ。天丼部外面は

回転ヘラ削りぅ

，
色婉級
餅

パミス つまみ

(100%)

蓋

考百 言
=  
碧

F  28 つまみは擬宝珠形を呈し,天丼部頂部は
ほぼ平担である。

水挽き整形。

つまみはヨコナデ。天丼部頂

部は回転ヘラ削り。

砂粒,パ ミス
灰色

普通

み

％

ま

９５

つ

＜

霊

須 恵 器

F  3,4 痛平なボタン状のつまみのみ残存。 水挽き整形。
つまみ外面はナデ。

砂粒,パ ミス
灰白色
普→再

み

％

ま

９５

つ

く

壷

須 恵 器

F  31 扁平なボタン状のつまみのみ残存。 水挽 き整形。

つ まみ外面はヨコナデ。

砂粒 ,パ ミス ,
長石

灰色

普桶

つまみ

(80%)
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第 1号住居跡出土 鉄製品

第 2号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器  種 重 量 (9)
法     量 (cn)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第13図  1 鏃 (柄 ) 1.1 鉄製品

刀子 (片 ) l] 鉄製品

3 鏃 (柄 ) 鉄製品

4 鏃 (先 ) 11 鉄製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法    量 (cm)

質 出土位置

最大長 最大幅 最大厚

第18図  1 鏃 (柄 ) 鉄製品

2 鏃 (柄 ) 17 鉄製品

3 不   明 鉄製品

第 2号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法    量 (cm)

質 出土位置

最大長 最大幅 最大厚

第18図  4 砥   石 13 泥 岩

5 石 皿 片 121 溶 岩

6 礫   片 73 けつ岩

第 3号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (cln)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第24図  1 鎌 68 0 07 鉄製品

2 鎌 鉄製品

3 鏃 (柄 ) 74 10 鉄製品

4 刀子 (柄 ) 10 3.〕 10 鉄製品

5 鏃 (柄 ) 鉄製品

第 3号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (clll)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第24図  6 不   明 6.1 流紋岩

7 不   明 砂岩ホルンフエス

8 不  明 51 71 流紋岩

9 砥   石 砂 岩

第 4号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法    量 (cm)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第30図  1 鎌 鉄製品

2 斧 1.2 鉄製品

3 鎌 鉄製品
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第 4号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法     量 (cm)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第30図  4 砥   石 13 泥 岩

5 不   明 溶  岩

不  明 砂 岩

第 5号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法    畳 (cm)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第35図  ユ 砥   石 380.0 溶 岩

不   明 砂 岩

3 砥   石 泥 岩

第 7号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法    量 (cm)
質 出土位置

最大長 最大幅 最大厚

第42図  1 鏃 (先 ) 鉄製品

第 7号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法     量 (cm)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第42図  2 不   明 215 0 67 砂  岩

第 8号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (cltl)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第50図  1 鏃 (柄 ) 10 鉄製品

第 3号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量

法    量 (cm)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第50図  2 不   明 輝石安山岩

3 不   明 57 輝石安山岩

4 不  明 溶 岩

第 9号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第58図  1 鏃 (柄 ) 鉄製品

2 鏃 (柄 ) 77 14 0_6 鉄製品

3 鏃 (先 ) 鉄製品

4 鏃 (柄 ) 1.5 10 鉄製品
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第 9号住居跡出土 石製品

図版番号 器  種 重 量

法     量 (cm)
質 出土位置

最大長 最大幅 最大厚

第58図  5 砥   石 7.3 砂 岩

6 砥  石 66 溶 岩

7 砥   石 1,7 泥 岩

第 9号住居跡出土 土製品

図版番号 器 種 重 量

法    量 (cm)
胎土・色調・焼成 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第58図  8 管形土錘 10.0 砂粒 ,パ ミス ,
雲母

にぶい橙色

普通

第10号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 旦呈

法     畳 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第63図  4 砥   石 泥 岩

第11号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第70図  1 鏃 (柄 ) 鉄製品

2 刀子 (柄 ) 2_7 10 02 鉄製品

第11号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量

法     畳 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第70図  3 砥  石 泥 岩

4 砥  石 泥  岩

第12号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法     量 (cm)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第79図  1 鏃 (柄 ) 鉄製品

2 鏃 (柄 ) 鉄製品

3 鏃 (柄 ) 鉄製品

4 鏃 (柄 ) 鉄製品

5 鏃 (柄 ) 鉄製品

第12号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法     量 (clll)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第79図  6 不   明 820,0 13 5 火山岩

7 不   明 n.3 溶  岩

8 不   明 245 0 10.2 溶  岩
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第12号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量 (g)
法       量 (clll)

出上位置

(上部径) (下部径 ) (孔径) (最大厚)

9 紡 錘 車 14

第14号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量 (9)
法     量 (clc)

質 出上位置
最大長 最大幅 最大厚

第89図  ユ 鏃 (柄 ) 鉄製品

2 刀子 (柄 ) 鉄製品

3 鏃 (柄 ) 1.5 0,7 鉄製品

4 鏃 (柄 ) 鉄製品

第14号住居跡出土 土製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (cm)
胎土・色調・焼成 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第89図  5 管形土錘 砂粒

褐色

普通

6 管形土錘 砂粒

淡黄色

普通

7 管形土錘 1.0 砂粒

淡責色

普通

第15号住居跡出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第96図  1 鏃 (柄 ) l.5 鉄製品

第15号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 重 量

法    量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第96図  2 不   明 97 粘板岩

3 砥  石 62_0 泥  岩

第16号住居跡出土 石製品

図版番号 器  種 重 量

法   .;量 (cln)

質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第 100図  1 不   明 57 砂 岩

2 不   明 220 0 14.5 17 けつ岩

3 礫  片 15 けつ岩

4 礫   片 14 けつ岩

第101図  5 礫  片 1,800.0 157 けつ岩

6 不   明 2,500 0 22.4 77 集塊岩
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第17号住居跡出土 鉄製品

第17号住居跡出土 石製品

第18号住居跡出土 鉄製品

第18号住居跡出土 石製品

図版番号 器 種 童 量

法     量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第106図  1 鏃 (柄 ) l_4 鉄製品

2 鏃 (柄 )
鉄製品

3 鏃 (柄 ) 11 0.7 鉄製品

4 鏃 (柄 )
鉄製品

図版番号 器 種 童 量 (9)

法    量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第106図  5 砥   片 570 0 3.1 けつ岩

6 礫   片 130.0 11 7 けつ岩

図版番号 器 種 重 量 (9)

法     量 (cm)
質 出土位置

最大長 最大幅 最大厚

第■4図  1 鏃 (柄 ) 07 鉄製品

2 鏃 (柄 )
鉄製品

3 鏃 (先 ) 鉄製品

図版番号 器 種 重 量 (9)

法     量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第 114図  4 不  明 760 0 15,0 心 岩

B区 選跡外出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法    量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第123図  3 鏃 (柄 ) 15 鉄製品 SK-01上層

第137図  1 刀  子 鉄製品 No.16

2 鋤 (先 ) 73 鉄製品

3 鏃 (柄 ) 鉄製品

4 釘 l.0 05 鉄製品

5 不   明 1,2 鉄製品

鏃  (柄 ) 鉄製品

7 刀子 (柄 ) 11 鉄製品

鏃 (柄 ) 11 鉄製品

鏃 (柄 ) 1.1 鉄製品

鏃 (柄 ) 11 鉄製品

11 鎌 27 鉄製品

鏃 (柄 ) 鉄製品

鎌
鉄製品

-198-



B区 遺跡外出土 石製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (crr)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第 137図  14 砥  石 136 0 27 泥 岩

砥  石 41 0 泥 岩

B・ C区 出土 石器

C区 遺跡外出土 石製品

図版番号 器 種 重 量

法    量 (cm)

質 出土位置

最大長 最大幅 最大厚

第138図  1 石 刃 1.2 黒曜石

2 石  鏃 チャート

3 石   鏃 2.7 チャート

4 石 チャート

5 石 斧 片 80 0 1.2 硬砂岩

6 石 チャート

7 劉  片 15 黒 曜 石

8 剖   片 1.5 チャート

9 剖  片 黒 曜 石

劉  片 15 黒 曜 石

劉   片 25 0 チャート

剖  片 10 チャート

劉   片 170 21 チャート

C区 遺跡外出土 鉄製品

図版番号 器 種 重 量 (g)
法     量 (cm)

質 出土位置

最大長 最大幅 最大厚

第139図  1 刀子 (先 ) 1.5 鉄製品

2 鏃 (柄 ) 鉄製品

3 刀子 (柄 ) 鉄製品

4 鏃 (柄 ) 0,7 鉄製品

5 鏃 (柄 ) 15 鉄製品

6 鏃 鉄製品

図版番号 器 種 重 量

法     量 (cm)
質 出上位置

最大長 最大幅 最大厚

第139図  7 砥   石 22 0 45 27 13 泥  岩

砥   石 26.0 泥 岩

砥  石 15.0 4.2 泥 岩
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第 6章 まとめにかえて

第 1節 遺 構 につ い て

古稲荷遺跡の今回の発掘調査で得た成果のうち検出遺構の種類と個数は,竪穴住居跡20軒,掘立

柱建物跡 1棟,濤遺構 2条 ,柵列遺構 lヵ所,土抗遺構26基,不明ピット群 3ヵ 所であった。これ

ら検出した遺構のうち年代比定ができるもあは竪穴住居跡のみである。住居跡以外の遺構について

は住居跡遺構との切り合い状態が確認された遺構で新旧関係が判断できたのは以下のとおりであ

る。

(旧)SB-01-→

(旧)SI-08,13,

(旧)SK-24-→

(新)SA-01

14-→ (新)SD-01

(新)SD-02

竪穴住居跡の年代については,出土している遺物の編年から以下の年代に比定し区分しておく。

I期一十一 SI~04,(10),15,19                8世 紀第 3四半期

8世紀第 4四半期

8世紀第 4四半期
;

9世紀第 1四半期

9世紀第 1四半紀

9世紀第 2四半紀

10世紀第 1四半紀

10世紀第 2四半紀以降

Ⅱ期 a__sI-07

Ⅱ期 b―― SI-01,13

Ⅲ期十一~SI~08,09,11,12

Ⅳ期―十一 SI~03,06,18

Vtt a―一―SI-02

Vtt b十~SI~05,14,16,17,20

第 2節 竪穴住居跡の掘り方面について

検出された住居跡20軒のうち完掘できたのは12軒である。完掘はできなかったがカ
マドの存在お

よび規模,形状を推定できたものが 3軒で完掘住居跡と含めると15軒であった。これらの住居跡は

方形または長方形を呈しており、主軸方向はN-1°一Wか SN-84° ―Wま での軸方向をもった住

居跡でおよそ 3°～18°の範囲の軸方向のものが中心である (SI-01,02,03,04,07,08,09,

10,11,12,13,15,18)。 したがって,住居跡の軸方向としてはほぼ同軸方向とみてさしつかえ

ない,ま た,カ マドの位置としては15軒のうち11軒 (SI-01,02,03,07,08,09,10,11,12,

13)が北壁の中央または,中央よりやや東側に位置している住居跡が多く,東壁にカマドを有する
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ものが SI-05,15,17の 3軒であり, SI-16はカマ ドを有していなかった。なお, SI-09は

北壁 (1号カマ ド)と東壁 (コ ーナー)(2号 カマ ド)に カマ ドを有していたが,東壁コーナの 2

号カマドは袖部をはじめ構築材の粘土などは検出されず,内部には焼土の堆積のみが確認されてい

ることから, 1号 カマ ド以前に使用されていたカマ ドで廃棄されたものと思われる。

貯蔵穴を有している住居跡は, SI-02,05,17の 3軒で,このうち05,17の 2軒はいずれも東

壁にカマ ドを有している住居跡である。

出入口の遺構と思われる部分が,SI-01(第 6図),02(第 14図),03(第 19図 ),09(第 52図 ),

15(第 90図)の住居跡から確認された。 SI-01,02,09,15は 小ピットが出入回の施設遺構と推

定でき, SI-03は南壁 (西側)に
~Ll~部
があり,わずかに有段状を呈していた。

検出住居跡にうち9軒 (SI-07,08,09,10,11,12,15,17,18)について貼り床を除去し

その掘り方面の形状を確認した。その結果, SI-07(第 43図)は,竪穴内の東側と西側の部分の

みが中央都より深く掘削されており, とくに東側の北東コーナー部と南東コーナー部がとくに深く

削り込まれている状態であった。SI-08(第 51図)は ,竪穴の南東コーナー部か S中央部にわたっ

て深く掘削されており,西壁側,北壁側のみがテラス状に平坦で掘削時に拡張したと思われるよう

な状態を呈していた。SI-09(第 59図 )は,竪穴の北側,西側,東側の 3ヵ 所が深く掘削されて

おり,と くに北西コーナー部と南東コーナー部が深く,中央部から南壁に向う部分のみが平坦な地

山となっている。SI-10(第 64図 )は,竪穴の北東コーナー部,南東コーナー部,南西コーナー

部,北西コーナー部の四コーナー部のみが深く中央部のみがほぼ平坦な地山となっている。 SI―

11(第 71図 )は,北西,南西,南東のコーナー部のみがローム層の地山を深く掘削している。SI

-12(第 80図)は,北西,北東の各コーナー部より南側に向って南壁下全域まで掘削しており,カ

マド付近の北側から中央部までが平坦である。SI-15(第 97図)は,ほぼ全体的に平坦で,部分

的に小凹部がみられるだけである。SI-17(第 107図)は,ほぼ東側半分ほどが掘削されている

タイプである。SI-18(第 115図 )は,ほぼSI-12と 同タイプである。

以上が,本遺跡で検出した竪穴住居跡の掘り方面であるがタイプ的には5タ イプに大別できる。

Aタ イプ (SI-09,12,18)

竪穴の3壁面方向のみに掘削痕が残り,中央部およIび一壁面が平坦になっているもの。

Bタ イプ (SI-10,11)

竪穴の各壁面側に掘削痕を残し,中央部のみが平坦になっているもの。

Cタ イプ (SI-08,17)

竪穴の半分または一部分を集中的に掘り込んでいるもの。

Dタ イプ (SI-07)

2方向の壁面側のみに掘削痕を残すもの。
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Eタ イブ (SI■ 11)

全体的に平坦で,局部的に小掘削痕のみを残すもの。

などである。し.たがうて,Cタイプ以外のタイプは基本的に竪穴中央部のみが平坦で他の部分より

高いことがわかり,竪穴住居を建築する場合に竪欠を掘る際の掘り方作業の手順を意味しているも

の|であるのか,掘る工具によって差が生じるものなのかは今後の発掘事列とを検討する必要がある

と思われる。



…

章

古稲荷遺跡の発掘調査をもって関城地区の霞ヶ浦用水事業工事地内の埋蔵文化財発掘調査をす
べ

て終了したことになる。平成元年に12月 から仲道遺跡,平成 2年 9月 には井上城跡,そ して今度の

古稲荷遺跡の発掘調査を実施し,終えることができた。本遺跡の調査においても仲道遺跡,井上城

遺跡と同様に調査が限定され,遺跡全体を把握するまでには至らなかったことも事実である。しか

し,調査区域内からは8世紀から10世紀にかけての竪穴住居跡を中心とした遺構が検出され,この

時期の集落遺跡であることがほぼ半J明 し,今回の調査区域外にも,同時期の集落跡の延長部分が埋

もれていることが確実に推定できる。調査区域内での住居跡の配置状況からみて,本遺跡は,自然

発生的な集落というよりも,政治的な意図によって造り出された計画集落の可能性が高いと思われ

た。もしこの推定が正しいとするならば, 8世紀から10世紀にかけての墾田開発政策に伴う計画集

落であるといえよう。したがって,船玉古墳に代表される古墳時代の豪族権力によって形成された

集落と比較すると,本遺跡は,律令期に入って国家権力を背景に形成された集落として考えた場合,

本地城においてきわめて貴重な遺跡であるといえる。今後,今回の調査区域に隣接した区域で発掘

調査が実施されたとするならば,今回の成果によリー層の明確さを加えることができ,古稲荷遺跡

の性格をさらに明らかにすることができるであろう。

なお,今回の発掘調査および本報告書をまとめるにあたって,水資源開発公団をはじめ関係機関,

関係各位の御指導,協力に対し,文末ながら深く感謝の意を表する次第である。
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